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　ロートレアモン騎士国──通称「竜を飼う国」。

　北方にはゼファロス帝国、南方にはシェブロン王国。

　大陸の二大列強に挟まれた、この人口五百万足らずの小国には、ある特殊な学院が存在する。




　アンサリヴァン騎竜学院。

　ドラゴンと契約を交わした少年少女たち──竜飼い人ブリーダーを教え、導くための学院である。






プロローグ









「それじゃあ、明日から出勤してもらえるかしら？　急に人手が足りなくなって、困っていたところなの」

　店長の言葉に、アーニャは笑顔で応じた。

「はい、よろしくお願いします」

　ここはアンサリヴァン騎竜学院の敷地内──学生食堂〈ラ・テーヌ〉の事務室。

　つい先日、学院都市アンサリヴァンの職業斡あつ旋せん所に立ち寄ったアーニャは、〈ラ・テーヌ〉の求人情報を聞いた途端、「これだわ！」と閃ひらめいた。

　騎竜学院に潜入し、生徒会役員のアッシュ・ブレイクを調査する──それこそが、アーニャの目的だった。

　面接を担当した店長は、柔和な雰囲気の女性で、常に笑顔を絶やさない。アーニャの正体を疑っている様子などは、微み塵じんも感じられなかった。

　──ふっ。騎士国民なんて、ちょろいもんね。

　鏡の前で何度も練習した作り笑いを浮かべつつ、アーニャは今後の方針を模索する。

　ここしばらく、アーニャは失態を演じてばかりだった。

　それもこれも、あのアッシュ・ブレイクに出会ってからのような気がする。

　これがただの敵ならば、今まで通り冷酷に対処すれば良いだけなのだが……情けないことに、アーニャはアッシュに二度も命を救われている。

　一度目は、初めて出会った森の奧で。崖がけ崩くずれの際、アッシュは身を挺ていしてアーニャを救った。あろうことか、アッシュを問答無用で襲い、殺そうとまでしたアーニャを……。

　二度目は、聖ヴァレリア教会の占拠事件が発生したときのこと。アーニャは運悪く事件に巻きこまれ、人質として捕らわれたのだが、首謀者のアヴドーチャを倒したのも、やはりアッシュだった。

　怪け我がの功名とでもいうべきか、あの占拠事件に巻きこまれた結果、アーニャは自分たちの仇きゆう敵てきになりそうな少年が「アッシュ・ブレイク」という名であることを知った。

　ちなみに、逮捕されたアヴドーチャについて、当局は「アヴドーチャの名を騙かたった偽者であった」と発表した。

　この発表について、アーニャは納得する一方で、疑問も抱いている。

　確かに教会を占拠した女テロリストの容姿は、手配書の似顔絵とは似ても似つかぬ童顔で、小柄だった。あれがアヴドーチャだとは、にわかに信じがたい。だが、幼い容姿とは裏腹に、あの女テロリストがまとっていた貫かん禄ろくは本物だった……。

　その一方で、交渉人として活躍したアッシュ・ブレイクについて、当局が報じることはなかった。情報が規制されているのだ。

　当局がなんらかの意図をもって、アッシュ・ブレイクの名が表おもて沙ざ汰たにならないよう、働きかけたに違いない。

　アッシュ・ブレイクについては、不可解な点があまりにも多すぎる。

　──どんな秘密があるのか知らないけど……ミルガウス様の邪魔をする奴やつは、このあたしが許さない。徹底的に調べ上げて、弱みを握ってやるんだから！

　不幸中の幸いは、上司のミルガウスが本国に帰還したまま、まだ戻っていないことである。学院への潜入作戦は、アーニャが自ら立案したのだった。

「……アーニャちゃん？　どうかした？」

「んにゃっ!?」

　店長に顔を覗のぞきこまれていることに気づいたアーニャは、妙な声を漏らしてしまった。

「す、すみません。なんでもありません……」

　面接の最中にぼんやりしてしまうなんて、どうかしている。気まずい雰囲気を紛まぎらわすように、アーニャは訊たずねた。

「あの、そういえば……急に人手が足りなくなったとおっしゃってましたけど、なにかあったんですか？」

「アーニャちゃんはこの街に来て日が浅いようだから、知らなくても当然ね。実は、もうすぐ選抜合宿が始まるのよ」

「選抜合宿……？」

「毎年、アロンヌ湖こ畔はんの合宿所で実施される伝統行事よ。参加できるのは、成績優秀者五十名だけ」

「それとお店の人手不足と、どういう関係が……？」

「食事係として、うちの従業員を派遣しなくちゃならないの。これも伝統の一環ね。とはいえ、お店のほうをお休みするわけにもいかないし」

　つまりは選抜合宿の期間中、〈ラ・テーヌ〉は普段通りに営業する一方で、合宿所にも人員を割かねばならないという事情があるわけだ。

「まったく、こんなときに限って、三人も同時に辞めちゃうなんてツイてないわ。しかも三人とも寿ことぶき退職だなんて……あぁもう、冗談じゃないわよ！」

　どすん──突如、店長は机に拳こぶしを叩たたきつけた。

「この時期が大忙しってことは、あんたらだって先刻ご承知のはずでしょうが！　挙げ句の果てに『店長も早くいい人を見つけてくださいね』……ですって？　あのヴェロニカ王女だってまだ独身なんだし、わたしだって仕事に生きてやるんだからーっ！」

　おっとりした人かと思いきや、内面にはいろいろと溜ためこんでいるらしい。なんと声をかけていいものやら、アーニャは迷った。

「あらあら。わたしとしたことが、ごめんなさいね。おほほほほ……」

　ようやく我に返った店長は、わざとらしい笑みでその場を取り繕つくろった。

「ところで、アーニャちゃん？」

「な、なんでしょう？」

「アーニャちゃんには彼氏とか、まだいないわよね？　あ、でも好きな人くらいはいるのかしら？　店長として、是非とも聞いておきたいわ。恋れん愛あい沙ざ汰たにうつつを抜かした挙げ句、無断欠勤とか……よくあるのよねぇ」

　店長は弁解じみた言葉を並べつつ、ずいっと身を乗り出してきた。

「好きな……人？」

　その瞬間、アーニャの脳裏に浮かんだのは、ミルガウスの超然とした孤こ影えい──ではなかった。あろうことか、聖騎甲アークを装備したアッシュ・ブレイクの勇姿だったのである。

「なっ！　なんであいつの顔が……！」

　アーニャはポカポカと自分の頭を叩たたいて、アッシュのイメージを脳裏から追い出した。

「……アーニャちゃん？」

　ふと気がつけば、店長が不思議そうな顔をしてアーニャを見つめている。

「す、すみません！　なんでもないです！」

　顔が熱い。今すぐ逃げ出したい気分だった。だが、ここで逃げるわけにはいかない。

　先ほど、店長は確かにいった。

　──選抜合宿に参加するのは、成績優秀者五十名。

　ならば、あのアッシュ・ブレイクも参加するのではないだろうか。いや、間違いなく参加するだろう。なんといっても、彼はアンサリヴァン市を救った英雄なのだ。

「あの、店長！」

　アーニャは拳こぶしを握り締めると、勢いよく立ち上がった。

「あたしを是非、合宿の食事係に任命してください！」

　店長はぽかんと呆ほうけたような顔をしたものの、すぐさま満面の笑みを浮かべた。

「あらあら、本当にいいの？　割と大変なお仕事だから、嫌がる子が多いんだけど」

「大丈夫です。あたしにやらせてください！」

　アーニャは力強く宣言してみせた。だが、返事はない。

　店長はただ、アーニャをまじまじと見つめているだけだ。

「あの……店長？　どうかしました？」

「や～ん！　アーニャちゃんったら、なんて可愛かわいいのかしら！」

　突然、店長はアーニャに飛びかかった。予想外の事態に、さすがのアーニャも為なす術すべなく、抱き締められてしまう。たぷたぷとした乳ち房ぶさの感触に安らぎを覚えたのも束つかの間ま、

「むぎゅっ……！」

　深い谷間に顔を押しつけられ、窒息寸前に陥ってしまう。

「そうだわ！　アーニャちゃんに受け取ってもらいたいものがあるの」

　店長はようやくアーニャを解放すると、壁際のロッカーに向かった。

「……はい？」

　無む我が夢む中ちゆうで新鮮な空気を吸いこみながら、アーニャは店長の背中を眺めやった。店長は鼻歌を歌いながら、ロッカーの中をゴソゴソと探っている。

　やがて、店長はニコニコと笑いながら戻ってきた。

「これ、アーニャちゃんの制服ね。サイズもぴったりだと思うんだけど」

　なにかの衣装らしきものを手渡され、アーニャは戸惑った。目の前で広げてみると、いわゆるメイド服である。純白のエプロンには、フリルの飾りが満載だった。

「あの……これは？」

「ウェイトレスの制服よ。可愛かわいいでしょう？」

「ちょっ……待ってください！」

　アーニャはうろたえた。どう考えても、こんな服は自分のガラではない。

「あたしが応募したのは、お皿洗いとか、荷物運びとか、裏方のお仕事で……」

「裏方だなんて、とんでもないわ。だって、こんなに可愛いんだもの！　アーニャちゃんには絶対、フロアで働いてもらうんだから！」

「で、でも……」

「念のため、試着してくれる？」

「あの……できれば、もう少し地味な服をお願いしたいんですけど」

　もじもじと俯うつむきながら、アーニャは懇こん願がんの言葉を絞り出す。

「んもう、恥ずかしがり屋さんなんだから。仕方ないわねえ」

　次の瞬間、店長の双そう眸ぼうがぎらりと底光りを発した。

「だったら、わたしが着替えさせてあげる！」

「いやぁあああ！　あっ……やん！　どこ触って──」





　　　　◇






　生誕暦一三六五年、双子宮ジエミニの月。

　アンサリヴァン騎竜学院では、毎年恒例の選抜合宿が始まるまで、あと二週間と迫っていた──。





"La Tene ～A.S.B.1365.6～" is closed.








第一話　双子宮ジエミニの月の選抜合宿









　闇やみの奥おくで、じっとエーコを見つめる目があった。

　血のように紅あかい瞳ひとみが、爛らん々らんと、松明たいまつのように燃え盛っている。

　ひとつ、ふたつ、みっつ……瞳はどんどん数を増やしていく。

「いやっ……見ないで！」

　その禍まが々まがしい視線から逃れるように、エーコは走っていた。

　闇の中を、ぐるぐると、あてもなくさまよい続ける。

　それでも瞳は消えない。遠ざかることもない。

　まるで夜空に浮かぶ月のように、エーコをじっと見つめているのだ。

「たっ、助けて……」

　普段のエーコなら、絶対に漏らさない弱音。

　だが、今はプライドよりも恐怖感が勝っていた。

「お願いだから、助けて……アッシュ！」

　滅めつ多たに口にはしないその名を呼んだのだが、返事はない。

「あっ……！」

　ふいに、エーコは転んだ。顔面から地面に突っこんでしまう。右の足首に、なにかが絡まっている。そいつに引っ張られたせいで、転倒したのだ。

「な、なんなの……？」

　慌てて立ち上がろうとするも、今度は左の足首までもが引っ張られてしまう。

「い……いやっ！」

　なんとか地面に爪つめを立てて踏ふみ留とどまろうとしたが、無駄だった。

　闇に覆われた地面は、なぜだかヌメヌメとしていて、爪を立てることができなかったのだ。まるで、軟体動物の表皮を思わせる感触だった。

　と、あっという間に両手首も拘束されてしまう。

　そのまま、宙に軽々と持ち上げられた。

　その生々しい感触を、エーコは過去に一度だけ体験していた。

「これって……屍灰竜ネクロマンシア!?」

　やがて、九つにまで増殖した瞳が、エーコの正面に現れた。禍々しい瞳が光源となって、周囲をほのかに照らし出す。

　暗黒に塗り潰つぶされていた背景が、その全ぜん貌ぼうをあらわにする。

　そこは、赤黒いミミズが密集し、縦じゆう横おう無む尽じんにのたくっているかのような、見るもおぞましい空間だった。

　だが、それらは決してミミズではない。その一本一本が、エーコの手首よりも太い触手なのだ。

　無数の触手の先端が、一斉にエーコのほうを向く。

「ひぐっ……！」

　エーコはもがいた。このままでは、あの触手に全身を貪むさぼられてしまう。

　だが、もがけばもがくほど、触手は手足を締めつけてくる。のみならず、別の触手が次々と襲いかかっては、エーコの衣服をビリビリと引き裂いていく。

「いやあああっ！」

　グロテスクな触手の先端が、あらわとなった素肌をさわさわと這はいずり回る。

　胸もと、脇わき腹ばら、そして太ももの内側……。

　おぞましさのあまり、鳥肌が立った。

「やっ、やめ──あたしを誰だれだと思っているのっ!?」

　最後の気力で怒声を張り上げたものの、触手の群れは勢いを増す一方だった。

「もういや……こんなのって……あんまりだわ…………」

　ついには、衣類の残ざん骸がいをまといつかせただけの格好で、エーコの身体はぷらんと吊つり下げられた。

　まるで、家畜の身分に堕おとされた気分だった。

「ううっ……」

　屈辱のあまり、全身の血液が沸ふつ騰とうしそうなほどの怒りを覚える。だが、そんなエーコの心情など意にも介さず、触手は次から次へとエーコの身体に巻き付いてきた。

「どうして……来てくれないの？」

　脳裏にアッシュの顔が浮かんだ。

　主人がこんなひどい目に遭あわされているというのに、どうして助けに来てくれないのだろう？

　いや、本当はわかっている。主人なのはアッシュであり、自分のほうこそ飼われている身分だという事実に。

　だが、生来のプライドが災いし、エーコはアッシュを主人だと認めたくはなかった。むしろ、アッシュを飼い犬のように扱った。

　その天罰が下ったのだろうか。だとしたら、すべては自分が招いた結果なのだ。

「ごめんなさい……ごめんなさい……！」

　涙があふれた。だが、もう遅い。エーコがどんなに呼んでも、アッシュは来ない。

　エーコは観念すると、目を閉じた。

　どんな罰でも、甘んじて受け容いれるつもりだった。

　触手が一斉に、エーコの身体を覆い尽くしていく──。

　そのとき、地の底から湧わき起こるような、重々しい声が響いた。

『今度こそ、決着をつけようぞ──アヴァロンの娘よ』





　　　　◇






「ねえ……起きて。早く起きてよ……」

　ゆさゆさと肩を激しく揺すぶられ、アッシュは目を覚ました。

「うーん……エーコ？」

　寝ねぼけ眼まなこをこすりつつ、アッシュは周囲を見渡した。室内はまだ薄暗い。カーテンの隙すき間まから射さしこむ朝陽あさひも、まだ弱々しい。起床の鐘が鳴るのは、もう少し先だろう。

　珍しいこともあるものだと、アッシュは不思議に思った。

　エーコのほうが先に起きて、アッシュを起こしたのだ。お寝坊なエーコにしては珍しいことだし、いつものような覇は気きも感じられない。

「どうしたんだよ？」

　アッシュは跳ね起きた。エーコのただならぬ様子に、眠気など一瞬で吹き飛んだ。

「あ、あのね……」

　エーコはいつになく、不安げな表情を浮かべている。常つね日ひ頃ごろ、傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振る舞うエーコからは想像もつかない姿だった。幼竜の証あかしであるまん丸な角にしても、色がくすんでいるように見える。

　今朝に限って、エーコがちゃんと部屋着を着用しているのも意外だった。寝起きのエーコは、決まって全裸なのだが。

　ふと、アッシュは気づいた。エーコの身体から、ほんのりと石せつ鹼けんの香りが漂ってきたのだ。どうやらアッシュが眠っている間に、入浴をすませたらしい。

「なにがあったんだ？」

「ベッドの中で……その……」

　エーコは頰ほおを染めると、ちらちらとベッドを眺めやった。

「ベッドがどうした？」

　アッシュは床に敷いた布団から抜け出すと、ベッドの脇わきに歩み寄った。

　エーコは恥ずかしそうにうつむいたまま、もじもじとしている。その様子を見て、アッシュはピンときた。以前、エーコと交わした会話を思い出したのだ。




　──そういえば……エーコが竜りゆう綺き華か晶しようを分泌してるとこ、まだ見たことないな。

　──そんな恥ずかしいところ、見せられるわけないでしょ！

　──竜綺華晶ってのは、単に余分な魔力を結晶化させたものだろ？　人に見られたところで、どうってことはないと思うがな……。

　──そりゃあ、どうしても我慢できなくなって、ついお漏らししちゃうことならあるかもしれないけど。




「そうかそうか。エーコもつい、お漏らししちゃったわけだな」

　悪戯いたずらっぽく笑いかけてやると、エーコはビクッと肩を震わせた。

「し、仕方ないでしょ……自分の意思では、どうにもならないことだってあるのよ」

「まあ、気にするな。俺おれたち人類にとっては、どうってことないんだからな」

「そうなの？」

「もちろんだ。どうせなら、お守りにして持ち歩きたいくらいだよ」

「なっ……なんですって？」

「おいおい、驚くほどのことか？　実際、お守りにしてる生徒なんて珍しくもないぞ」

「し、信じられないわ……大体、どうやって持ち運ぶのよ？」

「そりゃあ、ポケットや鞄かばんに入れておくんだよ」

「そ、そんな……冗談でしょ？　あんな水っぽいのに……」

「水っぽい？　それこそ冗談だろう？　個体に決まってるじゃないか」

　突然、エーコは牙きばを剝むいた。












「あたしがなにを漏らしたと思ってんのよ!?　個体のはずがないでしょうが！」

　アッシュは両腕を組んだ。液状の竜りゆう綺き華か晶しようなど、授業でも聞いたことがない。ますます興味が湧わいたが、まずはエーコの怒りをなだめるのが先決だった。

　深呼吸をして、気分を落ち着ける。そう、必要なのは対話だ。

「よく聞くんだ。確かに、人類と竜族の間にはいろいろと認識の違いがある。竜族にとっては、確かに恥ずべきことなのかもしれない。でもな、俺おれたち人類にとっては、全然、恥ずかしくないことなんだよ」

「むー……」

　エーコはなおも憮ぶ然ぜんとしているが、アッシュの真しん摯しな気持ちが通じたのだろうか。怒りの矛先だけは、なんとか収めてくれたようだ。

「というわけで、見せてもらうぞ」

　アッシュがベッドに手を伸ばすと、エーコは慌てて食い下がった。

「や、やっぱり駄だ目め……恥ずかしい！」

　頰ほおを染めて懇こん願がんするエーコの姿に、アッシュは不覚にもドキリとさせられてしまう。

「大丈夫だ、エーコ。お前は俺のパルじゃないか。お前がどんなモノを分泌しようが、俺はお前を見捨てないし、笑ったりもしない。どんなお前だろうと、丸ごと受け容いれてやる」

「……ほんと？」

　エーコは感極まったように瞳ひとみを潤ませると、ついに身を引いた。

「わかったわ……あたし、あんたを信じる」

「じゃあ、見せてもらうぞ」

　アッシュは万感の思いをこめて、掛け布団をはぎ取った。

「……？」

　ところが──ベッドシーツを目の当たりにした途端、アッシュはぴしりと硬直した。

　ベッドシーツの中央には、大きな世界地図。まだ故郷の村で暮らしていた当時、幼い妹の面倒を見ていたアッシュにとっては、郷きよう愁しゆうを誘われる光景だった。

「おまっ……おねしょだったのか！」

「なんだと思ってたのよ!?」

　エーコは頰を染めたまま、ぷるぷると握り拳こぶしを震わせている。

「いや、俺はてっきり……竜綺華晶のことかと」

「そっちのほうが、よっぽど恥ずかしいわよ！」

「そうなのか──ぐはっ！」

　エーコの鉄てつ拳けんが炸さく裂れつし、アッシュは壁際まで吹き飛ばされてしまう。人類と竜族の間に横たわる溝を修復するには、まだまだたくさんの対話が必要になりそうだった。





　　　　◇






　早朝、寮の物干し場には数名の男子生徒が集まっていた。物干し場の脇わきには水場もあり、そこで洗濯できるようになっている。

　幸いにも空は青く晴れ渡り、絶好の洗濯日和である。アッシュは水場に向かうと、洗濯用のたらいに水を張った。顔見知りに会わないうちに、エーコが濡ぬらしたシーツをさっさと洗ってしまおう……と思っていた矢先、

「よお、アッシュ！」

　背中を叩たたかれ、アッシュはゴホゴホと咳せきこんだ。忌いま々いましげに振り返ると、悪友のレイモン・カークランドである。今日も無駄に爽さわやかな笑みを浮かべていた。アッシュと同じく、洗濯物の入ったカゴを提げている。

「どうした？　浮かない顔だな。さてはエーコちゃんと喧けん嘩かでもしたか？」

「いや、まあ……」

　アッシュはさりげなく手もとのシーツを隠そうとしたのだが、目ざといレイモンが見逃すはずもなかった。

「うはっ！　お前……その歳としでおねしょかよ!?」

　シーツに描かれた世界地図に気づくなり、レイモンは腹を抱えて笑った。その言葉に、周囲の生徒たちが一斉にアッシュを振り向く。

「ち、ちがっ……俺おれじゃねえよ！」

「お前じゃないってことは……もしかして、エーコちゃんか!?」

　アッシュはレイモンの肩に手を回すと、耳もとでささやいた。

「頼むから、誰だれにもいうなよ？　あいつ、かなりショックだったみたいでさ……今朝から元気がないんだよ」

「へえ。あのエーコちゃんでも落ちこんだりするのか。意外だな」

「なまじプライドが高いだけにな……おねしょをしたことが許せないんだろう」

「ああ見えて、まだ生後二ヵ月半の幼竜だもんな。おねしょくらい普通にするだろ」

「いわれてみれば、そうだよな。あんな姿をしてるから、つい忘れてしまうけど」

　会話を交わしつつ、アッシュとレイモンは洗濯に取りかかった。洗剤を振りかけると、生地の汚れをゴシゴシと落としていく。

「洗濯といえばさ、エーコちゃんの洋服や下着とかも、お前が洗ってるんだっけ？」

「俺がやらなきゃ、誰がやるんだよ」

　アッシュは憮ぶ然ぜんとして答えた。事実、エーコの衣類はすべてアッシュが洗っている。

「エーコちゃんの下着か……なんなら、俺が洗ってやってもいいんだぜ」

「空き巣に部屋の鍵かぎを預けるバカがいると思うか？」

　それっきり口を閉ざすと、アッシュは手を動かした。ダラダラと喋しやべってばかりいたら、午前中に予定されている全校集会に間に合わない。

　レイモンもしばらくは洗濯に集中していたのだが、沈黙が苦手なタイプなので、再び口を開いてしまう。

「そういえば、ジェシカ・ヴァレンタインとはどうなったんだ？　彼女、お前にメロメロじゃねぇか。あの娘が会長を辞めたことで、ＳＫＦＣじゃ一波乱あったそうだぜ」

「その話題は勘弁してくれ……胃が痛くなる」

　先日、アンサリヴァン市内で発生した、聖ヴァレリア教会占拠事件の記憶が甦よみがえる。

　運悪く事件に巻きこまれ、人質となったジェシカを救出したのが、アッシュだった。その際、アッシュが噂うわさの英雄〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉であることが、ジェシカにバレた。

　結局、ＳＫＦＣ──Silver Knight Fan Clubの会長を務めていたジェシカは、生徒会役員に抜ばつ擢てきされた。ジェシカを生徒会に引き入れることで、ＳＫＦＣの陣営に〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉の正体が漏ろう洩えいすることを防いだのだ。

　すべては、生徒会長レベッカの計らいだった。

　ジェシカは約束通り、アッシュの秘密を守ってくれている。それは良いのだが、生徒会役員をこなしつつも、アッシュの子こ胤だねを虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっているのだから困ったものだ。

「でもよ、お前がＯＫさえすれば、カップル成立じゃねぇか。まさか、お前に先を越されるなんてな……」

　レイモンは歯は嚙がみして悔しがっている。

「いや……ジェシカの場合、俺おれが好きというよりは、俺の子胤だけを求めているような気がしてならないんだよな。そんな風に好かれても、あまり嬉うれしくないっていうか」

「いや、ＳＫＦＣの会長だった頃ころはそうだったかもしれんが、今は違う気がするぞ」

　レイモンの指摘に、アッシュは首を傾かしげた。

「どういうことだ？」

「今の彼女は、本気でお前に惚ほれてるってことだよ。例の占拠事件でお前に救われた影響だろうな。それでも、お前は彼女を受け容いれないってのか？」

「うーむ……俺は別に、ジェシカのことが好きってわけでもないしな。好きでもないのに付き合うのは、違う気がする」

「じゃあ、お前は誰だれが好きなんだよ？」

　いつになく、レイモンは真剣な顔でアッシュを見つめている。どうやら、本気で知りたがっているらしい。

「俺か？　さぁな……そういうことは、よくわからん」

　憮ぶ然ぜんとして答えたものの、その瞬間、アッシュの脳裏をファースト・キスの記憶がよぎった。

　エーコとの予期せぬキス。柔らかな唇、生温かい舌の感触……ただ思い出すだけで、鼓動が高鳴ってしまうのは否いなめない。

　だが、あれは事故なのだ。エーコはアンサル・キャンデーのせいで酔っぱらっていたわけだし、自分があんな痴ち態たいをさらしたことなど、覚えてもいないだろう。

「どうしたんだ？　顔が赤いぞ？」

　レイモンが不思議そうに訊たずねてきたので、

「なっ、なんでもない！」

　アッシュは慌てて首を振ると、がむしゃらになって洗濯物をすすぎ始めた。




　洗濯を終えて寮に戻る途中、レイモンが思い出したように訊ねてきた。

「双子宮ジエミニの月といえば、なんといっても選抜合宿だよな。そろそろ参加者の名前が発表される頃ころじゃないか？」

「ああ、今日の全校集会で発表されるんだっけな」

　レイモンは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「なんだよ、お前もまだ知らないのか？　てっきり、生徒会役員には知らされてるもんだと思ってた」

「参加者名簿は極秘扱いだってよ。生徒会では、レベッカさんしか知らされてないみたいだな」

「そっか……ま、どうせ俺おれたちには関係ない話だけどな」

　レイモンの言葉に、アッシュは苦笑せざるを得ない。

　選抜合宿──毎年、双子宮ジエミニの月に実施される強化合宿である。

　ただし、参加できるのは優秀な成績を修めた五十名のみ。実技と筆記、そして生活態度……すべてにおいて、高い評価を得ていなければ、選抜されることはない。

　アンサリヴァン騎竜学院において、この選抜合宿に参加することは、非常に名誉なこととされているのだ。

　アッシュ自身、選抜合宿には憧あこがれを抱いているのだが……いくら生徒会役員に就任したとはいえ、ずっと〝学院の問題児〟と見なされてきた身である。

　レイモンのいう通り、選抜されるチャンスが巡ってくるとは思えなかった。





　　　　◇






　一限目、講堂には全校生徒が集まっていた。

　双子宮ジエミニの月が始まると同時に、学院では衣替えが実施される。レイモンなどは、女子が薄着になったことで大喜びしているが、アッシュにとっては憂ゆう鬱うつな時期だった。

　アッシュの左腕には、ドラゴンとの契約の証あかし──〈星せい刻こく〉が刻まれている。

　一般には、手のひらに収まる程度の模様なのだが、どういうわけかアッシュの〈星刻〉だけは規格外だった。

　なんと、左腕をびっしりと埋め尽くしているのだ。どこか禍まが々まがしさすら感じさせるその模様を、アッシュは毛嫌いしていた。他人に見られるのも嫌だった。

　事実、昔は頻繁にからかわれたものだ。周囲の視線に耐えかねたアッシュは、左腕に包帯を巻くことで、自身の〈星刻〉を隠すことに決めた。

　だが、半はん袖そでの夏服ともなれば、新たな問題が生じる。〈星刻〉の悪目立ちを防ぐための包帯なのに、夏場になると、包帯自体が目立ってしまうのだ。アッシュとしては、衣替えなんてなければいいのに……と思わざるを得ない。

　やがて──学院長が壇上に姿を現すと、堂内は水を打ったように静まり返った。

「諸君も首を長くして待っていたことだろう。これより、選抜合宿の参加者を発表する」

　普段の全校集会とは違い、ただならぬ緊張感が漂っているのを、アッシュは肌で感じていた。アッシュのように「選ばれるわけがない」と思っていれば、別に緊張する必要はない。が、少しでも望みを抱いている学院生ならば、手に汗を握る思いなのだろう。

　いつもは朗らかな学院長も、今日に限っては司祭のような顔をしている。

「名前を呼ばれた者は、返事をして前に出るように」

　学院長が手もとの名簿に視線を落とす。

「上級課程シニオス三年、レベッカ・ランドール君」

「はい」

　最上級生の列から、レベッカが颯さつ爽そうと進み出る。その赤毛は、いつにも増して燃え盛っているかのようだった。

　学院長は次々と、選抜された学院生の名前を読み上げていく。さすがに上級生の比率が高い。上級課程シニオスの三年生と二年生だけで、優に三十名を超えた。

「次は上級課程シニオス一年、シルヴィア・ロートレアモン第四王女殿下」

「はい！」

　ひときわ勇壮な返事を響かせると、シルヴィアは一年生の列を離れ、舞台の前に進み出た。燦さん然ぜんと輝く金髪は、まるで後光のように映った。

「おいおい、なにを見とれてるんだ？　惚ほれたか？」

　レイモンがさりげなく、アッシュの耳もとでささやいた。

「そ、そんなわけないだろ！　相手は姫様だぞ？」

　アッシュは慌てて反論した。頰ほおが熱い。

「ははっ。冗談に決まってるだろ。いくらなんでも、身分が違いすぎる」

　陽気に笑うレイモンだが、ふと真顔になった。

「とはいえ、姫様が心を許してる男子って、実はお前だけなんだよな」

「そ、それは、生徒会で一緒に仕事してるからだろ？」

「そう思ってるのは案外、お前だけかもよ？」

　レイモンはニヤニヤと意地の悪そうな笑みを浮かべると、舞台に視線を戻した。

　その後も学院長による指名は続く。

「上級課程シニオス一年、マクシミリアン・ラッセル君」

「上級課程シニオス一年、ジェシカ・ヴァレンタイン君」

　生徒会では会計を務め、アッシュの友人でもあるマックスは、当然のごとく選ばれた。ジェシカが選ばれたのは意外だったが、以前、レベッカが「やればできる子」と評していたのを思い出す。

「──次は基礎過程ユニオスだ」

　ひと呼吸をおいて、学院長が名簿のページをめくった。これで、アッシュが選抜される可能性は失われた。期待していなかったとはいえ、ほんの少し、残念ではあった。そんな気持ちが芽生えたこと自体、不思議だった。

　以前のアッシュなら、残念だとすら思わなかったはずだから。

「今年度、基礎過程ユニオスから選ばれたのはひとりだけだ。三年のルッカ・サーリネン君」

　学院長が、異国めいた雰囲気の名前を呼んだ。

　だが、講堂はしんと静まり返ったままだ。ルッカ・サーリネンという生徒は、なぜか返事をよこさない。やがて、生徒たちがざわめき始める。

　案の定、レイモンもアッシュに話しかけてきた。

「あんな真面目まじめそうな子が欠席するなんてな……」

「知ってるのか？」

　レイモンは呆あきれたように、アッシュを横目で見やった。

「むしろ、お前が知らんほうが驚きだって。ルッカ・サーリネンといえば、〈深紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉や〈蒼氷の姫君アイスブルー・プリンセス〉に次いで有名人なんだぞ」

　前者はレベッカ、後者はシルヴィアを意味する。この二人に次ぐということは、かなりの有名人といえるだろう。

「へえ……そんなにすごい生徒なのか」

「史上最年少で竜騎士ドラグナーに叙任された逸材だ。半端じゃねぇよ」

「いやいや、最年少ってレベッカさんじゃ……？」

「そのレベッカ姐ねえさんの記録を塗り替えたのが、ルッカ・サーリネンなんだよ。大体、彼女は生徒会書記だぞ。なんでお前が知らないんだよ？」

　レイモンは心底、不思議そうな顔をしている。

「そんなことをいわれてもな。一度も会ったことないし」

「会ったことがないって……マジかよ？」

　レイモンはなおも言葉を続けようとしたが、私語が許されるのはそこまでだった。教師から事情を聞いた学院長が、再び口を開いたのだ。

「ルッカ・サーリネン君は体調不良につき、欠席とのことだ。それでは、最後に──」

　だが、学院長は言葉を続けることができなかった。

　突然、講堂が怒号に包まれたのだ。アッシュは不可解な気分で周囲を見渡した。

　どうやらルッカ・サーリネンが選抜されたことに対し、一部の生徒が反対の意を表明している様子だった。

「どういうことだ？　全校集会を欠席したくらいで、そんなに怒ることか？」

　アッシュが訊たずねると、レイモンは苦虫を嚙かみつぶしたような顔で答えた。

「あの子がサボったのは、この全校集会だけじゃないんだよ。かれこれ三ヵ月ほど、授業に出ていないらしい。そんな生徒が選ばれたんだから、怒る連中が現れても仕方ないさ」

「なんで三ヵ月もサボッてるんだ？　怪け我がや病気か？」

「……もしかしたら、あの噂うわさは本当かもな」

　レイモンが意味深なことを口にしたので、アッシュは気になった。

「なんだよ、噂って──？」

　そのとき、温厚で知られる学院長が、珍しく声を荒らげた。

「静粛に！　確かにルッカ君は長期にわたり授業を欠席しているが、それ以前に目覚ましい成績を残している。彼女の総合成績は五位だ。よって、我々はルッカ君を選抜した」

　学院長の毅き然ぜんとした言葉に、やがて怒号の嵐あらしは収まった。

「それでは、最後に〝特別推薦枠〟の生徒を発表する。特別推薦枠とは、今年から導入された制度だ。選考委員は教職員ではなく、生徒会長である。レベッカ君──君が選んだ生徒だ。私の代わりに、名前を呼んであげるといい」

「はい」

　レベッカは颯さつ爽そうと舞台に上がった。

「聞いた通りだ。特別推薦枠の制度に従い、わたしはひとりの生徒を選んだ」

　レベッカがそこで言葉を切ると、恐こわいくらいの沈黙が訪れた。

　誰だれもが固唾かたずを吞のんで、レベッカの言葉を待っている。

「その生徒とは──上級課程シニオス一年、アッシュ・ブレイク」





"Bedwetter ～A.S.B.1365.6～" is closed.








第二話　レベッカの危ない指令









　放課後になると、アッシュは矢も楯たてもたまらず、生徒会室に向かった。

　今日は寮に引きこもっているエーコのことが気がかりではあったが、どうしてもレベッカと話したかった。

「失礼します！」

　ノックも忘れ、アッシュは生徒会室に駆けこんだ。

　アッシュの予想通り、レベッカは生徒会室にいた。応接用のソファに腰を落ち着け、悠然とティーカップに口をつけている。アンサル・ティーの甘い香りが、ふんわりと漂ってきた。レベッカ以外に、生徒の姿はない。

「やあ、アッシュ。そろそろ来る頃ころだと思っていたよ」

　アッシュが部屋に入るなり、レベッカは屈くつ託たくのない笑みを浮かべた。

「どういうことです？　俺おれなんかが選抜合宿に参加させてもらえるなんて……！」

「落ち着け。とりあえず、座るがいい」

　アッシュは不承不承ながらも、レベッカの向かいに腰掛けた。と、レベッカは急に険しい表情を浮かべると、自分の隣席をぽんぽんと叩たたいた。

「相手をよく知ろうと思ったら、隣のほうが効率が良いと教えただろう？　デートの鉄則だぞ」

「……わかりました」

　決してデート気分ではないのだが、アッシュはレベッカの隣に移動した。たちまち、清涼な香りが漂ってくる。レベッカが愛用している香水の匂いだった。

　レベッカはティーカップを置くと、アッシュの顔に視線を向けた。エメラルドグリーンの瞳ひとみに、アッシュの顔が映りこんでいる。

「そんなに気になるか？」

「当たり前です。どうして、俺なんかが選ばれたのか……」

「特別推薦枠とは、今年から導入された制度なんだ。選考委員は生徒会長が務める。そして、わたしは君を推薦した。それだけのことだ。もっとも──」

　そこで言葉を切ると、レベッカはぺろりと舌を出した。そんな風におどけるレベッカを見るのは、初めてだった。そんな仕草は意外と可愛かわいらしく、胸がときめいてしまう。

「なにを隠そう、特別推薦枠の案を提出したのは、このわたしなんだ」

「はい!?　なんのために？」

　アッシュが驚いて訊たずねると、レベッカはさりげなく、アッシュの膝ひざに手を置いた。さわさわと、膝ひざ頭がしらを撫なでてくる。なおかつ、アッシュの耳もとに唇を寄せてきた。

　耳たぶにレベッカの吐息を覚え、アッシュはぞくりとした。

「わたしの口からいわせたいのか？　もちろん、君を合宿に参加させるために決まっているだろう」

「ど、どうして……？」

「君のように常識外れな生徒の場合、従来の選考基準では確実に落選する。だが、君には間違いなく才能がある。他人のパルを乗りこなしてしまう、不思議な力……そして、エーコという特殊なパルを得た事実。さらには屍灰竜ネクロマンシアを倒し、〝断罪のアヴドーチャ〟を退けたという実績。わたしはなんとしても、君を合宿に参加させたいと思った。そのための苦肉の策が、特別推薦枠というわけさ」

「じゃあ、本当に……俺おれのために？」

　アッシュはまじまじと、レベッカの美び貌ぼうを見つめた。

　心なしか、レベッカの頰ほおが赤いように見えるのは気のせいだろうか。

「その……わたしは今まで、特定の男子に惹ひかれるということがなかった」

「えっ……？」

「なぜなら、どんなに優秀な男子でも、わたしと対等の立場にはなり得ないからだ」

　他の女子が口にすれば傲ごう慢まんに聞こえるだろうが、レベッカとなれば別だった。なんといっても、学院では唯一の聖天竜騎士アーク・ドラグナーなのである。

「だが、君を見ていると……不思議と期待したくなってしまう。こんな気持ちは、本当に初めてなんだ。もしかしたら、わたしは……〝秘めた才能〟というやつに弱いのかもしれないな」

　あのレベッカにしては、歯切れが悪いのが気になった。レベッカ自身、自分の感情を持て余しているようにも見える。

「そ、それって……もしかして？」

　アッシュの鼓動の速さは最高潮に達している。

　レベッカは秘め事をささやくように、その言葉を告げた。

「君に期待しても、いいだろうか？」

　畏おそれ多いとは知りつつも、アッシュはレベッカを抱き締めたい衝動に駆られた。レベッカに対してそんな気持ちを抱いたのは、初めてのことだった。

　既に互いの肩は密着している。いや、レベッカがわざと密着させているのだ。夏服の薄い生地のおかげで、レベッカの体温がまざまざと伝わってくる。生まれて初めて、夏服も悪くないかも……などと考えてしまう。

「レベッカさん……！」

　アッシュがうわごとのようにつぶやいた刹せつ那な、

　──ばたーん！

　けたたましい音がして、扉が開け放たれた。と同時に、ドタバタとふたりの女子生徒が室内に倒れこんでくる。

　よく見ると、シルヴィアとジェシカだった。

　アッシュは慌ててソファから立ち上がった。

「なにやってんだよ!?」

「わ、わたしは悪くないぞ！　ジェシカの奴やつが急に押すから……」

　腰をさすりつつ、シルヴィアが先に起き上がった。せっかく王族らしい気品が備わってきたと思っていたら、この体たらくである。アッシュはほんの少し、残念に思った。

「レベッカ！　今日という今日は許しませんわよ！」

　素早く起き上がるなり、レベッカを糾弾したのはジェシカだった。

「こともあろうに、わたくしのアッシュ様を誘惑するなんて！」

　レベッカは涼しい顔で、さらりと応じた。

「勘違いは困るな、ジェシカ。アッシュはまだ、誰だれのものでもないぞ。そもそも、わたしは別に誘惑していたわけではない」

「ウソおっしゃい！　あのシチュエーションは、どう見ても……！」

「まあ、わたしが将来、アッシュを好きになる可能性は否定しないが」

　レベッカの言葉に、ジェシカの表情がぴしりと凍りついた。

　そんな風に宣戦布告されるとは、予想外だったのだろう。

　ジェシカだけではなく、シルヴィアも啞あ然ぜんとしてレベッカを凝視している。

「そもそも、君たちは扉の向こうでなにをコソコソしていたんだ？　生徒会役員なのだから、堂々と入ってくればいいではないか」

　レベッカに鋭く切り返され、シルヴィアもジェシカも「うっ！」と声を詰まらせた。

「わ、わたくしはただ、廊下でアッシュ様を見かけたので、追いかけてきただけですわ。そしたら、姫様が扉の前に……」

　ジェシカは真横にいたシルヴィアを軽く睨にらんだ。

「わ、私は選抜合宿の詳細について、会長から教えを請うつもりだったのですが、会長とアッシュが、その……妙な雰囲気だったから、入るに入れなくなってしまって……」

　両者の弁解を聞いたレベッカは、「やれやれ」といわんばかりに嘆息した。

「まったく、君たちは栄えある学院生徒会の役員なんだ。その上、選抜合宿の参加者でもある。もう少し、毅き然ぜんとした態度を心がけるように」

「了解しました……」

　大人おとなしく返事をしたシルヴィアとは対照的に、ジェシカは眉まゆを釣り上げた。

「ふん！　レベッカこそ、人のことをとやかくいえる立場ですの？　生徒会室のソファでアッシュ様とイチャイチャしてたのは、どこのどなたかしらね？　姫様とわたくしが来なければ、どこまで進んでいたことやら！」

「おやおや、まだそういう態度をとるのか？　ならば、幼少時の君がやらかした失敗談について、ここで吹ふい聴ちようしても構わないのだぞ？　なんといっても、君はわたしの幼おさな馴な染じみだからな。話題には事欠かん」

　その艶つややかな唇こそ微笑を刻んでいるが、レベッカの目は決して笑っていない。獲物を追い詰めた鷲わしのように、爛らん々らんと光っている。

「ひっ……！」

　先ほどまでの威勢はどこへやら、ジェシカは顔面蒼そう白はく、だらだらと脂あぶら汗あせを流している。

「わ、わたくしが……悪かったのですわ」

「うむ、素直でよろしい」

　今度は屈くつ託たくのない笑顔でレベッカが応じたそのとき──開け放たれていた扉から、誰だれかが慌ただしく駆けこんできた。

「会長！　大変です……！」

　会計役を務めるマックスだった。ここまで全力疾走してきたのか、息を切らせている。眼鏡がズレてしまっているが、本人は気づいていないようだ。

　あの冷静沈着なマックスを、これほど狼ろう狽ばいさせる事態とはなんなのか。ここしばらく、市内では災難が続いているだけに、アッシュは激しい緊張感に襲われた。

「どうした、マックス？　お前らしくもない」

　そんなマックスの様子を見ても、さすがは生徒会長だけあって、レベッカはなんら動じなかった。超然として、マックスが答えるのを待っている。

「そ、それが……女子寮メイヴ舎から、煙が出ているとの報告が──！」

「小ぼ火やか？」

「詳細はわかりません。ただ、現場がルッカ・サーリネンの部屋らしくて……」

　ルッカ・サーリネンという名前を聞いた途端、レベッカは顔色を変えた。

「これより、わたしはメイヴ舎に向かう！　……レベッカ・ランドールの名のもとに命じる。クー・フリンよ、我が召喚に応じよ──」

　次の瞬間、レベッカの召喚呪じゆ文もんに応じた聖竜マエストロクー・フリンが、その威容を窓の外に現した。





　　　　◇






　クー・フリンの鎌かま首くびに仁王立ちしたレベッカとは対照的に、アッシュ、シルヴィア、ジェシカは辛かろうじてその体毛にぶら下がっている。

　マックスは完全に息を切らしていたので、生徒会室に留とどまることになった。緊急事態の際、生徒会室を空っぽにするのはマズいという判断もあった。

　そもそも、こんなに大勢で現場に向かう必然性は皆かい無むである。レベッカひとりに任せておけば、最善の方法で解決してくれるはずだった。

　だが、レベッカに続いてアッシュがクー・フリンの体たい軀くに飛びついた直後、異変が起きた。シルヴィアとジェシカが、我先にと窓枠を蹴けったのだ。

　そんなふたりに苦笑を向けたのも束つかの間ま、レベッカは真顔になった。

「メイヴ舎まで頼む！」

　レベッカの命令を受けたクー・フリンは、大地を揺るがすような咆ほう哮こうを放つと、ばさりと翼を広げた。

　徒歩なら二十分は要する距離だが、かすかな浮遊感と、すさまじい風圧を肌に感じた直後には、アッシュたちは女子寮メイヴ舎の門前に運ばれていた。

　メイヴ舎とは、基礎過程ユニオスの女子生徒が住まう寮である。

　案の定、建物の周囲には多くの女子が集まっていた。煙が確認されたことで、外に避難してきたのだろう。

　クー・フリンの身体から飛び降りたレベッカを見るなり、女子生徒たちは黄色い声をあげた。下級生にとって、生徒会長のレベッカ・ランドールは憧あこがれの的なのである。

「生徒会だ！　寮監はいるか？」

　レベッカが叫ぶと、上品な雰囲気の老婦人が進み出た。

「ルッカはまだ部屋に？」

　レベッカが早口で訊たずねると、寮監は頷うなずいた。

「はい。生徒が何度も呼びかけたそうですが、返事はなかったと……」

　寮監の言葉を要約すると──。

　つい先ほど、ルッカの部屋から煙が出ていることに、同じフロアに住む学院生が気づいた。これが上級課程シニオスの寮であれば、落ち着いて対処できていただろう。

　ところが、まだ精神的に未熟な下級生たちは、飛び上がって驚いた。恐怖は次々と感染し、いつしか大騒動となった。

　寮監は、そんな女生徒たちを避難させるので精一杯だったという。本来ならば、合あい鍵かぎを使ってルッカの部屋を確認しなければならないのだが、その余裕もなかったのだ。

　説明を終えた寮監は、レベッカに銀色の鍵を託した。

「ルッカさんの部屋の、合い鍵です」

「わかりました。あなたは、ここで生徒たちを見ていてください」

　合い鍵を握り締めると、レベッカは駆け出した。先陣を切るレベッカに、アッシュたちも続く。走りながら、アッシュはレベッカに質問を飛ばした。

「あの……レベッカさん？　ルッカ・サーリネンって子は、どんな問題を抱えているんですか？」

　走っている最中に訊たずねることではないかもしれない。だが、あれほど超然と構えていたレベッカが、ルッカの名前を聞いた途端、クー・フリンを召喚してまでメイヴ舎に駆けつけたのだ。これはよほどの事態である。

「あの子は今、苦しんでいるんだ。竜騎士ドラグナーでありながら、パルに騎乗できなくなってしまったんだからな……表向きは、単なる体調不良ということにしてあるが、事実はもっと深刻なんだ。それ以来、あの子は授業にも出席せずに、寮の部屋に引きこもっている。最近では、他の生徒たちも薄々、ルッカの問題に気づき始めているところだ」

「そうだったんですか……」

　なんらかの理由で、竜飼い人ブリーダーがパルに騎乗できなくなるという事態は、決して珍しくはない。病気や怪け我がなど、様々な理由が考えられる。おそらく、全校集会のときにレイモンから聞きそびれた「ある噂うわさ」とは、そのことなのだろう。

「まさか、ドラゴンに乗れなくなったことを苦にして──」

　不吉な可能性が、アッシュの脳裏をかすめる。

「可能性がない……とはいいきれない。だからこそ急いでいる」

　それっきり、レベッカは口を閉ざした。正面の入口から寮内に突入する。廊下を突き進み、階段を駆け上がる。

　やがて、レベッカはある扉の前で足を止めた。三階の突き当たりだった。

　扉の脇わきの表札には、ルッカ・サーリネンとだけ記されている。基礎過程ユニオスの寮なら三人部屋が基本のはずだが、ひとりで住んでいるらしい。

　そんなことよりも、問題なのは煙の発生源だ。

　事実、扉の隙すき間まからは、うっすらと白い煙が立ち上っている。

　騒さわぎの大きさと比べると、煙の量は微々たるものだった。

「ルッカ！　返事をするんだ！」

　レベッカが扉を叩たたいた。それでも反応はない。

「鍵かぎを開けるぞ！」

　レベッカは鍵穴に合い鍵を差しこんだ。かちり、と金属的な音がして、鍵が開く。ドアを開け放った途端、白い煙がもくもくと廊下に溢あふれ出した。

　レベッカに続いて、アッシュも室内に足を踏み入れる。扉を開けたことで、煙の大半は廊下に流れていったようだ。

　アッシュは室内をぐるりと見渡した。

　乾燥させた植物が所狭しと並べられた部屋は、年とし頃ごろの女の子が住んでいるイメージからはほど遠い。どちらかというと、薬くす師しの仕事場といった雰囲気が漂っている。

　備え付けの机とは別に、作業台らしき家具が置かれているのも意外だった。おそらくルッカの私物なのだろう。

　部屋の中央には円形のローテーブルも置かれているが、これも騎士国や王国ではまず見られないタイプの家具だった。

　植木鉢がやたらと多いのも気になった。壁際から出窓に至るまで、あちこちに設置されているのだ。どの鉢にも、アッシュが見たこともない植物が生い茂っている。

　これだけの私物を一部屋に詰めこむことができるのは、ひとえに三人部屋をひとりで専有しているからだ。壁際には二段ベッドが一台と、シングルベッド一台が設置されているが、どのベッドも物置代わりにされていた。

「ルッカ！」

　部屋の主は、ちょうどレベッカに呼びかけられているところだった。

　アッシュはギョッとした。

　ルッカと思おぼしき少女は、部屋の中央、仰あお向むけに横たわっている。

　問題なのは、ルッカの身体が棺かん桶おけのような容いれ物ものに収まっていることだった。容れ物の底には、柔らかそうな草花が敷き詰められている。しかも、両手は胸の上で重ねている。

　今のルッカを一言で表現するなら、まさしく──遺体だった。

「ウソだろ……？」

　呆ぼう然ぜんとつぶやいたアッシュの脇わきをすり抜けて、シルヴィアとジェシカも棺桶の脇に駆けつけた。

　案の定、ルッカの姿を前に、シルヴィアもジェシカも凍りついてしまう。

　そのときだった。

「ふわぁ……」

　可愛かわいらしいあくびとともに、遺体がむくりと上半身を起こしたのである。

　寝ぼけた顔ではあったが、アッシュは見とれた。

　まるで、おとぎ話に登場する妖よう精せいだ。

　ストレートの髪はプラチナ・ブロンドで、肩先まで伸ばしている。まっすぐに切りそろえた前髪の下では、紫水晶をはめこんだような瞳ひとみが神秘的に輝き、ほのかに濡ぬれていた。

　肌は白磁のようで、ただの色白とは一線を画している。まるで、精巧なドールの表面を思わせた。身体は小柄で、エーコとさほど変わらない。ただし、元気いっぱいのエーコと違って、壊れ物のように儚はかなげな印象を受ける。

　極めつけは、つややかな髪の隙すき間まからちょこんと突き出た耳だった。耳の先端が、ほんの少し尖とがっているのだ。そういう種族が存在するという話は聞いたことがあるが、こうして目の当たりにするのは初めてだった。

　一同がぽかんと呆ほうける中、ルッカは鈴を転がすような声で、

「……どうしたの？」

　もの憂うげに、一同の顔を見回したのだった。




　ルッカが次々と香炉の火を消していくと、室内の煙は次第に引いていった。竜りゆう綺き華か晶しようの粉末を混ぜた特殊な香らしく、煙といっても人体には無害らしい。

　外に避難していた生徒たちも、事態が収拾したことを知らされると、続々と寮の中に戻っていった。

「つまり、煙の発生源とは、香炉だったわけだな」

　レベッカの言葉に、ルッカはこくんと頷うなずいた。こちらにお尻しりを突き出した姿勢で、最後の香炉に蓋ふたをしている。

　ルッカの小ぶりなお尻を直視した途端、アッシュはドキリとした。

　ネグリジェの生地ごし、お尻の輪郭が浮き彫りとなっている。それだけならまだしも、下着のラインが存在しないのだ。

　──まさか……!?

　アッシュがうろたえていると、ルッカは改めて、一同に向き直った。

「お騒さわがせして、ごめんなさい」

　正座して、丁寧に頭を下げる。一挙一動が、まるで操り人形のような危うさを感じさせた。なんというか、無条件で守りたくなってしまうタイプだった。












「いや、君が無事だったのなら、それでいい。ただし、香の焚たきすぎには気をつけるようにな。知らない生徒が見たら、小ぼ火やかと思ってしまう」

　レベッカに諭されると、ルッカは大人おとなしく頷うなずいた。

「……レベッカのいうこと、いつも正しい。だから、気をつける」

「ったく、人ひと騒さわがせにもほどがありますわよ？　大体、あの棺かん桶おけはなんですの？」

「棺桶……違う。エクブラッド式のベッド。お葬式のとき、そのまま使える優れもの」

「やっぱり棺桶じゃありませんか！　ったく、そうやって〝不思議ちゃん〟を演じていれば、なにをやっても許してもらえるとでも思っているのかしら？　大体、先輩に対して、その言葉遣いはなんですのっ!?」

「こらこら。ルッカはお前と違って繊細なんだ。あまり責めるんじゃない」

　レベッカにたしなめられ、ジェシカは眉まゆを吊つり上げた。

「なっ……わたくしだって、人並みには繊細ですわよ！」

　それはウソだとアッシュは思ったが、さすがにツッコむのは自重した。

「悪い、ジェシカ。お前は少し黙っていろ」

　ジェシカをたしなめたのは、シルヴィアだった。

「ところで、会長。改めて、その子に自己紹介をしてもらうというのはどうでしょう？　会長以外は皆、初対面のようですし」

　シルヴィアの提案に、レベッカは笑顔で頷いた。

「うむ、それは名案だな。では、ルッカ」

　レベッカに促されたものの、ルッカはなにも喋しやべらない。もじもじとして、うつむいたままである。と思ったら、

「お茶、淹いれてくる」

　突然、ぴょこんと立ち上がると、部屋の奥おくに引っこんでしまったのだ。

　ルッカの背中を見送ると、レベッカは苦笑した。

「相変わらず照れ屋だな。ならば、わたしが皆に紹介しよう。知っての通り、あの子の名前はルッカ・サーリネン。この珍しい名前は、ルッカがエクブラッド人であることに由来する」

　──エクブラッド人。

　通称は〝森の妖よう精せい〟。古来より森を拠点とする、見目麗しい種族である。

　ルッカの容姿を見れば、〝森の妖精〟という表現が誇張でないのは明らかだ。かすかに尖とがった耳など、まるでおとぎ話に登場する妖精そのものだった。

　単に美しいだけでなく、薬草学に通じていることでも有名だ。エクブラッド人が調合した薬の効能は、世界各地で評判となっており、高値で取引されている。

　だが、エクブラッド人の特徴において、最も重要なのは、その美び貌ぼうでもなければ、薬草学の知識でもない。

　──数多くの竜騎士ドラグナーを輩出してきた、戦闘民族。

　それこそが、エクブラッド人のエクブラッド人たる所以ゆえんであった。

　どうして過去形なのかというと、そんなエクブラッド人の武勇伝も、今となっては昔語りに過ぎないからだ。

　竜族が衰退を始めるにつれ、エクブラッド人の竜飼い人ブリーダーも激減したのだと、歴史の教科書には記されている。

　と、まるで内緒話でもするように、レベッカが急に声のトーンを落とした。

「今現在、この学院に通っているエクブラッド人は、ルッカだけだ。そのため、エクブラッド人自治区の連中は、ルッカに絶大な期待を寄せている。あの連中は、いささか時じ代だい錯さく誤ごでな……」

「時代錯誤とは？」

　シルヴィアが不思議そうに小首を傾かしげる。

「うむ……竜騎士ドラグナーに過剰な憧あこがれを抱いているんだ。ゼノグラヴィア戦争に竜騎士ドラグナーが投入されて以来、もはやそういう考え方は古いといわざるを得ない。今では多くの親が、我が子が竜飼い人ブリーダーにならないよう祈っている始末だ。特に裕福な家庭になればなるほど、その傾向は強くなる。我が子が戦場に派遣されるなど、想像したくもないからな」

「それは本当に、由ゆ々ゆしき事態です！　竜騎士ドラグナーに対する憧れを失うなど、それでも騎士国の民なのかと問い詰めたい！」

「えっと……姫様？　今はルッカの話だからさ」

　アッシュが小声で注意すると、シルヴィアは赤面した。

「す、すまん。ついカッとなってしまったようだ」

　シルヴィアは大人おとなしく引き下がった。

「とにかく、だ。そんな事情を抱えているとはいえ、あの子はまだ十四歳の女の子なんだ。一族の感情などには縛られず、のびのびと学院生活を満喫して欲しいとわたしは願っている。君たちも是非、ルッカと仲良くしてくれ」

　レベッカがそう締めくくったそのとき、

「……粗茶だけど」

　ルッカがトレイを手に戻ってきた。トレイの上には、人数分の湯飲みが載せられ、ほかほかと湯気をたてている。

　季節柄、ホットよりはアイスのほうが欲しい気分だったが、わざわざ用意してくれたのだから、文句をいうわけにもいかない。

　ルッカは円形のローテーブルに、湯飲みを次々と置いていった。

　アッシュはほんの少し、違和感を覚えた。床に座ってお茶を飲むというのは、初めての体験だったからだ。もっとも、アッシュはエーコが生まれて以来、ずっと床の上で寝ているのだから、このくらいは平気だった。レベッカも泰然としている。

　だが、シルヴィアとジェシカは床に座ること自体に抵抗を覚えるらしく、湯飲みを持ってベッドに腰を下ろした。ほとんど物置と化しているベッドだが、女子ふたりが座る程度のスペースなら、なんとか残されていた。

　アッシュも湯飲みを手に取った。ゴツゴツとした形状から察するに、おそらく手作りなのだろう。郷土に伝わる工芸品かもしれない。

　問題なのは、湯気を立てている濃緑色の液体だった。多種多様な薬草をブレンドしたのだろうか、混こん沌とんとした香りが漂っている。

　ふと隣を見ると、レベッカはゴクゴクと美お味いしそうに飲んでいる。実に男勝りな飲みっぷりだった。

「あのさ、これって……なんていうお茶なんだ？」

　アッシュが訊たずねると、ルッカは自分の湯飲みを手にしたまま、「むー」と考えこんでしまう。どうして考えこむ必要があるのだろうか。ますます不安が高まってしまう。

「わたしのオリジナルだから……名前はない。でも、精がつくのは確か」

「精がつく……ですって！」

　ルッカの言葉に過剰な反応を示したのは、ジェシカだった。自分の湯飲みをアッシュに突き出すと、懇こん願がんするような上目遣いで見つめてくる。

「お願いですわ、アッシュ様！　是非、わたくしの分も飲んでください！　そして、あなたの子こ胤だねをわたくしに……！」

「お前はなんという破は廉れん恥ちな……！　恥を知れ、恥を！」

　シルヴィアが真っ赤になって、ジェシカに食ってかかる。

「あらあら、どうして姫様がお怒りになる必要があるのかしら？」

「お前が露骨すぎるからだ！　騎士国の女たるもの、もっと貞てい淑しゆくに振る舞わんか！」

「本当に、それだけですの……？」

「そ、それ以外になにがあるというのだっ!?」

　両者が口論を繰り広げるかたわら、アッシュは意を決し、毒杯を呷あおるような気分で、一気に飲み干した。




「うぷ……」

　へどろを無理やり飲んだ気分だったが、なんとか噴き出すのだけは我慢した。

　シルヴィアとジェシカも、見るからに青い顔をしている。むしろ飲む前のほうが、よっぽど健康的な顔色だった気がする。レベッカだけは平然としているが……。

「ところで、ルッカ。調子はどうだ？」

　レベッカが声をかけると、

「まだ、駄だ目めみたい」

　ルッカはしょんぼりとなった。

「その……パルに騎乗できなくなったそうだけど、思い当たる原因はないのか？」

　アッシュが遠慮がちに訊たずねると、ルッカはぽつぽつと語り始めた。

「……わからない。ただ、わたしが乗れなくなったんじゃない」

「どういうことだ？」

「あの子……ガウェインが、わたしを乗せてくれなくなった」

　それっきり、ルッカは口を閉ざしてしまった。生まれつき感情が希薄なのか、人形のような無表情を保っている。

　と、レベッカがルッカの代わりに口を開いた。

「ガウェインがルッカを拒絶するようになってから、もう三ヵ月になる。今のところ、我々は解決策を見み出いだすに至っていない」

「理由がわからないんじゃあ、仕方ありませんわね。ここは時間をかけて、様子を見るしかないのでは？」

　ジェシカが憮ぶ然ぜんとした顔で口を挟むと、

「いや、そうもいってられないんだ」

　突然、レベッカの口調が厳しいものに変わった。

「問題なのは、ルッカとガウェインを繫つなぐ星精路アストラル・フロウが途切れている、という事実だ。このまま悠長に構えていては、ガウェインの命に関かかわる」

　予想外の事実に、アッシュは絶句した。





　　　　◇






　女子寮メイヴ舎を出て、生徒会のメンバーたちと別れたあと、アッシュは市街区に向かった。

　帰りが遅くなったお詫わびに、エーコにクレープを買ってやろうと思ったのだ。クレープはエーコの大好物なのである。

　聖ダーラム広場の工事は無事に終了し、今ではかつての賑にぎわいを取り戻している。クレープ屋の屋台もすぐに見つかった。店員に頼んで、バニラ・クレープをお土産用の包装紙に包んでもらう。

　屋台の貼はり紙がみには、もうすぐ新作のチョコバナナ味の販売を始めるという告知が記されている。今度、エーコに教えてやろう──そんなことを考えながら、アッシュは帰路に就いた。




　学院の敷地内に戻り、竜舎の脇わきを通過したあたりで、アッシュはルッカが抱えている問題を改めて思い浮かべた。

　──星精アストラル。

　それは、この星で生物が生きていくのに必要な要素。竜族が絶滅の危機に瀕しているのは、この星精アストラルが原因だといわれている。

　偉大な竜族でさえ、独力で星精アストラルを補給することは叶かなわなかった。今では、豊富な星精アストラルに恵まれた人類と繫つながることで生きながらえている。

　レベッカの説明によると、ガウェインは日増しに衰弱しているそうだ。星精アストラルを多量に含む食料を摂取することで、なんとか生き延びてはいるようだが……食料に含まれている星精アストラルなど、微々たるものだ。そんなもので助かるのなら、竜族は最初から人類など頼ってはいない。

　なにか自分にできることはないだろうか……と、アッシュは考える。

　ルッカは今、竜飼い人ブリーダーの、そして竜騎士ドラグナーとしての存在意義を問われている。あんな風に引きこもってしまったのは、その重圧ゆえだろう。

　……結局、打開策を思いつかぬまま、アッシュは男子寮アポロ舎にたどり着いた。





　　　　◇






　夕刻。エーコはひとり、アポロ舎の自室に閉じこもっていた。心配したコゼットが、何度か様子を見に来てくれたが、それ以外は誰だれとも話さなかった。

　夏場の陽ひ射ざしのおかげで、エーコが濡ぬらしたマットもシーツも、綺き麗れいに乾いている。普段、家事はアッシュに丸投げしているエーコだが、今日は自分で洗濯物を取りこんだ。

　そして、初めてベッドメイキングを試みた。見栄えはイマイチだったが、とりあえず完成。ごろん、と寝っ転がった。お日さまの匂いがした。

「……………………」

　今朝、不覚にもおねしょをしてしまったことが、まだ心に引っかかっていた。誇り高き竜族が寝床を汚してしまうなんて、絶対に許されないことだ。

　そもそも、どうしてあんな恥ずかしい粗相をしてしまったのか。

「あの夢……なんだったのかしら？」

　そう、すべての元凶は、あの忌まわしい悪夢だった。

　爛らん々らんと禍まが々まがしく光る、九つの瞳ひとみ。

　縦じゆう横おう無む尽じんに這はい回る、ねっとりとした触手。

　思い出しただけで、エーコはブルッと身震いした。

　ベッドを抜け出すと、扉と窓を素早く施錠する。そして夏場にもかかわらず、クローゼットの奥おくから毛布を引っ張り出す。

　再びベッドに戻ると、エーコは頭から毛布を引っかぶった。

　手足の震えが止まらない。恐こわい。無性に恐い。どうして、こんなに恐いんだろう？

　そうだ……夢が覚める寸前、あいつはなにかを喋しやべった気がする。

　なにかとてつもなく、重要な言葉だった気もするのだが──。

「駄だ目めだわ……思い出せない」

　毛布をかぶったまま、エーコは寝返りを打った。

　しばらくゴロゴロしていると、次第に怒りが湧わいてきた。

「ああもう！　どうして……帰ってこないのよ？」

　ほとんど無意識に、アッシュに対する文句が漏れた。とっくに授業は終わっているはずなのに、アッシュはまだ帰ってこない。生徒会にこき使われているのだろうか。

　──このあたしが、こんなにも待っているのに！

　そこまで考えて、エーコはハッと我に返った。

「ち、違うわ！　あたしは別に、あんな奴やつ……待ってないんだから！」

　頰ほおが熱を帯びている。いや、これは毛布をかぶっているせいだと、自分にいい聞かせる。

　別に、アッシュがそばにいないから寂しいわけではない。ただ、あの悪夢のせいで、ちょっと気弱になっているだけなのだ。

　とはいえ、もしアッシュが今すぐ帰ってきてくれたら、こんなに心細い思いをする必要もないのに……とも思う。

　そもそも、自分とアッシュは星精路アストラル・フロウを通じてつながっている。神聖な契約を交わした仲なのだ。そんなふたりが一緒に過ごすのは、ごく自然なことのはず。

　つまり、悪いのはアッシュだ！

　エーコがそう決めつけた直後、こんこん……と、扉がノックされた。

「……！」

　エーコは文字通り、その場で飛び上がった。




　ノックをしても返事がないので、アッシュは首をひねった。

「エーコの奴……いないのか？」

　仕方なく、ズボンのポケットに手を突っこんで、部屋の鍵かぎを出そうとしたそのとき、猛烈な勢いで扉が開かれた。

「いてっ！」

　おでこに扉がぶつかったせいで、アッシュは顔をしかめた。

　直後、エーコが砲弾のごとく飛び出してきた。

「うわっ！」

　その勢いを受け止めきれず、アッシュは尻しり餅もちをついた。クレープの包みが床に落ちてしまう。

　エーコは勢い余って、アッシュの胸に倒れこんできた。ぷにぷにとした柔らかな肌の感触が、夏服の薄い生地ごしに伝わってくる。

「ど、どうしたんだよ？」

　アッシュが驚いて訊たずねると、しかし、エーコはなにも答えない。アッシュの胸に顔をうずめたまま、じっと押し黙っている。かすかな吐息が胸もとをくすぐるたび、アッシュはドギマギとさせられた。

　そんなエーコの態度に、アッシュはある危き惧ぐを抱いた。

「お前……また酔ってるのか？　アンサル・ハーブは駄だ目めだって、いつもいってるだろ？」

　厳しい口調でたしなめると、ようやくエーコは口を開いた。

「……そうよ。あたしは酔ってるの。文句ある？」

　あのエーコにしては珍しく、ぼそぼそとした口調だった。

「エーコ……？」

　口では「酔ってる」と答えたエーコだが、酔っていないのは明らかだった。本当に酔っていれば、この程度の被害ではすまないはずだ。

　幸いにも、廊下に人通りはない。アッシュはしばらくの間、エーコの思うがままにさせた。エーコはアッシュの胸に額を押しつけたまま、ぷるぷると震えている。まるで幼おさな児ごのようだ。なにかに怯おびえているのだろうか。

　その理由はわからないが、アッシュはエーコの頭に手を置いた。

「大丈夫だ、俺おれはここにいるぞ」

　そのまま抱き合っていると、やがて、エーコの震えは収まった。




　しばらくして、エーコはアッシュから離れると、逃げるように室内に戻った。

「う！」

　なにやら悶もだえている。自分の行為を恥ずかしがっているのだろう。そんな一挙一動が、無性に可愛かわいらしく思えた。

　ちゃんとベッドメイキングが終わっているのも、意外だった。お世辞にも上手とはいえなかったが、純粋に嬉うれしかった。あのエーコが、自発的に家事を手伝ったのである。

「あ、そうだ。お前のおやつ、買ってきたぞ」

　アッシュは笑顔を浮かべると、エーコの手もとにクレープの包みを置いた。

「バニラ・クレープ。好きだろ？」

　その途端、エーコのお腹なかが盛大に鳴った。大地を揺るがす……というと失礼かもしれないが、まさしくドラゴン並みの鳴り方だった。

　エーコはカァッと頰ほおを染めると、

「アンサルの次に、だけどね！」

　羞しゆう恥ち心しんを紛まぎらわすように、憎まれ口を叩たたいた。ようやく、普段のエーコらしい反応が返ってきたので、アッシュは安心した。

　エーコは無む我が夢む中ちゆうといった様子で、包装紙をはいだ。先ほど落としたせいで、少し変形していたが、エーコは気にした様子もなく、ひとつ目にかぶりついた。

「うまいか？」

　返事はなかった。エーコはクレープを頰張ったまま、動きを止めている。

「……どうした？」

　と、エーコが急にぽろぽろと涙をこぼし始めたので、アッシュは狼ろう狽ばいした。

「おいおい、泣くほどマズかったのか!?」

「違う……」

　エーコは首を横に振ると、無言でクレープを食べ続けた。




　クレープ三個をひとりでたいらげたエーコは、ベッドにちょこんと腰掛けると、ぽつぽつと事情を話し始めた。

「今朝……夢を見たの」

「夢って、どんな？」

「恐こわい夢……屍灰竜ネクロマンシアみたいな奴やつが出てきて、襲われたの。触手が伸びてきて……。そ、その……おねしょ……したのは、たぶん……それが原因なの」

　エーコはブルッと震えると、自分の肩を抱くような仕草をした。夢の中で、よほど恐い思いをしたのだろう。

　エーコの恐怖心を少しでも和らげたいと、アッシュは思った。どうすれば良いのか、あれこれと考えた結果、おずおずとエーコの肩に手を回した。

　ガラス細工のように華きや奢しやな肩を、そっと抱き寄せる。

　エーコは拒絶するどころか、ホッと安心したように、アッシュの身体に体重を預けてきた。こんなにもしおらしいエーコを見るのは、初めてのことだった。

　こんな場合だというのに、鼓動が高鳴ってしまう。

「屍灰竜ネクロマンシアは俺おれたちが倒したんだ。恐がる必要なんて、もうないんだぞ？」

「ううん、違うの」

　エーコは弱々しくかぶりを振った。

「確かに、屍灰竜ネクロマンシアに似ていたけど……でも違う。あいつは……そんな生なま易やさしい奴じゃなかったわ。目が九つもあったし」

　九つの目。それは確かに、想像するだけで不気味だった。

「なんていうか……とてつもなく大きくて、得体の知れない……絶対的な悪って感じ。それに……不思議なの。あんな奴やつ、あたしは知らないはずなのに……過去に何度も会ってきた気がする」

「それはないだろう？　そんな物騒な奴に会ってるなら、俺おれが気づいてるはずだ。こうして一緒に暮らしてるんだからな」

「それは、そうだけど」

「あくまでも夢の話なんだろ？　あんまり気にしないほうがいいぞ」

「でも……」

　エーコはいつになく落ちこんでいる。

　こんなとき、どうすればいいんだろう？

　エーコの肩を抱きながら、アッシュは考える。

　……ふと、実家での思い出が甦よみがえった。

　アッシュには妹がいる。その妹も、幼い頃ころは「恐こわい夢を見たの……」といって、よく泣いていた。そんなとき、妹は決まってアッシュの部屋に忍びこんできたものだ。

　自分専用の枕まくらを抱きかかえ、懇こん願がんするような表情を浮かべた妹の姿は、今でも脳裏に焼きついている。アッシュが寝床に迎え入れてやると、妹は泣き笑いを浮かべて、「もう恐くないよ」とつぶやいた……。

　──そうだ！

　アッシュは今夜に向けて、ひとつの決意を固めたのだった。




　消灯時間が訪れると、寮内の生徒たちは一斉に竜華灯を消す。

　アッシュも例外ではない。いつまでも灯あかりをつけているのがバレたら、寮監にこっぴどく叱しかられるのである。

　エーコは普段通り、全裸でベッドにもぐりこんだ。

　アッシュは少し緊張した。

　今夜はエーコと同じベッドで寝る──それが、アッシュの固めた決意だった。

　だが、今さらながら、エーコが全裸なのを強く意識してしまう。素っ裸の女の子が寝ているベッドに忍びこむのは、さすがに敷居が高い。

　だが、今日のエーコはいつものエーコとは違う。恐い夢を見て怯おびえている、可か憐れんな女の子なのだ。

　そうだ、妹だと思えば問題ない。たとえ裸だろうが、部屋は真っ暗だ。視界に入らなければ問題はない。

　アッシュは腹をくくると、床にこしらえた寝床を抜け出した。

　小こ脇わきに枕まくらを抱え、ベッドの脇に歩み寄る。

「邪魔するぞ」

　ささやくように告げると、アッシュはエーコの隣にもぐりこんだ。夏用の薄い掛け布団の中は、エーコの体温のおかげで、ほんのりと温かかった。エーコの素肌に触れないよう、それだけは心がけた。

「なっ……なに!?　どうしたの!?」

　アッシュの気配に気づくなり、エーコはギョッとした様子で、素早く身を引いた。

「大丈夫だ。今夜は俺おれがついてる」

「はあ？」

　アッシュは戸惑った。予想外の反応である。てっきり感謝されるものだとばかり思っていたのだ。先ほどまで抱いていた自信が、少しずつ揺らいでしまう。

「ほら、こうして一緒に寝れば、二度とおねしょもしないだろうし──」

「……なんですって？」

　ゆらり、とエーコが上半身を起こした。

　暗くら闇やみのおかげで、エーコの裸身は見えないが……そのシルエットだけはうっすらと認識できる。だが、ドギマギしている場合ではない。ぴりぴりと、妙に緊張した気配が漂ってくるのだ。本能が警鐘を鳴らし始める。

「あたしが、また……あんな粗相をするかもしれないって、本気で思ってるの？」

　エーコの声が震えている。明らかに激怒していた。

　アッシュが失言に気づいたときには、もう手遅れだった。

「え、えっと……とにかく落ち着け。今のは決して、悪気があったわけでは──」

　残念ながら、最後まで言葉を続けることはできなかった。

「調　子　に　乗　る　な　！」

　ずがーん！　と、痛烈な足あし蹴げりが炸さく裂れつする。

「がはっ！」

　アッシュはハンマーで殴られたように、吹っ飛ばされた。自分用の寝床に落下したおかげで、床に叩たたきつけられるのだけは免れた。

「ふんっ！」

　エーコは鼻を鳴らすと、再び横になった。

　どうやらアッシュの見こみ違いだったらしい。もっとも、これだけ怒れるようになったのなら、もう大丈夫かもしれない。

　少なくとも、アッシュを蹴けり飛ばしたときのエーコは、いつものエーコに立ち返っていたように見えたから。
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　翌日の放課後。

　生徒会室には、会長のレベッカ、風紀担当のシルヴィア、会計兼書記代理のマックス、庶務のアッシュとジェシカ、そしてマスコット役のエーコが集まっていた。

　書記のルッカと、いまだ謎なぞに包まれた副会長の姿は、今日も見当たらない。

　エーコは昨夜の一件がプラスに作用したのか、すっかり立ち直った様子。コゼットから借りた夏服を着用し、我が物顔で席に着いている。

　エーコの役職はあくまでもマスコットなので、会議にまで出る必要はないのだが、相変わらず、自分がないがしろにされるのは許せないようだ。昨日のしおらしい態度も魅力的ではあったが、やはりエーコは元気なのが一番だと、アッシュは思った。

「さて、今日の議題だが、我らが生徒会の書記、ルッカ・サーリネンについてだ」

　レベッカはやや厳しい眼まな差ざしで、一同の顔をぐるりと見渡した。

「あの子はいずれ、この学院を背負って立つ存在となるだろう。こんなところで立ち止まっていては、駄だ目めなんだ。わたしとしては一刻も早く問題を解決し、あの子を選抜合宿に連れて行きたいと願っている」

　真っ先に反応したのは、ジェシカだった。

「あの子が心配なのはわかりますけど、わたくしたちになにができるというのです？　こういう問題は、アンジェラ先生にお任せしたほうが……」

　なんといっても、アンジェラはドラゴン研究の権威である。本来ならば、最高学府の教授職に就いていてもおかしくない才さい媛えんだ。ジェシカの意見には、アッシュも同感だった。

「残念ながら、アンジェラ先生にはとっくに相談している。そもそも、ルッカとガウェインをつなぐ星精路アストラル・フロウが途切れていることに気づいたのは、アンジェラ先生なんだ」

「アンジェラ先生の見立てでは、なにが原因なんですか？」

　アッシュが訊たずねると、レベッカは肩をすくめて見せた。

「お手上げ、だそうだ」

「そんな……！」

　およそドラゴン研究にかけて、アンジェラの右に出る者はいない。そのアンジェラでさえ匙さじを投げたというのなら、一体全体、生徒会になにができるというのか。

「確かに状況は絶望的だが、ただ手をこまねいているわけにはいかん。このままだと、ガウェインはいずれ星精アストラルを切らし、確実に死ぬ」

　その言葉の重みに、アッシュは改めて戦せん慄りつした。

「諸君は、生徒会役員として選ばれた者たちだ。なにか良い知恵はないだろうか？」

　真っ先に挙手したのは、ジェシカだった。

「こういうときこそ、〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉様の出番ですわ！　どんなに困難な障害であろうと、知恵と勇気と魔法の力で万事解決！　そうでしょう、アッシュ様！」

「それは小説の〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉だからな？　俺おれと一緒にされても……」

「はぁん……謙けん遜そんするアッシュ様も素敵ですわ！　なんて奥おくゆかしいのかしら」

　ジェシカは人目をはばかることなく、アッシュの頭をギュッと抱き寄せてくる。アッシュは椅い子すに座っているため、ちょうどジェシカの胸に顔をうずめる形となった。

「……うわっ！」

　腰の細さとは対照的に、ジェシカの胸は豊かである。たっぷりとした乳ち房ぶさはふにふにと形を変えて、アッシュの顔を包みこんでくる。

「ちょっと、こいつはあたしの肉奴隷なんだからね！　あんまりベタベタしてたら、踏みつぶすわよ！」

　途端、エーコが眉まゆ根ねを吊つり上げて、猛然と立ち上がった。ちなみに「肉奴隷」とは決して淫いん猥わいな意味ではない。主人が飢えに襲われたときのために用意される、食用奴隷を意味するのだ。

「し、神聖なる生徒会室でそのような狼ろう藉ぜき……騎士たるもの、みだりに異性に触れるべからず！　我が家の家訓だ！」

　シルヴィアもまた、怒ど髪はつ天てんを衝つく勢いで立ち上がっていた。

「そこまでだ」

　レベッカが間に入ったことで、一いつ触しよく即そく発はつの事態は収まった。

　シルヴィアもジェシカも、大人おとなしく自分の席に座り直す。あのエーコですら、レベッカの前では本能的な危機感を覚えるのか、大人しく席に着いた。

「もう少し落ち着いたらどうだ、ジェシカ？」

　レベッカが注意すると、ジェシカはさも不機嫌そうに、頰ほおをふくらませた。

「ふん……そういうレベッカはどうなのかしら？　人にばっかり意見を求めておいて、自分はなにもいわないなんて……あのレベッカ・ランドールらしくもありませんわね。さすがの〈深紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉も、お手上げかしら？」

「わたしの案か。一応、あるにはある。ただし、かなりの危険を伴うんだ」

「危険って……どういうことですの？」

　ジェシカが怪け訝げんそうに眉をひそめる。

　と、レベッカはどういうわけか、アッシュに鋭い一いち瞥べつをくれたのである。翡ひ翠すいのような瞳ひとみに見据えられ、アッシュは生きた心地がしない。

「アッシュ。君はどんなドラゴンでも乗りこなすことができる。あの屍灰竜ネクロマンシアでさえ、例外ではなかった」

「レベッカ……さん？」

　アッシュは固唾かたずを吞のんで、レベッカの言葉を待った。

「君が、ガウェインに騎乗するんだ」

「はいっ!?」

「屍灰竜ネクロマンシアを乗りこなしたとき、君は奴やつの意思を感じたそうだな」

「まあ……漠然と、ですが」

　アッシュは当時のことを思い出した。事実、アッシュは屍灰竜ネクロマンシアの言葉を聞いたのである。先月初旬の出来事なのに、随分と昔のことに思えた。

「それと同じことを、ガウェインに試みて欲しいんだ。君になら、ガウェインだって心を開くかもしれない」

　アッシュはルッカの姿を思い出した。

　昨日は平日の真っ昼間だというのに、寮の部屋に閉じこもっていた。寝間着姿だった。あまり感情を表に出さないタイプなのか、それほど落ちこんでいるようには見えなかったが、精神的なショックは大きいはずだ。エクブラッド人という出自も、少なからず関係しているかもしれない。

　──救いたい。

　アッシュは純粋に、そう思った。

　同じ学院の先輩として？　同じ竜飼い人ブリーダーとして？　生徒会の役員として？

　もちろん、それもある。だが、そういった要素を抜きにしても、あんな風に弱っている女の子を、このまま見捨てるわけにはいかない。

　胸の奥おくから沸々と湧わき起こる感情に、アッシュは従うことにした。

「わかりました。やってみます」

「ありがとう。では明日の放課後、ミッションを開始する──！」
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　翌日は、正午の鐘が鳴ると同時に放課後となった。午後からは職員会議のため、授業は午前中で終了となるのだ。

「くぅ、くぅ……」

　今日も講義室に潜入し、アッシュの隣席を陣取っていたエーコは、案の定、机に突っ伏して爆睡している。鐘が鳴っても起きる気配はない。

「ったく……仕方ないなあ」

　どうせ眠ってしまうのなら、教室に来る必要なんてないのに……と、アッシュは思った。

　それはともかく、エーコの寝顔は相変わらず天使のようだ。その寝顔を見てしまうと、日ひ頃ごろの痛烈な言動も許せてしまうのだから、自分でも不思議だった。柔らかそうなほっぺたを見ていたら、ついつい突っつきたくなってしまう。

「──女の子の寝顔を覗のぞき見るなど、悪趣味だぞ」

　突然、背後から声をかけられ、アッシュは飛び上がらんばかりに驚いた。

「姫様!?」

　慌てて振り返ると、シルヴィアが憮ぶ然ぜんとした面持ちでたたずんでいる。

　帰り支度を始めていた生徒たちの多くが、そんなシルヴィアを意外そうに眺めやった。シルヴィアが教室で誰だれかに声をかけるなど、滅めつ多たにないことなのだ。

　シルヴィアは周囲の視線を意にも介さず、アッシュを見つめた。蒼氷色アイス・ブルーの瞳ひとみが、かすかに揺れているように見えた。

「本当に……ガウェインに騎乗するつもりか？」

「どうして、今さらそんなことを訊きくんだ？」

「そ、それは……」

　シルヴィアは視線を逸そらすと、急にそわそわとし始めた。普段は凛りんとして、高貴なオーラさえ放っているシルヴィアだが、今は不思議と可愛かわいらしく思えた。

　と、シルヴィアは急に頰ほおを染めた。

「そ、その……私はただ……」

「ただ？」

「な、なんでもない！　とにかく、無む茶ちやだけはするんじゃないぞ？　あくまでも、これはルッカとガウェインの問題なのだ。下手に首を突っこんだ挙げ句、大おお怪け我がでもしようものなら……絶対に許さんからな！」

　シルヴィアは急に怒り出すと、素早くきびすを返した。

　きらびやかな金髪が、はらりと風をまとう。

　ほのかな香りを残して、シルヴィアは講義室の出口に向かって歩き出した。

「一体……なんなんだ？」

　アッシュはぽかんとして、シルヴィアの背中を見送った。




　校舎の中央塔、最上階。

　生徒会室に集まった役員たちの前で、レベッカは朗々と告げた。

「それでは、本日の役割分担を発表する。わたしは第七竜舎に赴おもむき、職員に事情を説明しておく。マックスはアンジェラ先生を呼んできてくれ。一応、教師にも立ち会ってもらわんとな。アッシュ、エーコ、シルヴィア、ジェシカの四名は、ルッカを迎えに行って欲しい。なにか質問はあるか？」

　真っ先に挙手したのは、ジェシカだった。

「ルッカさんを連れて来るだけでしたら、ひとりで充分だと思いますけど」

「あの子を甘く見ないほうがいい。部屋から引きずり出すだけでも、一苦労のはずだ。元々、あの子は筋金入りのインドア派でな。それが、今回の一件でますますひどくなったというわけだ」

　レベッカの返答に、ジェシカは呆あきれたように嘆息した。

「はぁ……了解ですわ。わたくしたちが責任をもって、あの子を連れて行きます。姫様もよろしいですわね？　……姫様？」

　シルヴィアは我に返ったように顔をあげると、返事をした。

「あ、ああ……わかっている」

　教室での一件以来、シルヴィアは憮ぶ然ぜんとした表情を隠そうともしない。そのことが、アッシュには気がかりだった。

「それでは、わたしは第七竜舎で待っている。解散！」
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「ルッカさん……ルッカさん！　いるんでしょ！　返事をなさって！」

　ジェシカがどんどんと扉を叩たたく。だが、なんの反応も返ってはこない。

「どうしたのかしら？」

　ジェシカは渋面を浮かべ、背後のアッシュたちに視線を向けた。どうしたものか、迷っているようだ。

　と、しびれを切らしたエーコが、苛いら々いらとした顔で足を振り上げた。

「こんな薄っぺらい扉なんて──」

　どうやらドラゴン並みの怪力を利用して、扉を破壊するつもりらしい。

「待て待て！」

　アッシュは慌ててエーコを止めた。

「お前が壊したら、誰だれが弁べん償しようすると思ってるんだ？　もう少し考えて行動しろ！」

「ちょっと！　あたしに飼われてる分際で、意見しようっていうの？　この肉奴隷！」

「誰が肉奴隷だ！」

「ったく……なにをやっているんだ？」

　と、やや遅れて到着したシルヴィアが、呆れたようにアッシュとエーコを見やった。シルヴィアの手には銀色の鍵かぎがあった。

「こんなこともあろうかと、寮監から合い鍵を借りてきた」

「まあ、さすがは姫様ですわ」

　ジェシカは合い鍵を受け取ると、鍵穴に差しこんだ。

「開けますわよ、ルッカさん！」

　がちゃり、と鍵かぎの開く音。

　ジェシカは遠慮なく、室内に踏みこんだ。

　案の定、ルッカは今日も棺かん桶おけ型ベッドの中で、すやすやと眠っていた。

　昨日と同じく、室内はお香の匂いに満ちているが、レベッカの注意にはちゃんと従っているようで、煙は微量だった。

「まったく……真っ昼間だというのに、熟睡してるだなんて」

　ジェシカはぶつぶつと文句を漏らすと、半開きだったカーテンを全開にした。薄暗かった室内に、真昼の陽光が射さしこむ。

「う……ん……駄だ目め、溶けちゃう……」

　ルッカはムニャムニャとした口調でつぶやくと、寝返りを打った。その拍子、ネグリジェの裾すそが派手にまくれ上がり、抜けるように白い下半身がさらけ出される。

「……！」

　ルッカは下着を穿はいていなかった。小ぶりでまん丸なお尻しりが、アッシュの視界を埋め尽くす。そこにはなんと、竜族との契約の証あかし──〈星せい刻こく〉が刻まれていた。

「こら！　まじまじと見るんじゃない！」

　シルヴィアはアッシュの頭部を鷲わし摑づかみにすると、強引に回れ右をさせた。

「駄目ですわ、アッシュ様！　そんなにお尻が好きなら、わたくしのを見せてさしあげますから！」

　一方では、ジェシカが的外れな非難を口にしつつ、ルッカの寝間着を直している。

「うーん……」

　と、ルッカがようやく目を覚ました。自動人形よろしく、ゆっくりと身体を起こす。寝ねぼけ眼まなこで一同の顔を見回すと、きょとんとした。

「……誰だれ？」

「昨日会ったばかりだろうが！」

　アッシュは思わずツッコミを入れた。相変わらず、ズレた女の子だと思う。

　普通なら、他人が部屋に侵入している時点で驚くべきだろうに、そんな様子は微み塵じんも感じられない。これがエクブラッド人全般の特徴なのか、あるいはルッカに特有の性格なのか。おそらく後者だろう。そうでなければ、エクブラッド人などとっくに絶滅していたはずだ。

「あ、思い出した。ジョニー？」

「誰がジョニーだ！　一文字も合ってねぇ！　アッシュだ、アッシュ！」

「ご、ごめんなさい」

　しょぼんとして肩を落とすルッカ。

「こら！　下級生の女子をいじめるなど言語道断！　お前は下がっていろ」

　業を煮やしたのか、シルヴィアが進み出た。金糸のような髪をなびかせて、威厳のある口調でぴしゃりと命じる。

「ルッカ・サーリネン。私たちはお前とガウェインに用がある。これから第七竜舎に向かうから、今すぐ支度するがいい」

　ルッカはしばらく、シルヴィアの顔を穴が空くほど見つめていたが、やがて、ぽつんとつぶやいた。

「誰だれ？」

「なっ……！」

　シルヴィアはサッと青ざめた。この学院で、騎士王家の第四王女たるシルヴィア・ロートレアモンの顔を知らない者がいようとは、想像の外だったのだろう。

　シルヴィアはショックのあまり、ふらりとよろめくと、壁に向かってぶつぶつと話し始めた。

「わ、私を知らない生徒がいた……私の存在感とは、その程度のものだったのか……これでは王族として失格だ……私を激励してくれた姉上にも顔向けができん……」

「ちょっと、姫様？　大丈夫ですの？」

　ジェシカがおろおろとして、シルヴィアの脇わきに駆け寄る。

　シルヴィアを慰めるのはジェシカに任せるとして、これで戦力はアッシュとエーコのみ。なんとしてもルッカをベッドから引きずり出し、第七竜舎に連れて行かねばならない。

　と、ルッカはエーコに強く関心を引かれたらしい。突然、エーコの腰にすがりついた。

「へっ……？」

　虚を衝つかれたエーコはバランスを崩し、棺かん桶おけ型ベッドに引きずりこまれた。

「ちょっ……なんなのよ!?」

　当然、エーコは怒ったのだが、ルッカは意にも介さず、尻しり餅もちをついたエーコの腰を抱き寄せた。しきりに、背後からエーコの頭部を眺めている。どうやら、エーコのまん丸な角が気になるらしい。

「飾りじゃなくて……頭から生えてる？」

「それがどうしたっていうのよ！　あたしが竜族である証あかしよ！」

「可愛かわいい」

「へっ？」

「とっても、可愛い」

「そ、そう……？」

　エーコは照れてしまったのか、抵抗をやめた。ルッカは赤ん坊をあやすように、エーコの角を優しく撫なでている。

　と、ルッカは突然、とんでもないことをいい出した。

「この角、ちょうだい？」

　エーコは呆あつ気けにとられて硬直したが、すぐさま猛然と牙きばを剝むいた。

「はぁ？　ちょうだいって……無理に決まってるでしょ！」

「取れないの？」

「取れたら大変でしょうが！　竜族の角をなんだと思ってるの？」

「じゃあ、味見していい？」

「へっ？　味見って……ひゃうっ！」

　エーコは素っ頓狂な悲鳴をあげて、硬直した。

　アッシュも度肝を抜かれた。

　なんと、ルッカはエーコを背中から抱き締めると、そのまん丸な角にカプッとかぶりついたのだ。まるで小動物が飼い主の肌を甘あま嚙がみするように、はむはむと味わっている。

「あっ……角は駄だ目めっ……！」

　意外なのは、エーコが抵抗しないことだった。くてっ……と虚きよ脱だつして、されるがままになっている。思わずドキリとさせられるほど、艶なまめかしい表情だった。顔だけではなく、手足もほんのりとピンク色に染まっている。

「ほっ、誇り高き竜族に……なんてことを……ふ、踏みつぶ……あふんっ……！」

　頰ほおを赤く染め、はぁはぁと荒い息を吐いているところを見ると、抵抗したくてもできないのかもしれない。

「だ、だめ……お、お願いだから、もう許し……はうっ！」

　ぶるっと全身を震わせ、エーコはあごをのけ反らせる。逃げようとするあまり、無意識に片かた膝ひざを跳ね上げた拍子、スカートが派手にまくれ上がってしまう。途端、純白の布地があらわとなった。

「──っ！」

　アッシュはドギマギしながら、慌てて目を逸そらす。あられもない体勢だったが、エーコはルッカに翻ほん弄ろうされるあまり、下着が見えていることに気づいてもいない。

　棺かん桶おけ型ベッドの底で絡み合う、少女と少女の肢体。

　今にも鼻血を噴いてしまいそうな光景だった。それにしても、角を嚙かまれるとあんなにも無力になってしまうとは……エーコの新たな弱点を前に、アッシュは驚きを隠せない。

「……ほんとに、ドラゴンの味がした」

　やがてルッカは満足したらしく、エーコを解放した。

　エーコは棺桶型ベッドを飛び出すと、アッシュの背後に隠れた。顔だけを突き出すと、ルッカを睨にらみつける。「ふーっ、ふーっ……！」と荒々しい息を吐いている姿は、まるで手負いの獣だった。

「それじゃ……わたし、もう一眠りする」

　エーコの視線など意にも介さず、ルッカは再び横たわろうとした。

「まだ寝るのかよ！」

　アッシュはハッと我に返ると、ルッカの肩をつかんだ。その肩の細さに、一瞬、ドキリとさせられたものの、うろたえている場合ではない。

「第七竜舎でレベッカさんたちが待っているんだ。お願いだから、今すぐ準備してくれないか？　君とガウェインのためでもあるんだ」

「……あの子に、なにをするつもり？」

　ルッカの瞳ひとみが、急に真剣な光を帯びた。

　アッシュはルッカを安心させるように、力強く頷うなずいてみせた。

「大丈夫。ガウェインにひどいことをするつもりはないよ」

　むしろ、俺おれのほうがガウェインに吹っ飛ばされるかもしれないけどな……と、アッシュは心の中で付け加える。

　ルッカはしばらくアッシュの顔を見つめていたが、やがて立ち上がった。

「……わかった。準備する」

「ありがとう」

　ホッとして礼を述べたアッシュだったが──。

　ルッカは突然、無む造ぞう作さにネグリジェのボタンに手をかけたのである。アッシュの存在など意にも介さず、ボタンをひとつ、またひとつと外していく。鎖骨の流麗なライン、そして胸もとにかけて……陶器のような肌が、少しずつあらわとなっていく。

「ちょっと待て！」

　アッシュは慌てて、ルッカの両肩をつかんだ。ルッカは不思議そうに手を止めると、アッシュの顔を見上げる。

「なに？」

　その上目遣いは反則だろ……と、アッシュはうめいた。あまりの愛くるしさに、頭がぼうっとなってしまう。

　精巧な人形めいた顔立ち。紫水晶アメジストの瞳。ぴんと尖とがった耳。ただ触れただけで消えてしまいそうな、華きや奢しやな身体。ハーブのような香り……すべてが妖あやしい魅力を放っており、この世のものとも思われない。

　アッシュはなんとか目を逸そらすと、子どもを諭すように告げた。

「お、俺はあっちを向いてるから、その間に着替えるんだ。わかったか？」

　ルッカはなおも不思議そうに小首を傾かしげていたが、アッシュの真剣な思いだけは伝わったようだ。こくんと頷いてくれた。

　アッシュはホッとすると、ルッカに背中を向けた。視界の片隅では、シルヴィアが今もジェシカに介抱されつつ、

「わたしを、このわたしを知らないなんて……どうやら、わたしにはまだ……王族としての威厳が足りないらしい……」

　と、呪じゆ詛そのようにぶつぶつとつぶやいている。

　一方、アッシュの背後では、エーコがしかめっ面で愚ぐ痴ちをこぼしていた。

「大事な角を嚙かまれるなんて……く、く、屈辱だわ……！」




「……着替えた」

　ルッカの声で、アッシュは深々と息を吸いこんだ。

　背後で衣きぬ擦ずれの音が聞こえている間、ほとんど無意識に呼吸を止めていたのだ。それほどまでに、緊張感をはらんだひとときだった。

　しかも、ずっと寮にこもっていたルッカは、日付を把握していなかったようで、最初に着用したのは冬服だった。おかげで、夏服に着替え直す時間が加算されることになった。

　アッシュはまじまじと、制服姿のルッカを眺めた。

　妖よう精せいのような美び貌ぼうに、見慣れた制服。その組み合わせは意外な効果を発揮し、今のルッカは可か憐れんすぎるほど可憐だった。

「ちょっと……なにを見とれてるのよ？」

　ようやくショックから立ち直ったエーコが、アッシュをじろりと睨にらみ据える。

「ち、違う！　決してヨコシマな目で見ていたわけじゃないぞ！」

「……どうだか」

　エーコの痛烈な眼まな差ざしに耐えきれず、アッシュは戸口に向けて歩き出した。

「じゃあ、行こう。レベッカさんたちが待ってる」

　アッシュの声を聞いて、激しく落ちこんでいたシルヴィアも、ようやく顔をあげた。

　と、ルッカがふいに口を開いた。

「……踏んでる」

　ルッカの視線は、アッシュの足もとに向けられている。

　怪け訝げんに思い、足もとに視線を落としたアッシュは、

「うわっ！」

　その場で飛び上がりそうになった。アッシュの右足が踏んでいたのは、どう見ても、女性用の下着だったのである。

　純白の生地に、淡い緑色のストライプ。

　アッシュがうろたえていると、ルッカはつかつかと歩み寄り、床に落ちていた下着を無む造ぞう作さに拾い上げた。そして、アッシュの前で布地を広げると、ためらうことなく片足を通したのである。

「──っ！」

　ルッカが片かた膝ひざを上げた瞬間、スカートの奧が見えそうになってしまい、アッシュはハラハラした。学院指定の制服は、ただでさえ丈が短いのだ。

　その直後、アッシュは背後から吹きつける殺気に気づいた。

「どうやら……不ふ埒らちな奴隷には、おしおきが必要みたいね」

　わなわなと身体を震わせるエーコ。

「女の敵には死の鉄てつ槌ついを！」

　先ほどまでの憂ゆう鬱うつはどこへやら、めらめらと劫ごう火かを背負うシルヴィア。

「いやいや、今のは不可抗力だろ！」

　アッシュの弁解も虚むなしく、エーコは渾こん身しんの前まえ蹴げりを、シルヴィアは怒りにたぎる鉄てつ拳けんを繰り出したのだった。

「踏みつぶすわよ！」

「我が家の家訓だ！」





　　　　◇






「おやおや、実験はこれからだというのに……どうして君はボロボロなんだ？」

　第七竜舎の入口で待ち受けていたレベッカは、ボロ雑ぞう巾きんと化したアッシュを見るなり、呆あきれたように声をかけてきた。

　レベッカの背後には、白衣姿のアンジェラと、仏ぶつ頂ちよう面づらのマックスが控えている。

「いや、その……あはは」

　もはや、笑ってごまかすしかないアッシュだった。対照的に、ぷんすかと怒りを撒まき散らしているエーコとシルヴィアを見て、レベッカは薄く笑った。

「まったく、嫉しつ妬とのあまり暴力を振るうとは……君たちはもう少し、淑女らしくしたらどうだ？　そんなことでは、抜け目のないジェシカに寝取られるぞ？」

　レベッカの揶や揄ゆに、シルヴィアはぴくんと反応した。頰ほおを真っ赤に染めている。

「ね、寝取らっ──会長ともあろうお方が、なんとはしたない言葉を！」

「ははっ。少しは王族らしい気品が備わったと思っていたら……そんなことでは、またヴェロニカ王女がやって来そうだな」

　シルヴィアはサッと青ざめると、口を閉ざした。

　アッシュの故郷では、「悪い子のもとには、恐ろしい食人鬼グールがやって来る」などという迷信があるが、シルヴィアにとっての食人鬼グールこそは、まさしくヴェロニカなのだろう。

　と、一同を代表するかのように、アンジェラが真面目まじめな口調で告げた。

「話はレベッカさんから聞いているわ。かなり無謀な挑戦になるだろうけど……本当に大丈夫かしら、アッシュ君？」

　眼鏡ごし、刺すような視線に射ぬかれて、アッシュはぞくりとした。当然ながら、その程度で気け圧おされるわけにはいかない。

　アッシュがこれから挑むのは、偉大なる聖竜マエストロなのだから。

「大丈夫です」

「だったら、まずは騎竜服ドラグスーツに着替えなくちゃね。騎竜学院の校則、ちゃんと覚えてる？」

　アンジェラにしては珍しく教師らしいことを口にしたが、アッシュとしては、着替えに余計な時間を費やすつもりはなかった。

「大丈夫ですよ。ちょっくら、人とドラゴンの対話ってやつを試すだけですから」

　アッシュは自信たっぷりに答えると、第七竜舎の入口をくぐった。




　第七竜舎は聖竜マエストロ専用の施設であり、学院内でも特に神聖な場所である。建物の造りにしても、他の竜舎よりもはるかに豪勢だった。外観だけなら、まるで貴族の別荘のような趣が感じられる。

　現在、第七竜舎には五頭の聖竜マエストロが棲すんでいる。

　アンサリヴァン騎竜学院の歴史において、第七竜舎がこれほど賑にぎわうのは珍しい事態であった。それほどまでに、聖竜マエストロとは希少な存在なのだ。

　ひときわ異彩を放っているのが、レベッカのパルを務めるクー・フリンである。さも当然とばかりに、第七竜舎の中央部に陣取っている。

　その神々しいばかりの巨きよ軀くには、理屈抜きで畏い敬けいの念を抱かざるを得ない。成獣に合わせて設計された大型竜舎の天井でさえ、低く思えてしまうほどだ。

　他にも、シルヴィアのランスロットや、マックスのアリアンロッドの姿もあった。アッシュにとっては、どちらも顔かお馴な染じみといっていい。ちなみに、副会長のパルは見当たらなかった。

「ガウェインはこっちよ」

　アンジェラを先頭に、アッシュたちは竜舎の最さい奥おうに進む。

　ガウェインはぐったりとした様子で、寝そべっていた。体格は幼竜サイズだが、白銀の毛並みはれっきとした聖竜マエストロの証あかしである。雄お鹿じかのように枝分かれした角が個性的で、凛り々りしく見えた。だが、かなり衰弱しているらしく、あまり威厳は感じられない。

　ただ眺めているだけで、アッシュはガウェインが心配になった。

「アンジェラ先生。治る見こみは……あるんですか？」

「病気ってわけではないのよ。問題なのは、やっぱりルッカさんとの繫つながりが途絶えていることでしょうね。星精アストラルさえ補給できれば、元気になるはずよ」

　アンジェラの返事を聞いて、アッシュは少しだけ安心した。

「じゃあ、早速──」

　ガウェインに向けて飛びかかろうとしたアッシュだが、

「待て、アッシュ」

　背後から肩をつかまれた。振り返ると、レベッカだった。

「まずはルッカとガウェインを対面させてやろう。ほら、ルッカ。ガウェインに挨あい拶さつするといい」

　レベッカに促され、ルッカはおずおずと前に出てきた。が、ある程度の距離まで近づくと、そこで足を止めた。

　飼い主ならば、毛並みを撫なでてやればいいのに……とアッシュは思ったが、ルッカにそのつもりはないようだ。かれこれ三ヵ月も拒絶されていることで、ガウェインに対して壁を感じているのかもしれない。

　あるいは、ガウェインに近づけない理由でもあるのだろうか……？

「ガウェイン……」

　ルッカに名前を呼ばれたガウェインは、しかし、そっぽを向いた。まるで、ルッカを赤の他人と見なしているかのようだった。

「やっぱり……駄だ目めみたい」

　ルッカは肩を落とすと、ガウェインに背を向けた。今にも泣き出しそうな顔で駆け出そうとしたのだが、

「待て、ルッカ！」

　ルッカの前に立ちふさがったのは、シルヴィアだった。ガウェインの態度に腹を立てたのか、険しい顔をしている。

「いいか？　人とドラゴンの理想的な関係とは、決して馴なれ合あいではない。あくまでも主従関係なのだ。ルッカ……お前はこれまで、ガウェインを甘やかしてきたのではないか？今の態度を見るに、ガウェインはお前を主人だとは思っていないようだ」

　ルッカはしばらくうつむいていたが、やがて顔をあげた。

「そうかもしれない……。でも、わたしにとって……この子は大切な家族。主従関係だなんて、思えない……」

　シルヴィアは嘆息した。

「無論、私とてランスロットを家族のように愛している。だが、愛しているからこそ、厳しい躾しつけが必要なときもある。それを忘れるな」

「わたし……帰る」

　それだけを告げると、ルッカは竜舎を飛び出した。ルッカが駆け出した瞬間、涙の粒が散ったことに、アッシュは気づいた。

「俺おれ、試してみます」

　気まずい雰囲気を払うように、アッシュは今度こそガウェインと対たい峙じした。

　アッシュが接近しても、ガウェインは身動きひとつしない。アッシュを取るに足らぬ存在と見なしているのか。それとも、こちらを振り向く元気すらないのか……？

　期待と不安の入り交じった視線を感じつつ、アッシュは慎重に身構えた。

　ガウェインが警戒している様子はない。これなら楽勝だろう……アッシュは勝利を確信すると、地面を蹴けった。

　ガウェインは鞍くらを装着していない。裸馬を乗りこなす騎手のように、アッシュはガウェインの背に飛び乗った。手綱もないので、首筋にしがみつくことで身体を支える。

「よし、行けるぞ……！」

　その刹せつ那な、ガウェインが怒りの咆ほう哮こうを放つと、猛然と暴れ始めた。すさまじい横揺れに襲われて、アッシュの身体など呆あつ気けなく振り落とされてしまう。

「ぐはっ……！」

　天地が逆転したと思ったのも束つかの間ま、地面に叩たたきつけられる。なんとか受け身をとったものの、衝撃のあまり息が詰まった。背中から腰にかけて、鈍い痛みがじわじわと広がっていく。

　アッシュを追い払ったガウェインは、もはや興味はないとばかりに、その場で大人おとなしく寝そべった。

「アッシュ！」

　レベッカたちが蒼そう白はくとなって、アッシュのもとに駆けつける。

「だ、大丈夫……です……」

　アッシュはなんとか身体を起こした。まだ鈍い痛みは残っているが、骨に異常はないようだ。竜舎の地面が柔らかな土だったのが、不幸中の幸いだった。

「ああ、アッシュ様……！　わたくしのアッシュ様が……！」

「はいはい、どいてちょうだい」

　動転するジェシカを無理やり押しのけたのは、アンジェラだった。アッシュの頰ほおを両手で挟むと、真顔で訊たずねてくる。

「頭は打ってない？」

「はい……大丈夫です」

「こう見えて私、医師免許も持ってるのよ。痛いところがあるなら、正直にいってちょうだいね」

「へぇ……医師免許なんて持ってたんですか」

「獣医だけどね」

　アッシュは苦笑した。大方、ドラゴンをより深く研究するために取得したのだろう。

　とりあえずアッシュが無事だとわかると、一同は安あん堵どの溜ため息いきを漏らした。

「すまなかった、アッシュ。わたしがこんなことを提案したばかりに……」

　いつになく深刻な面持ちで、レベッカが声をかけてくる。アッシュは恐縮した。

「そ、そんな！　ガウェインに挑んだのは、あくまでも俺おれの意思ですし、レベッカさんは悪くないですよ」

「とにかく、実験は打ち止めだな。これ以上、君を危険にさらすわけにはいかん」

「いや、待ってください！　俺にはまだ、切り札があります」

「切り札だと？」

「はい。屍灰竜ネクロマンシアのときだって、最初は失敗続きでしたけど、聖騎甲アークを使えば上う手まくいきました」

　レベッカは思案顔になると、腕組みをした。

「ふむ……そういうことか。だがな、アッシュ。これ以上は、生徒会会長として容認できん。アンジェラ先生だって、教師として見過ごせないでしょう？」

　レベッカの視線を受けたアンジェラは、しかし、妖あやしい微笑で応じた。

「私？　私なら構わないわよ。エーコちゃんが聖騎甲アークを創つ成くる場面なら、何度見たって飽きないもの」

　とても教師とは思えない返事だが、元々、アンジェラは教師ではない。あくまでも研究者だったのが、エーコとの出会いを機に、学院に就職したのだ。一般的な道徳をアンジェラに求めること自体、無駄というものだった。

「確かに、先生はそういう人でしたね……どうする、アッシュ？」

「もちろん、やります」

　アッシュが決然と応じた途端、エーコが牙きばを剝むいた。

「ちょっと！　あたしを無視して勝手に決めないでよ！　大体、こんなくだらないことのために聖騎甲アークを創つ成くるだなんて……冗談じゃないわ！」

　怒れるエーコの頭に、アッシュはぽんと手を置いた。

「まあ、そういうなって。バニラ・クレープでどうだ？」

「はっ！　そんなもので釣られないわよ！」

「じゃあ、ストロベリー味も買ってやる」

「ふ、ふざけないで！　誇り高き竜族をなんだと思っているの？」

　まだまだ強がってはいるが、エーコの僅わずかな動揺をアッシュは敏感に感じ取った。

「あ、そうだ。もうすぐ、新作クレープの販売が始まるらしいな。確か……チョコバナナ味だっけ」

「チョコバナナ……ですって？」

　ごくり。エーコが生なま唾つばを吞のみこんだ音を、アッシュは確かに聞いた。

　駄だ目め押しの一言で、エーコの好奇心と食欲に火が点ついたのだと確信する。エーコはなおも激しい葛かつ藤とうに苦しんでいたが、

「……いっておくけど、こんなサービスは滅めつ多たにしないんだからね！」

　その場で目を閉じ、呪じゆ文もんの詠唱にとりかかった。

「兜アルメーテ、首鎧ゴルハール……胸当ペート、背当エスパルダール、腰当ブラフオネーラ、尻当フアルダーヘ……草摺エスカルセーラ、冠板ブフエータ、肩当オンブレーラ……上膊当ブラサール、肘当コダル……前膊当アンテブラーソ…………」

　そんなエーコを横目で眺めつつ、レベッカがニヤニヤと笑みをこぼした。

「ふふっ。ちゃんと乗りこなせるようになってきたじゃないか」

「こ、こんなのは乗りこなしてるうちに入りませんってば！」

　アッシュは恥ずかしさのあまり、頰ほおに熱を覚えた。




「手甲マノーポラ……股当キホーテ、膝当グアルダ……脛当グレーバ……鉄靴エスカルペ…………」

　エーコの呪文は、いよいよ最終段階に差し掛かっていた。

　これで四度目ということもあり、呪文の唱え方がスムーズになっている。回数をこなすことで、上達したのかもしれない。

「──拍車エスポラーソ！」

　ついにエーコの呪文が完成すると同時に、神々しいばかりの光輝が満ちた。

　一瞬遅れて、雷めいた轟ごう音おんが響く。

　アッシュの全身が、温かな光に包まれる。

　左腕に刻まれた〈星せい刻こく〉が、激しく疼うずいている。

　まばゆい光が収まったとき、アッシュは白銀の聖騎甲アークを装備していた。屍灰竜ネクロマンシアとの戦闘時、エーコが初めて創つ成くってくれたのと同じ甲かつ冑ちゆうである。

　竜族が遺のこした設計図を抽出サンプリング＆＆再構築リミツクスした模造品とはいえ、エーコが自分の魔力を消費して作ってくれた聖騎甲アークには違いない。

「ああ……まさしく〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉ですわ！」

　神による奇跡を目の当たりにした信者さながら、ジェシカが感極まった声をあげた。

「頼んだぞ、アッシュ」

　真顔で声をかけてきたレベッカに、アッシュは力強く頷うなずいた。

　一同に背を向けると、改めてガウェインと向かい合う。

　アッシュが近づいた途端、ガウェインは獰どう猛もうな唸うなり声を漏らした。ゆっくり四本足で立つと、アッシュをじろりと睨にらみすえる。明らかに、聖騎甲アークを装備したアッシュを警戒しているのだ。

「そう怒るなって。俺おれはただ、お前と対話したいだけなんだから」

　アッシュは地面を蹴けった。膨大な魔力によって構築された聖騎甲アークには、様々な付加効果が秘められている。短時間であれば、浮遊すら可能なのだ。

　常人ならばあり得ない高さまで飛び上がったアッシュは、ガウェインの背に向けて滑空する。もはや完全に、自分の勝利を確信したのだが──。

「えっ……？」

　アッシュが着地したのは、ただの地面だった。柔らかな土に鉄靴エスカルペがめりこんでいる。たった今まで、ガウェインが寝そべっていた場所だった。

「消えた……だと？」

　アッシュは狼ろう狽ばいした。確かにガウェインの背中に飛び降りたと思ったのに、まるで瞬間移動さながら、あの巨体が消え失うせたのである。

「上だ、アッシュ！」

　レベッカの声で、アッシュは我に返った。

　慌てて竜舎の天井を見上げると、ガウェインの姿が視界に飛びこんできた。四本足で天井につかまり、頭部を床に向けているガウェイン。まるでコウモリじみた振る舞いだった。

　間髪を容いれず、ガウェインは好戦的な咆ほう哮こうで大気を震わせると、ブレスを放った。

「──っ！」

　アッシュは咄とつ嗟さに腕を十字に組み、防御姿勢をとったものの、直撃コースだった。すさまじい風圧と熱量を全身に浴びて、後方に吹き飛ばされる。

　石壁に激突することで、かろうじてアッシュの身体は静止した。

「あ……あぐっ……！」

　聖騎甲アークですら殺しきれぬ衝撃に、息が詰まる。一瞬、全身が押しつぶされたのかと思った。ガクンと膝ひざをつくと同時に、聖騎甲アークが光の粒子となって霧散する……。

「そ、そんなバカな……！」

　まるで砂金のように、さらさらと手のひらをすり抜けていく聖騎甲アーク。たったの一撃で、ダメージの許容量をオーバーしたのだ。

　竜族のブレスがいかなる破壊をもたらすのか、授業では耳にタコができるほど聞かされたものだが……実際に食らってみると、予想以上だった。

　もちろん、ガウェインが手加減したこともわかっている。

　本気のブレスだったら、竜舎どころか学院そのものが灰になっていただろう。

　もし聖騎甲アークがなかったら……と思うと、さすがにゾッとした。

「くそっ！」

　絶対的な敗北感を胸に、アッシュはガウェインを睨にらみつける。

　もはや決着はついたとばかりに、ガウェインはひらりと地上に舞い降りると、その場で寝そべった。ただし、アッシュの敵意は敏感に感じ取っているようで、鋭い眼まな差ざしをよこしてきた。

「ぐるるるる……」

　威い嚇かくの唸うなり声。

　石壁にもたれかかったまま、アッシュは冷や汗をかいた。

「あの小生意気な態度、誰だれかさんを思い出すな……」

　忌いま々いましげにつぶやくと、ちょうどレベッカたちと一緒に駆け寄ってきたエーコが、真っ先に反応を示した。

「なんかいった？」

　深紅の双そう眸ぼうが、じろりとアッシュに向けられる。それはもう、ガウェイン以上に痛烈な眼光だった。




　結局、聖騎甲アークを装備したアッシュがガウェインに完敗したことで、その場は解散となった。どうすればガウェインはルッカを受け容いれるのか──その問題については、後日、改めて会議で話し合おうと、レベッカは厳粛な口調でいい渡したのだった。





　　　　◇






　学生食堂〈ラ・テーヌ〉は、学院の敷地内にある。

　建物は煉れん瓦が造づくりで、一階建て。屋根の煙突が目印。営業日は平日のみで、開店は午前十一時半。閉店は午後八時。テーブルや椅い子すなど、各種デザインはシェブロン王国風に統一されており、見るからに洗練されている。

「いらっしゃいませ！　〈ラ・テーヌ〉へようこそ！」

　夕刻。アーニャは食堂のウェイトレスとして、くるくると働いていた。

　面接で店長が告げた通り、今の〈ラ・テーヌ〉は本当に人手不足で、息つく暇もないほどだ。

　それでも、本来の任務──情報収集は怠っていない。むしろウェイトレスという立場を利用して、学院生との会話から必要な情報をピックアップするようになった。

　自分をウェイトレスに推薦してくれた店長には、感謝すべきだろう。当初の予定通り、皿洗いなどに従事していたら、学院生に接触する機会は皆かい無むだったはずだ。

　最初は相手が竜飼い人ブリーダーということで、ほんの少し恐れの気持ちを抱いていたアーニャだが、実際に接してみると、どこにでもいるような少年少女ばかりだった。

　──ほんと、騎士国民なんてチョロいもんだわ。

　特に、男子生徒は異国人であるアーニャの容姿が珍しいらしく、積極的に話しかけてくる。明らかに鼻の下を伸ばしている奴やつもいた。

　そういった連中から、アーニャは巧みにアッシュ・ブレイクの情報を引き出した。

　アッシュは有名人だった。

　アーニャと会話を交わした学生は皆、その名前を知っていた。

　ある生徒は、他人のパルを平気で乗りこなす驚異的な生徒と評した。別の生徒は、喧けん嘩かばかりしていた問題児と評した。最近では、あのレベッカ生徒会長に目をかけられているという情報もあった。

　ただし、生徒たちは誰だれも、アッシュが屍灰竜ネクロマンシアを乗りこなして街を救ったことや、〝断罪のアヴドーチャ〟を倒したことを、知らされてはいないのだった。

　やはり情報が規制されているのだと、アーニャは直感した。

　おそらくは、学院理事会や生徒会あたりの仕業だろう。ヴェロニカ王女も絡んでいるのかもしれない。

　その一方で、貴重な収穫もあった。

　なんと、アッシュのパル──幼竜のエーコは、普通のドラゴンではなく、可か憐れんな少女だという。にわかには信じがたい話であった。

　ドラゴンが人間の姿で誕生するなど、聞いたこともない。

　だが、アッシュが常識外れの竜飼い人ブリーダーであることを鑑かんがみれば、不思議と納得できた。いや、むしろ……そのエーコという幼竜こそが、アッシュを特別な存在にしている最大の要因かもしれない。

　できることなら、アッシュとエーコに接触したい。今のアーニャは学生食堂のウェイトレスとして、完全に溶けこんでいる。たとえ接触したとしても、アッシュが警戒心を抱くことはないだろう。

　問題なのは、アッシュが一度も〈ラ・テーヌ〉を訪れていないという事実だった。どうやら、アッシュは〈ラ・テーヌ〉で食事をする習慣がないらしい。

　店長にさりげなく質問してみたところ、〈ラ・テーヌ〉の常連客は中流家庭出身の生徒が大半だという。

　上流階級の生徒は市街の高級レストランを利用するし、逆に家が貧しい学生の場合、学生寮の食堂で安くすませるのだ。アッシュが上流階級の出身者には見えなかったので、おそらくは後者なのだろう。

　──からん……。

　そのとき、入口のカウベルが鳴った。

　反射的に振り返ったアーニャは、来客の顔を目の当たりにした途端、息を吞のんだ。

「あいつ……！」

　戸口に現れたのは、まさしくアッシュ・ブレイクだったのだ。

　アッシュの脇わきには、制服姿の美少女がたたずんでいる。一見、恋人同士のように見えなくもないが──少女の美び貌ぼうはあまりに浮世離れしていた。しかも、その頭部にはまん丸な突起が生えている。幼竜に特有の角だった。

　おそらく、彼女がエーコだろう……と、アーニャは見当をつけた。




　アッシュが〈ラ・テーヌ〉に向かう途中、エーコは三度も盛大にお腹なかを鳴らし、たまたま通りがかった生徒たちをびっくりさせたものだ。

「ったく……飯なら寮の食堂で充分だろ？　安いし、おかわりは自由だし……」

「おあいにく様！　寮のご飯なんて、もう飽きたわ！　食事ってのはねぇ、ただ栄養が摂とれればいいってもんじゃないのよ！」

「はぁ……ドラゴンが美食家だってのは、本当だったんだな」

　基礎過程ユニオスの授業を思い出しながら、アッシュは溜ため息いきをついた。

　外国のおとぎ話に登場する野蛮なドラゴンとは違い、竜族は芸術的な感性に恵まれている。料理もまた、芸術作品というわけだ。

　やがて、アッシュとエーコは〈ラ・テーヌ〉にたどり着いた。エーコが意気揚々と扉を開くと、たちまち食欲を刺激する匂いが漂ってくる。

「ふわぁ、いい匂い……！　なによ、学院にこんなお店があるんなら、もっと早く連れてきなさいよね！」

「俺おれを破産させる気か！　今日は特別だからな！」

　戸口でいい合っていると、ウェイトレスが現れた。〈ラ・テーヌ〉ではお馴な染じみの、可愛かわいらしいメイド服を着用している。

「い、いらっしゃいませ！　〈ラ・テーヌ〉へようこそ！」

　どうやら新人らしく、ウェイトレスは緊張しているようだ。エキゾチックな雰囲気の少女だった。小麦色に焼けた肌に、くっきりとした目鼻立ち。漆黒の髪は後頭部で結わえている。

「……ん？」

　アッシュは眉まゆをひそめると、少女の顔をまじまじと見つめた。なんとなく、既視感を覚えたのだ。どこかで会ったことがあるような……？

「あ、あの……」

　少女が困った顔で口ごもったそのとき、

「ぐあっ！」

　アッシュは爪つま先さきに激痛を覚え、文字通り飛び上がった。エーコが無む造ぞう作さに踏みつけたのである。

「なにすんだよ！」

　エーコは眉を吊つり上げ、烈火のごとく怒っていた。

「あんたが人間の牝めすなんかに見とれてるからでしょ！　ほら、そこの牝！　さっさと案内しなさいよね！」

「か、かしこまりました！」

　エーコの剣けん幕まくに、ウェイトレスは可哀かわい想そうなほど気け圧おされていた。




　一心不乱にメニューを眺め回すエーコとは対照的に、アッシュは早々と顔をあげた。

「じゃあ……俺おれは『アロンヌ貝とキノコのパスタ』で」

「『アロンヌ貝とキノコのパスタ』ですね。他にご注文は？」

「いや、それだけで」

「それで足りるんですか？」

　男の子にしては少食なんだな……と、アーニャは余計な気を回してしまった。

「えっ？」

　アッシュは怪け訝げんそうな顔をして、アーニャを見た。アーニャが馴なれ馴なれしく話しかけたので、意外に思ったらしい。

「す、すみません！　あたしったら、つい余計なことを……」

　アーニャがしどろもどろになって謝ると、アッシュは苦笑した。

「今日はあんまり食欲がないんだ。ドラゴンと対決した挙げ句、ボロ負けしてさ……」

「ドラゴンと対決!?　どういうことです？」

　アーニャがびっくりして訊たずねると、アッシュは「しまった！」という顔をして、口をつぐんだ。もしかしたら、生徒会の極秘事項かもしれない。












「いや、その……今、そういうゲームが流は行やっててさ。あくまでもゲームだから」

「あはは……そりゃそうですよね」

　アーニャは愛想笑いを返しながらも、内心では「ウソが下手な男だわ」と呆あきれている。

「決めたわ！」

　と、エーコが唐突に叫ぶと、アーニャをじろりと睨にらみ据えた。油断すると魅入られてしまいそうな紅眼ルビー・アイに、アーニャの顔が映りこんでいる。

「……お伺いします」

「シェブロン牛のロースステーキ二五〇グラム、ラムチョップの香草焼き、アロンヌ貝のムニエル、半熟卵のオムライス、トウモロコシのクリーミースープ……そうね、まずはこんなとこかしら」

「は？」

　アーニャは我が耳を疑った。ついつい、エーコの小柄な身体を眺めてしまう。

「『は？』じゃないわよ！　これだから愚ぐ鈍どんで愚ぐ劣れつで愚ぐ昧まいな人間は！」

「も、申し訳ありません……」

　平身低頭のアーニャをかばったのは、アッシュだった。

「こらこら、ウェイトレスさんをいじめるな！　大体だな……そんなにたくさん食べられるのか？」

　アッシュが飼い主らしい一面を発揮したので、アーニャは少し見直した。ところが、エーコは動じるどころか、ガタンと勢いよく立ち上がった。

「あんたねぇ……あたしは今日、まだ三度しか食事してないのよ！　竜族の食事は一日五回！　忘れたとはいわせないわ！」

「えっ……食べてなかったか？」

「踏みつぶすわよ！　あんたが、あの駄竜の相手をしてたせいでしょうが！」

「す、すまん……」

　今にも踏みつぶされそうなアッシュを見て、アーニャはこっそりと溜ため息いきを漏らしたのだった。





"Lukka & Maestro Gawain～A.S.B.1365.6～" is closed.








第三話　湖畔のバカンス









　デーンベリー市は、ロートレアモン騎士国でも有数の商業都市である。

　堅けん牢ろうな市壁に囲まれた街には、国内外の商会が事務所を構えており、商人たちは金勘定に余念がない。洒落しやれた街並みの風景とは裏腹に、生き馬の目を抜くような都市なのだ。

　人種のるつぼとしても有名であり、アーニャのようなタンタロス族が往来を歩いていても、誰だれも気に留とめたりはしない。道端では多くの露天商が営業しており、花だの果物だの香辛料だの、様々な商品を遠慮なく勧めてくる。

「相変わらず、せわしない街だわ……」

　ぼそりと独り言を漏らすと、アーニャは目的の建物を目指した。

　大通りを折れて小道に入り、さらに路地裏へ。

　完全に人ひと気けが途絶えたとき、アーニャは煉れん瓦が造づくりの建物にたどり着いた。いわゆる集合住宅である。入口の扉をくぐり、階段を上る。

　ロゼッタ商会の看板を掲げた扉は、三階の突き当たりにあった。

　帝国軍情報部が、騎士国内で諜ちよう報ほう活動を行うための拠点である。

「アーニャです。ただ今、戻りました」

「入るがいい」

　扉のむこうから聞こえてきたのは、まだ青年のはずなのに、壮年のような深みを感じさせる声だった。

「失礼します」

　アーニャは内面の喜びを悟られぬよう、努めて冷静を装いながら入室した。

　事務所風の内装が施された部屋の奥おく、ミルガウスはゆったりと席に着いている。他に人の姿はない。ふたりきりということで、アーニャは妙に緊張した。

　アーニャに視線を向けたミルガウスは、今日も銀色の仮面を装着している。その髪は白銀と深紅のメッシュで、「人種のるつぼ」たるデーンベリー市においても類を見ない。

「久しぶりだな、アーニャ」

「はい、ミルガウス様」

　つい先日まで、ミルガウスは本国に帰還していた。屍灰竜ネクロマンシアの実験結果を、上司に口頭で報告する必要があったのだ。

　ミルガウスの上司に当たる人物は、ヴァン＝デンハル辺境伯クラウスという。アーニャもまだ会ったことはない。辺境伯などというと年輩の人を想像してしまうが、まだ二十代の青年貴族らしい。

「報告は受けている。学院に潜入しているそうだな」

「はい。屍灰竜ネクロマンシアを倒した少年について、調査を続けています。これが報告書です」

　アーニャは机の前に歩み寄ると、鞄かばんに詰めていた資料を恭うやうやしく手渡した。

　学生食堂〈ラ・テーヌ〉で働くようになってから、まだ日は浅い。情報量は微々たるものだったが、ミルガウスは入念に読みこんでくれている。そのことが、純粋に嬉うれしかった。

　やがて、ミルガウスは資料から顔をあげた。

「ご苦労だった。このまま情報収集を続けてくれ」

「了解しました。引き続き、アッシュ・ブレイクと幼竜エーコの調査を続けます。彼らは三日後に控えた選抜合宿に参加しますので、私も食事係として同伴する予定です」

「選抜合宿か……もうそんな季節だったのだな」

　まるで過去を懐かしむような口調だったので、アーニャはびっくりした。

「今年もアロンヌ湖こ畔はんで実施されるのか？」

「そう聞いています」

　どうしてそんなことを訊たずねるのだろう？　と不思議に思ったアーニャに、ミルガウスはさらなる質問をぶつけてきた。

「ウィリンガム霊れい廟びようを知っているか？」

「確か……アロンヌ湖畔にある霊廟のことでしょうか。詳しくは知りませんが」

「特殊な霊廟だ。幼くして死んだドラゴンばかりが祀まつられている」

「なぜ、幼竜ばかりが？」

　背筋に冷たいものを感じつつ、アーニャは訊ねた。

「まだ聖せい誕たん暦れきが始まる前の話だ。竜族は、幼竜ばかりが次々と死んでいくという事態に見舞われ、種の絶滅を回避する必要に迫られた。その結果、賢けん竜りゆう魔法アルビオンが開発されたわけだが……ウィリンガム霊廟が建てられたのが、ちょうどその頃ころだ。以来、幼竜が亡くなると、その遺灰はウィリンガム霊廟に埋葬されるようになったのだよ」

　今が聖誕暦一三六五年である。ミルガウスが語ったのは、随分と昔の話だった。

「お詳しいのですね」

「一般常識だ」

　アーニャは恥ずかしさのあまり、頰ほおを染めた。自分の勉強不足を指摘された気がした。そんなアーニャの内心など気にも留とめずに、ミルガウスは淡々と言葉を続けた。

「幼竜とはいえ、実験材料には事欠かんな」

「まさか……！」

　ミルガウスの意図を見抜いたアーニャは、戦せん慄りつした。

「そうだ。帝国軍は屍灰竜ネクロマンシアの実用化を待ち望んでいる。そのためには、より詳細なデータが必要だ」

　ミルガウスは、今度は幼竜の遺灰を使った実験を行うつもりなのだ。屍灰竜ネクロマンシアを起動するには、竜族の遺灰が必要不可欠なのである。

　本音をいえば、アーニャは屍灰竜ネクロマンシアが嫌いだった。生理的に受け付けないのだ。ましてや、幼くして死んだドラゴンの遺灰を利用するなど、想像するだけで身の毛がよだつ。

　もちろん、ミルガウスがやると決めた以上、自分はどこまでもついていくのみ。

　アーニャは新たな作戦に向けて、気持ちを切り替えた。




　アーニャが退室したあと、ミルガウスは再び報告書を手に取った。

　そこには幼竜エーコについて、アーニャが集めた情報が記されている。断片的な情報に過ぎないとはいえ、ミルガウスは瞬時に悟った。

「やはり生まれていたか。アヴァロンの末まつ裔えいよ……」

　くくっ……と、喉のどの奥おくから笑いがこみ上げた。アーニャの前では、決して見せたことのない笑い方だった。愛憎とでもいうべき黒い感情が、じわじわと胸に広がっていく。

「それにしても、『エーコ』とはな……故意か偶然かは知らんが、飼い主は皮肉な名前を授けたものだ。もっとも──」

　ミルガウスは報告書を机に置くと、窓の外を眺めやった。

「飼い主に殺されるよりは、ずっとマシだろう。そうは思わないか、ジュリアス？」





　　　　◇






　結局、ルッカとガウェインの問題は解決しないまま、選抜合宿の初日が訪れた。

　夜明けとともに、選抜された五十一騎は生徒たちに見送られ、学院を発たった。

　市街区のメイン・ストリートでは、各々のドラゴンに騎乗した学院生が現れるなり、市民の大歓声が湧わき起こった。

　この時期、選抜された優秀な生徒を見送るのもまた、アンサリヴァンでは年中行事のひとつなのである。東の空で燦さん然ぜんと輝く朝陽あさひまでもが、一行の門出を祝福しているようであった。

　街をぐるりと囲む市壁の外に出ると、生徒たちは主任教官の指示を受け、三つのグループに分かれた。

　ドラゴンの形態に応じて、ルートを選ばねばならないからだ。

　聖竜マエストロと翼竜ストラーダは空路、地竜アーシアは陸路、そして水竜ハイドラは水路である。

　ちなみに、食事の世話を担当する〈ラ・テーヌ〉の店員たちは、一足先に出発した。その中にはコゼットも含まれている。自ら食事係を買って出たコゼットは、珍しくシルヴィアと別行動をしているのだ。

　勇壮な羽音ともに飛び立つ翼竜ストラーダ組。砂煙をあげて街道を進む地竜アーシア組。嬉き々きとして河川に飛びこむ水竜ハイドラ組。各組の先頭を務めるのは、実技の担当教官たちである。

　そんな騎手たちを横目に、生徒会役員とそのパルだけは、今なお市壁の外に留とどまり続けていた。




「さて、と……アッシュとエーコ、そしてルッカ。この三人を誰だれが運ぶのか、決める必要があるな」

　生徒会長専用の騎竜服ドラグスーツを着用したレベッカが、重々しく告げた。

　事実、アッシュとエーコとルッカには移動手段がない。

「もちろん、アッシュ様はわたくしと一緒に──」

　頰ほおを薔ば薇ら色いろに染め、自己主張を始めたジェシカだったが、次の瞬間、ジェシカのパルを務めるリアンノンが動いた。

「ちょっ……リア？　どうしたっていうの？」

　リアンノンは飼い主の言葉も聞かず、二十メートルほど離れた川原をまっすぐに目指している。陸上でも活動できるとはいえ、水竜ハイドラは水中でこそ真価を発揮できる種族。陸地では気分的に落ち着かないのだろう。

「お、お待ちなさい！　飼い主のいうことが聞けませんの!?」

　残念ながら、リアンノンは蛇のような巨体をくねらせて、あっという間に川原にたどり着いた。のみならず、追いすがったジェシカのベルトを器用にくわえると、すいすいと泳ぎ始めたのである。

　宙ちゆう吊づりとなったジェシカはアッシュを振り返ると、悲痛な叫びを発した。

「愛いとしのアッシュ様ぁ！　アロンヌ湖でお待ちして──」

　水を得たリアンノンは、すいすいと機嫌良く泳いでいる。あまりの速度に、ジェシカの言葉は尻しり切きれとなった。

「あれがジェシカのパルか……飼い主にそっくりだな」

　アッシュが苦笑交じりにつぶやくと、

「まるでコントだ」

　レベッカは呆あきれたように、いろんな意味で残念な幼おさな馴な染じみを見送っている。

「そんなことより会長。僕たちも早く出発しないと、一般生徒が不審に思います。本来ならば、僕たちが生徒をまとめなくちゃならないのに」

　マックスの冷静な進言に、レベッカは真顔で頷うなずいた。

「ああ、わかっている。まずはルッカだが、希望はあるか？」

　一応、騎竜服ドラグスーツに身を包んではいるものの、ルッカは学院を発たって以来、一度も口を利いていない。今もしょんぼりと俯うつむいている。なまじ妖よう精せいじみた美び貌ぼうの持ち主だけに、今にも空気に溶けて消えてしまいそうな儚はかなさが感じられた。

　すべての元凶であるガウェインは、そんなルッカを尻しり目めに、もの憂うげな顔で座りこんでいる。当初、星精路アストラル・フロウの途切れたガウェインが合宿に参加するのは無理だと思われていたのだが、古来よりアロンヌ湖こ畔はんは竜族の保養地だったらしい。

　ガウェインが参加を決めたのは、己おのれの寿命を少しでも延ばすためかもしれない……と、アッシュは思った。

「ルッカ？　黙っていたら、なにもわからんぞ」

　レベッカに顔を覗のぞきこまれると、ルッカはようやく口を開いた。

「やっぱり……ガウェインに乗れないのに、参加しても意味なんてない」

「ああ、その通りだな」

　レベッカの痛烈な言葉に、アッシュはハッと息を吞のんだ。アッシュの知る限り、レベッカがルッカに厳しい顔を見せたのは、それが初めてのことだった。

「少なくとも今の君では、この合宿を無意味に終わらせるだけだろう」

「だったら、レベッカは……どうしてわたしを連れ出したの？」

「意味があるとかないとか、そんなことはどうでもいいんだ」

「えっ？」

「極論すれば、君が生まれたことにも、エクブラッド人であることにも、竜飼い人ブリーダーに選ばれたことにも、竜騎士ドラグナーになったことにも、意味なんてない。意味というものは、個人が後付けすることで生じるものだからな」

　ルッカはゆっくり顔をあげると、レベッカの鋭い視線を受け止めた。

「すべては、わたし次第？」

「偉いぞ。ちゃんとわかっているじゃないか」

　ようやくレベッカは笑顔を見せると、ルッカの頭を優しく撫なでた。ルッカはなおも思案していた風だったが、やがて意を決したのか、レベッカの袖そでをキュッとつまんだ。

「わたし、レベッカと一緒に行く」

「よし、ルッカはわたしが責任を持って、アロンヌ湖畔に連れて行こう。次はアッシュとエーコをどうするか、だな」




　レベッカの言葉を聞いたシルヴィアは、トクンと胸を高鳴らせた。

　だが、すぐさま不可解な気分に陥ってしまう。どうして自分がときめく必要があるのだろうか。これではまるで、アッシュとの相乗りを望んでいるようではないか……！

　──アッシュ・ブレイク。

　本当に、不思議な男子だと思う。

　基礎過程ユニオス時代の三年間は、ほとんど接点はなかった。そもそも、シルヴィアは周囲の生徒と関かかわり合いになるつもりさえなかった。立派な竜騎士ドラグナーになるため、ひたすら学業に専念するのだと、自分を戒めていた。友達をつくる気などなかったし、その必要性も感じなかったのだ。

　ところが、そんなシルヴィアの日常に、アッシュは果敢にも飛びこんできた。騎竜祭での競走、屍灰竜ネクロマンシアの襲撃を経て、ついには生徒会の役員同士となった。

　そして、先日の教会占拠事件……すべてはヴェロニカによる茶番だったわけだが、あのときもまた、アッシュは事件の渦中に身を置いて、目覚ましい活躍を見せた。

「…………」

　それ以上を思いだそうとすると、シルヴィアは頰ほおに熱を覚えてしまう。

　人質が解放されたあと、アッシュはシルヴィアのもとにやって来た。緊張の糸が切れたことで、もはや自力では立っていられなくなったシルヴィアを、アッシュは優しく支えてくれたのだ。のみならず、シルヴィアをおんぶして、学院まで運んでくれた。

　アッシュの背中に、シルヴィアはなぜか、とても懐かしい感触を覚えた。

　九年前──シルヴィアは〈オーファンの儀〉の最中に、ひとりの少年に出会った。

　彼はシルヴィアを救ったのみならず、ランスロットの飼い主になるきっかけを与えてくれた。厳密には、ランスロットの飼い主になることを自ら辞退し、その権利をシルヴィアに譲渡したのである。

　シルヴィアにとっては、大恩ある少年であった。

　だが、〈オーファンの儀〉が終わると同時に、彼との縁は切れた。シルヴィアにランスロットを譲ったことで、竜飼い人ブリーダーになる道を閉ざされた彼は、大人おとなしく故郷に帰ったのだ。

　騎士王家の姫と、田舎に住む少年。

　両者の人生が交錯することは、二度とないはずだった。

　だが……どういうわけか、アッシュの背中からは、あの少年と同じ匂いがした。

　もちろん、ただの錯覚かもしれない。九年も昔のことなのだ。ただ単に、あの少年のイメージをアッシュに投影しただけかもしれない。

　そもそも、あの少年がアンサリヴァンにいるはずがないのだ。

　森の中で別れる間際、少年はシルヴィアに告げた。

　──俺おれの分まで、立派な騎士になってくれ。

　自分が竜飼い人ブリーダーにはなれなかったからこそ、彼はその言葉をシルヴィアに託した。

　つまり、あの少年とアッシュは別人のはず……。

「──姫様？　どうかしたのか？」

　もやもやとした考えを吹き飛ばしたのは、アッシュの問いかけだった。

　いつの間にか、アッシュがシルヴィアの顔を覗のぞきこんでいる。学院指定の騎竜服ドラグスーツに着替えたアッシュは、校舎にいるときとは雰囲気が違った。潑はつ剌らつとして凛り々りしく、「学院一の問題児」などという悪いイメージとは無縁に見える。

「なっ、なんでもない！　なんでもないぞっ！」

　シルヴィアはぶんぶんと手を振って、「なんでもない」を強調する。アッシュは不思議そうにシルヴィアを見ていたが、やがて本題を切り出した。

「というわけで、ランスロットに乗っけてくれないか？」

「えっ……？」

　シルヴィアはうろたえた。なにが「というわけで」なのだろう？　どうやら、自分があれこれと思いを巡らせている間に、話がまとまっていたらしい。

　その口ぶりから察するに、アッシュはシルヴィアとの相乗りを決めたようだ。

　たちまち、胸の奥おくで正体不明の感情が湧わき起こる。

　──バ、バカな……！　たかが相乗りごときで、どうしてこんな気持ちになってしまうのだ？　私は一体……ま、まさか、嬉うれしいのか？　アッシュと相乗りできることを、私は喜んでいるのか……！　認めん、絶対に認めんぞ……！

　シルヴィアが煩はん悶もんしていると、アッシュがさらに訊たずねてきた。

「……姫様？　具合でも悪いのか？」

「そ、そういうわけではない！」

　シルヴィアはコホンと咳せき払ばらいをした。まずは気分を落ち着けねばならない。

「た、ただ……我が家の家訓には『男女七歳にして同乗せず』という項目がある。親しき仲とはいえ──い、いや、決して私とお前は特に親しいというわけでもないが……とにかく、アロンヌ湖こ畔はんまでずっと相乗りというのは……は、恥ずかしいというか……」

「なにをブツブツいってるんだ？　そんなに相乗りが嫌なのか？」

　アッシュが怪け訝げんそうな顔をして、シルヴィアを見つめている。

「べ、別に嫌というわけでは……」

「じゃあ、ＯＫってことで。ランスロットは加速が半端ないから、姫様にしがみついてないと危ないよな」

「んなっ……！」

　アッシュが自分の腰に腕を回している姿を想像し、シルヴィアは自分の頭が噴火したような感覚に襲われた。

「おい、アッシュ……お前という奴やつは、そんなヨコシマな気持ちで私と相乗りするつもりだったのか？」

「へっ？　なにをいってるんだ？　相乗りのときは騎手にしがみついてないと、命に関かかわるだろ？」

　怒りに震える拳こぶしを胸の前に持ち上げると、シルヴィアはアッシュに宣告した。

「その大切な命……今のうちに散らしておくがいい！」

「おぶっ！」

　シルヴィアの鉄てつ拳けんを顎あごに食らい、アッシュは後方に吹っ飛んだ。空中で見事な弧を描くと、ドサリと地面に落下する。騎竜服ドラグスーツを着ているので、大した衝撃ではないだろう。

　レベッカ、マックス、そしてエーコがぽかんとして見守る中、アッシュはよろよろと起き上がった。

「ど、どうして殴るんだ……？　姫様と相乗りするのは、エーコなのに」

「は？」

　ぴきり……と、時間が凍りついた。

　その瞬間、すべては自分の誤解だったのだと、シルヴィアは悟った。

　つまり、シルヴィアと相乗りするのはエーコで、アッシュはマックスのアリアンロッドに乗せてもらう──そんな風に決まったのだろう。確かに男同士と女同士ということで、気楽な組み合わせである。

　羞しゆう恥ち心しんのあまり、全身がカッと熱くなった。穴があったら入りたい心境である。

「愚か者！　それを早くいわんか！」




　最初に飛び立ったのは、クー・フリンだった。その巨体を追って、アリアンロッドが続く。レベッカはルッカと、マックスはアッシュと相乗りしている。

　次に離陸したのはガウェインである。星精アストラルの供給を受けていないせいか、なんら覇は気きが感じられない。いくらアロンヌ湖こ畔はんが保養地とはいえ、連れて行くのが可哀かわい想そうに思えてしまうほどだった。

「よし、私たちの番だぞ」

　シルヴィアは肩ごしにエーコを振り返った。

「私が先に乗るから、エーコは後ろに座るんだ。危険だから、絶対に私の腰から手を離すんじゃないぞ？」

「わかったわ」

　エーコは素直に頷うなずいた。

　シルヴィアは軽やかに跳躍して、ランスロットに騎乗した。革製の手綱を握ると、精神が研ぎ澄まされたような気分になる。

「来い、エーコ」

　左手を手綱から離し、エーコに手を伸ばす。

　と、そこで異変が起きた。なんと、エーコが鞍くらに跨またがりやすいように、ランスロットが自ら膝ひざを屈したのである。それどころか、エーコに対して恭うやうやしく頭を垂れている。

「ランスロット……？」

　シルヴィアは首を傾かしげた。今のランスロットは、まるで侍従が主君に接するような態度を示しているのだ。飼い主のシルヴィアにさえ、そこまで恭しい態度を見せたことはなかった。これは驚くべき事態である。

　エーコの身体を引っ張り上げてやりながら、シルヴィアは訊たずねた。

「……どうやら、ランスロットはお前に敬意を払っているようだ。心当たりはあるか？」

　エーコはシルヴィアの背後に腰を落ち着けると、怪け訝げんそうな口調で答えた。

「さぁ……わかんない。でもまあ、このあたしに敬意を払うなんて、賢いドラゴンだわ。褒めてあげる！」

　エーコは得意満面で、ふんぞり返っている。

「きゅうん」

　そんなエーコの言葉を受けて、ランスロットが妙に甘えた声を漏らした。

「こ、こら！　私以外の相手に、そんな声を漏らすんじゃない！　お前は、このシルヴィア・ロートレアモンのパルなのだぞ？　もっと勇ましく鳴かんか！」

　シルヴィアは鋭く叱しつ責せきを飛ばすと、ランスロットの腹を軽く蹴けった。ランスロットは驚いたように翼を広げると、慌ただしく離陸したのだった。




　あっという間に、聖竜マエストロの編隊は高度百メートルに達した。

「うむ……いつ見ても絶景だな」

　シルヴィアは高揚感を覚えつつ、つぶやいた。

　だだっ広い平原の中央。アンサリヴァンの街がミニチュアのようだ。騎竜祭で走った街道や、フィアナの森もよく見えた。

　教官たちが先導する翼竜ストラーダ組はかなり先行しており、今では豆粒に等しい。聖竜マエストロが本気を出せば瞬時に追いつけるのだが、レベッカはあえて低速飛行を続けている。ルッカとガウェインの姿を、一般生徒たちに見せたくはないのだろう。露呈しつつあるとはいえ、ルッカがパルに騎乗できないという問題は伏せられている。

「いいか？　絶対に手を離すなよ？」

　シルヴィアは前方を見据えたまま、背後のエーコに声をかけた。

　誰だれもが頑丈な騎竜服ドラグスーツを着用している中、エーコだけは制服姿である。遠足気分なのかもしれない。

　そんなエーコは、なぜかムスッとしていた。

「どうかしたのか？」

　シルヴィアが心配になって訊ねると、意味不明な返事が返ってきた。

「なんで、こんなに大きいの？」

　エーコがなにを訊ねているのか、シルヴィアは理解に苦しんだ。

「大きい……だと？　一体、なにをいっているのだ？」

　途端、エーコが牙きばを剝むく気配がしたので、シルヴィアは肩を震わせた。

「胸よ胸！　どうして、あんたもレベッカも……そんなに大きいのよ？」

「おっ、お前という奴やつは！　そんなことを気にしていたのか？」

　シルヴィアは啞あ然ぜんとした。常に「誇り高き竜族」を標ひよう榜ぼうしているくせに、やたらと人間臭い悩みを抱えているようだ。

「だって、アッシュの奴……時々だけど、あんたやレベッカの胸を見てるのよ。とっても不愉快だわ！　どうして不愉快になるのかは、よくわからないんだけど……」

「なんだと？」

　ついつい、エーコの怒りに同調しそうになったシルヴィアだが、グッと堪えた。今は飛行中なのだ。いつしか高度は三百メートル付近にまで上昇している。くだらないことで冷静さを失うわけにはいかない。

「そのくせ、あいつときたら……あたしの胸にはまったく興味ないみたい。これってどういうこと？　納得いかないわ！」

「そ、それはだな……」

　シルヴィアは言葉に窮した。男性心理などろくに知らないのだから、答えようがない。

　──それにしても……アッシュが私の胸を見ていただと？

　シルヴィアは頰ほおに熱を覚えた。

　不届き千万な奴だと思う反面、不思議と嫌悪感は覚えなかった。それが自分でも意外で、シルヴィアは戸惑ってしまう。

　いや、嫌悪感どころか、むしろ……。

　──いやいや、わたしはなにを考えているのだ！

　シルヴィアが悶もん々もんとしていると、ふいにエーコがとんでもない要求を突きつけてきた。

「ねぇ……あんたのおっぱい、触ってもいい？」

「なっ、なんのつもりだ!?　良いはずがなかろう！」

「いくら口で拒んだところで、無駄よ。今のあんた、隙すきだらけなんだから」

　左右の脇わき腹ばらから両手を差しこまれ、シルヴィアは硬直した。エーコのいう通り、手綱を握っているシルヴィアは、背後のエーコから見れば隙だらけなのだった。

「や、やめっ──あんっ……！」

　騎竜服ドラグスーツごしに、エーコの小さな手のひらがシルヴィアの胸をまさぐる。子どもが初めて手に入れたおもちゃを試すような、そんな無邪気さが感じられた。

「ふわふわだわ！　ふっわふわ！　きっと、牡おすを惑わす魔法がかけられているのね！」

「そ、そんなはずがないだろう！　ちょっ……ああっ……！」

　パスタの生地をこねるように、エーコは容赦なくシルヴィアの乳ち房ぶさを揉もみしだく。くすぐったさのあまり、手綱を握る手に力が入らない。

「ええい、やめんか！　あんまり悪戯いたずらが過ぎると……突き落とすぞ！」












　ランスロットはぐんぐんと高度を上げており、今では三百メートルに達している。眼下をちらりと見下ろしたエーコは、見る間に血の気を失った。

「わ、わかったわよ……」

　エーコは不承不承ながらも、ようやくシルヴィアの胸から手を離した。
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　アロンヌ湖。騎士国内では最大の面積を誇る湖である。

　アユやフナ、そしてアロンヌ貝の特産地として知られる。

　一方、湖をぐるりと取り囲む森林地帯はノーグの森と呼ばれている。星精アストラルを豊富に含む植物が自生しており、竜族の保養地としても有名だ。

　湖こ畔はんには貴族の別荘も点在するが、騎竜学院の合宿施設がひときわ目を引いた。

　見た目は古びた屋敷に過ぎないが、立派な竜舎が併設されている。実に六十頭弱のドラゴンを収容できる竜舎だけあって、ただ眺めているだけで壮観だった。

　なお、湖畔から少し離れた地点には小高い丘があり、そこには古代遺産に指定された霊れい廟びようがある。

　竜族の歴史を学ぶ者なら誰だれでも知っている、ウィリンガム霊廟であった。




　最初に到着したのは、翼竜ストラーダ組と聖竜マエストロ組だった。片道およそ三時間。騎手たちは悠然と合宿所に入り、食堂で他の組をのんびりと待った。

　合宿所の職員たち、アンジェラを含む講師陣、先に現地入りしていた食事係の面々は、満面の笑みでアッシュたちを迎えてくれた。コゼットも王宮仕様のメイド服姿で、生徒たちに飲み物を配っている。

　次に到着したのは水竜ハイドラ組で、空路より二時間遅れ。ようやくリアンノンから解放されたジェシカは、食堂に踏みこむなりアッシュに抱きついてきた。

　最後が地竜アーシア組で、空路より四時間ほど遅れて、ようやく湖こ畔はんに姿を現した。

　すべての学院生が食堂に集まると、ミーティングを兼ねた昼食会が開かれた。

　ミーティングを取り仕切るのは、レベッカだった。颯さつ爽そうと立ち上がると、生徒たちの視線を一身に集めた。

「生徒会長のレベッカ・ランドールだ。トラブルに見舞われることなく、無事にアロンヌ湖にたどり着けたことを嬉うれしく思う」

　通常ならば、ここは引率を担当する講師陣の出番なのだが、彼らは壁際の席に着いて、のんびりとお茶をすすっている始末。自分たちがあれこれ指示するより、レベッカの一声のほうがよほど効果的なのを知っているため、あえて口出しはしないのだった。

「いいか、諸君。この選抜合宿は、単に優秀な学院生を集めただけの行事ではない。卒業後、諸君は様々な職場で働くことになるだろうが、選抜合宿に参加したという履歴は、どこに行っても一目置かれる。例えば、栄えあるロートレアモン聖竜騎士団の団員は皆、選抜合宿で優秀な成績を残している。この中に騎士団を目指している生徒がいるなら、ただ参加するだけでは駄だ目めだ。トップを目指すくらいの気概で臨のぞんで欲しい」

　学院生たちは皆、真しん摯しな面持ちでレベッカの言葉に聞き入っている。

　普段、進路について真面目まじめに考えたことのないアッシュは、周囲の空気がやたらと緊張感を帯びたことに気づき、少し気後れしてしまった。

　──みんな、真剣なんだな……。

　常つね日ひ頃ごろ、選抜合宿への参加を目標に切せつ磋さ琢たく磨ましてきた学院生たちと違い、アッシュがこの場に同席しているのは、レベッカの計らいによるところが大きい。

　本音をいえば、まだ実感が湧わかないくらいだった。

「それでは諸君。明日から始まる特訓にそなえて、今日はゆっくり休んで欲しい」

　そこでいったん言葉を切ると、レベッカは急に悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。

「とはいえ……少しくらいなら、水遊びも許可する！」

　一瞬の静寂を挟んで、食堂は大歓声に満たされたのだった。
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　燦さん々さんと降り注ぐ陽光を浴びながら、生徒たちは意気揚々と浜辺に集結した。早朝に出発した甲か斐いあって、まだまだ陽は高い。遊ぶ時間はたっぷり残されていた。

　アッシュは水着など持って来てはいなかったが、別段、悔しいとは思わなかった。水遊びに興じるつもりなど、さらさらなかったからだ。

　水着姿になどなろうものなら、どうしても左腕の〈星せい刻こく〉を意識してしまうし、包帯を巻いたまま水に入るのも不自然だろう。

　アッシュはシャツにハーフパンツ、そしてサンダルというラフな格好で、浜辺にのんびりと腰をおろした。

　生徒会役員は、まだ誰だれも来ていない。マックスは例の神経質な気性がたたって、寝室の掃除をしている。あの調子では、夕方になっても終わるかどうか怪しい。

　インドア派のルッカは、早々と自室に引きこもった。ガウェインは竜舎ではなく、湖こ畔はんを取り囲むノーグの森で眠っている。少しでも星精アストラルを補給するためである。

　レベッカとシルヴィア、ジェシカ、そしてエーコは、まだ更衣室で着替えているのだろう。エーコの水着はコゼットが用意してくれるそうだ。いつもながら、コゼットの気配りには頭が下がる思いである。

「アッシュ様ぁあああああ！」

　そのとき、盛大な水みず飛沫しぶきとともに、巨大な水竜ハイドラが湖面に姿を現した。

　リアンノンである。鎌かま首くびをもたげた姿は、一般的なドラゴンというより蛇に近い。

　騎乗しているのは、もちろんジェシカだった。オレンジ色の可愛かわいらしいビキニを着用している。

　ジェシカが自分のパルを連れてきたことは、別段、驚くに当たらない。騎竜学院の生徒が水遊びに興じるとき、最も活躍するのは水竜ハイドラなのである。水竜ハイドラに乗った騎手がひとり、またひとりとアロンヌ湖に現れるなり、浜辺では歓声が湧わいた。

「ジェ……ジェシカ？」

　アッシュはたじたじとなりながら、ジェシカと対たい峙じした。どうしても、目のやり場に困ってしまう。その破天荒な性格とは裏腹に、ジェシカは豊満な身体をしているのだ。胸の谷間、二の腕、太もも……見るからに柔らかそうな身体を前に、アッシュは唾つばを吞のんだ。

「あらあら、アッシュ様は水着をお持ちじゃありませんの？」

「いや、その……泳ぐ気分じゃないからさ」

「まあ、いけませんわ！　せっかくのハネムーンですのに！」

「なんでハネムーンにすり替わってんだよ！　結婚した覚えはないぞ！」

「はぁん……そんなつれない態度も素敵ですわ。さぁ、わたくしと一緒に、大海原に飛び出すのです！　大航海時代の幕開けですわ！」

「いやいや、ここは湖だから！　海じゃないから！」

「問題ありませんわ！　さぁ、リア！　アッシュ様を運んでちょうだい！」

　リアンノンは力強い雄お叫たけびを放つと、アッシュの襟首を無む造ぞう作さにくわえた。

「へっ……うわあああああっ！」

　宙ちゆう吊づりにされたアッシュは、問答無用で湖の中央へと運ばれていった。
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　合宿所の女子更衣室で、シルヴィアは硬直していた。

　コゼットが平然と差し出した水着が、あまりにも際どいデザインだったからである。色はブルー系で、シルヴィアの好みをちゃんと把握している。

　だが待って欲しい。いくらなんでも、布面積が狭すぎるのだ。

「……おい、コゼット。お前は本気で、こんな水着を私に着せるつもりなのか？　私は栄えある騎士王家の第四王女、シルヴィア・ロートレアモンなのだぞ！」

「もちろんですわ、姫様」

　コゼットは屈くつ託たくのない笑みを浮かべるばかり。頑として、他の水着を用意するつもりはないらしい。いや、この水着しか用意していないのだろう。

　一方では、エーコが可愛かわいらしい水着に着替え終わっていた。

「へぇ……これが水着っていう服なのね。初めてだわ」

　エーコは姿見の前で、水着姿の自分を興味深そうに眺め回している。白を基調としたワンピースで、リボンの飾りが可愛らしい。どうせなら、私もああいう水着が良かったのに……と、シルヴィアは恨みがましい気持ちでコゼットを睨にらんだ。

「エーコちゃんなら似合うと思ったのですが、どうかしら？」

「竜族を満足させるなんて、なかなかの美的感覚ね。誉ほめてあげる！」

「光栄ですわ」

　優雅にお辞儀をするコゼット。そのむこうでは、深紅のビキニに着替え終わったレベッカが、悪戯いたずらっぽい笑顔を浮かべていた。

「なんだ、シルヴィアはまだ着替えていないのか？」

「は、はい……」

　シルヴィアも自分のプロポーションには多少の自負を抱いているものの、レベッカを前にすると、敗北感を禁じ得ない。まだまだ発展の余地を残したシルヴィアと違い、レベッカの肉体美は完かん璧ぺきとしかいいようがなかった。深紅のビキニも心憎いほど似合っている。

　こんな女性を目の前にしたら、どんな男だって惹ひかれてしまうだろう。おそらくは、あのアッシュでさえ……。

　──いやいや、どうしてそこでアッシュが出てくるのだ！

　シルヴィアは慌てて、首をぶんぶんと横に振った。

　と、レベッカが相変わらずニヤニヤしたまま、声をかけてきた。

「早くしろよ、シルヴィア。わたしは先に行ってるからな」

「わたしも行くわよ！」

　レベッカに引き続き、エーコも退室する。

　更衣室には、シルヴィアとコゼットだけが取り残された。

「さ。姫様もお早く。あまり聞き分けがないようですと……恐れながら、このわたくし自らが、姫様にお召しかえを強しいることになりますが」

「お前……全然、恐れてないだろう？　むしろ楽しんでいるのではないか……？」

「あら、わかります？　うふふふふ」

　コゼットは腹黒そうな笑みを漏らすと、一歩を踏み出した。

　明らかに、獲物を見据える狩人かりゆうどの目をしていた。
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　レベッカはサングラスをかけ、水辺でビーチ用のチェアに腰掛けていた。ワイングラスを片手にくつろいでいる様子は、優雅で気品に溢あふれている。

「か、会長の水着姿が拝めるなんて幸せすぎる！」

　男子たちは早速、鼻の下を伸ばしている。選抜された成績上位者とはいえ、十代の男子には変わりない。

　そんな男子たちに非難の視線を浴びせつつ、シルヴィアは浜辺に足を踏み入れた。背後のコゼットを振り返ると、おずおずと訊たずねる。

「おい……コゼット。本当に……おかしくないんだろうな？」

「とってもお似合いですわ」

「そ……そうか？」

　湖から吹いてくるそよ風のせいで、肌がすぅすぅして、落ち着かない。ちょっと油断すると、布地がお尻しりの肉に食いこんでくるのも気がかりだった。公衆の面前でこれほど肌を露出するのは、もちろん初めての経験である。

　と、コゼットが耳もとでささやいてきた。

「大丈夫ですわ。アッシュ様ならきっと、大喜びですわよ」

「ど、どど、どうして、そこでアッシュが出てくるのだ！」

　シルヴィアが眉まゆを釣り上げたそのとき、男子一同が騒さわぎ始めた。

「姫様がお越しになったぞ！」

「なんて際どいビキニなんだ！」

「俺おれ……もう死んでもいい……！」

　シルヴィアは焦った。無数の視線に、肌を嬲なぶられているような気がした。

「おい、コゼット！　タオルとか、上着とか……なにか持ってないのか!?」

「わたくしのエプロンで良ければ、お貸ししますわ」

「一国の王女がそんなモノを着用できるか！」

「エプロンにビキニという組み合わせも、意外性があって面白いと思いますけど？」

「ふざけるな！」

　シルヴィアは今すぐ合宿所に引き返したくなった。そもそも、浮かれた生徒たちに付き合う必要など、どこにもないのだ。ルッカやマックスのように、部屋に引きこもるという選択肢もあった。

　どうして、自分はそうしなかったのだろう？　どうして、こんなはしたない水着を着用してまで、浜辺に出てきてしまったのだろう……？

　そのとき、情けない絶叫が湖上に響きわたった。

「うわあああああっ！　お願いだから……もう止めてくれ！」

　シルヴィアは、それがアッシュの声だと瞬時に悟った。

　どういうわけか、一瞬で気づくことができた。

「おーほっほっほ！　リアの実力はこんなものではありませんわよ、アッシュ様！」

　湖面を猛スピードで泳いでいるのは、水竜ハイドラのリアンノンだった。その背には、なんとアッシュがジェシカと相乗りしているではないか。

　その瞬間、シルヴィアはちくりと、胸に妙な痛みを覚えた。

「……？」

　シルヴィアが不可解な気分に陥ったそのとき、

「くぉおおおお……！」

　雄お叫たけびとともに、ランスロットが浜辺に降り立った。風圧で砂さ塵じんが舞う。

　あろうことか、その背にはエーコが騎乗していた。

「そっ、そんなバカな！」

　信じがたい思いで、シルヴィアは叫んだ。シルヴィアと相乗りしているわけでもないのに、ランスロットは嬉き々きとしてエーコを乗せているのだ。

　水着姿のエーコは喜色満面で手綱を握っている。シルヴィアの姿に気づくなり、声をかけてきた。

「あんたのパル、借りてるわよ」

　シルヴィアは慌てて駆け寄った。

「待て、エーコ！　どうしてお前が……ランスロットに乗っている!?」

「あたしは、あのジェシカとかいう女が気に食わないのよ！　ったく、アッシュはあたしの肉奴隷なんだからねっ！」

　湖ではしゃいでいるジェシカを一いち瞥べつすると、エーコは牙きばを剝むいた。

「ジェシカに対抗するためには、水竜ハイドラが必要だわ！　でも、生徒会のメンバーで水竜ハイドラを飼ってるのはジェシカだけ。そこであたしは気づいたのよ。聖竜マエストロなら陸海空に関係なく、自由に活動できるってね！」

「間違ってはいないが……問題なのは、ランスロットがお前を乗せている事実だ。おい、ランスロット！　これはどういうことだ？」

　シルヴィアが叱しつ咤たすると、ランスロットは困ったように頭を垂れた。そんなランスロットを見るのは、初めてのことだった。

　いつもは勇壮で、高貴で、シルヴィアのパルを務めるに相応しい聖竜マエストロなのに……。

「で、あんたはどうするの？」

　エーコの問いかけに、シルヴィアは虚を衝つかれた気がした。

「あたしはジェシカをぎゃふんといわせるつもりだけど、協力するの？　しないの？」

　エーコの紅眼ルビー・アイが、シルヴィアをまっすぐ見下ろしている。

　そんな風に誘われたことが、シルヴィアには意外だった。片道三時間の空路を一緒に過ごしたことで、気を許してくれたのだろうか。あるいは、自分をライバルだと認めてくれたのかもしれない。いやいや、なんのライバルだ──？

　シルヴィアがうろたえていると、エーコがさらに叱しつ咤たを飛ばしてきた。

「ああもう！　さっさと決めないと置いてくわよ！」

　その言葉が、最後の決め手となった。

　もはや、あれこれと煩わしいことを考えるのはやめた。

　空には太陽。目の前には美しいアロンヌ湖。そして水着の生徒たち。

　視界の隅では、ジェシカとアッシュが水竜ハイドラの背で戯れている。

　となれば、もはややることはひとつしかない。

「わ、わたしも行くぞ！」

　シルヴィアは声を振り絞ると、ランスロットの背に飛び移った。エーコから手綱を受け取るやいなや、ランスロットを前進させる。

　シルヴィアが水遊びに参加した途端、湖こ畔はんは大歓声に包まれたのだった。





"Playing with Water ～A.S.B.1365.6～" is closed.








第四話　ウィリンガム霊廟の戦い









　夜半、アッシュはむくりと身を起こした。

「いててて……」

　身体の節々が痛むせいで、なかなか眠れない。昼間の水遊びが祟たたったのだ。

　ランスロットに騎乗したシルヴィアとエーコ。

　リアンノンに騎乗したジェシカ。

　誰だれが示し合わせたわけでもないのに、単なる水遊びはやがて、両陣営による「アッシュ争奪戦」の様相を呈してしまった。どうせなら、もう少し平和的なゲームをして遊びたかったものだ。

　ただ、エーコとシルヴィアの水着姿は、しっかりと記憶している。

　エーコは純白のワンピースで、本来の可か憐れんさが引き立てられていた。身体のボリュームは足りないものの、多くの男子がエーコの清せい楚そな雰囲気に惹ひかれていたのは間違いない。いったん口を開いてしまうと、その苛か烈れつな気性があらわとなってしまうのだが……。

　一方、シルヴィアは大胆なビキニを着用していた。思い出すだけで、鼻血が溢あふれそうになってしまう。シルヴィアが自らの意思であんなビキニを選ぶとは思えないから、コゼットの陰謀なのだろう。

　アッシュは慌てて脳裏から煩ぼん悩のうを追い払うと、ベッドを抜けだした。

　合宿所の寝室は二人部屋で、隣のベッドではマックスが寝息を立てている。エーコの姿はない。やたらと潔癖性なマックスが、「女子と同室などけしからん！」と主張したため、エーコの面倒は女子が見ることになったのだ。

　コゼットが付いているので、心配は要らないと思うが……最近ではエーコと一緒にいるのが当たり前になっているため、アッシュはなんとなく落ち着かない。心の片隅に、ぽっかりと穴が空いたような気分、とでもいえばいいのだろうか。

「駄だ目めだ……やっぱり眠れん」

　溜ため息いきをつくと、むくりと身を起こす。厨ちゆう房ぼうで水でももらおうと思い立ち、部屋をあとにした。

　二階の廊下を足早に進む。古い建物なので、お化け屋敷のような趣おもむきがある。厨房は一階なので、まずは階段を目指した。

　窓からは月明かり。銀色に輝く、見事な満月だった。

「……ん？」

　ふと、アッシュは窓際で足を止めた。

　視界の隅を、人影がよぎったような気がしたのだ。

「あれは……」

　廊下の窓からは、ちょっとした庭園を一望できた。月明かりのもと、ひとりの少女が歩いている。ネグリジェを着用していた。その後ろ姿には、見覚えがあった。

「ルッカ……なのか？」

　蒼あお白じろい月光を浴びて、そのプラチナ・ブロンドは神秘的に輝き、白磁の肌はぼんやりと発光しているかのよう。髪の隙すき間まからは、先端の尖とがった耳が覗のぞいている。

　ルッカはふらふらとした足取りで庭園を横切ると、古びた裏門をくぐった。裏門の向こうには、広漠とした森林地帯──ノーグの森が広がっているのみ。

　ルッカの姿はあっという間に、森の奥おくへと吞のみこまれた。

「おいおい……なにを考えてるんだ？」

　アッシュは階段を駆け下りると、職員専用の出入り口から庭に出た。足もとの石畳に沿って突き進むと、裏門にたどり着く。意を決し、くぐり抜ける。

　だが、ノーグの森に一歩を踏み入れた途端、アッシュは足をすくませた。

「……マジかよ？」

　森での行動には慣れているつもりだったが、あくまでも昼間に限る。真夜中の森に入るなど、初めての体験だった。湿った土の匂いも、昼と夜では異質な気がする。

　夜行性の動物や虫の気配がおぞましい。生い茂る樹木の枝が天てん蓋がいのように頭上を塞ふさいでいるため、月明かりが射さしこむ余地もない。ホゥ、ホゥ……と、梟ふくろうらしき鳥の啼なき声も聞こえてくる。

　一瞬、あのルッカは幻影だったのではないか？　と思った。そう思いたかった。

「いや、待てよ……」

　エクブラッド人の通称は、〝森の妖よう精せい〟である。事実、騎士国内にあるというエクブラッド人自治区は広大な森林地帯であり、「エクブラッドの森」と呼ばれている。ルッカにとっては、どんな森だろうと自分の庭も同然なのかもしれない。

　アッシュは気を奮い立たせると、手探りで前に進んだ。ごつごつとした樹皮に触れると安あん堵どしたが、ヌメヌメとした感触や、ブヨブヨとした感触を覚えるたび、慌てて手を引っこめた。足元を小動物が横切るたび、文字通り飛び上がった。

「心臓に悪すぎる……」

　愚ぐ痴ちを垂れながら進んでいたら、ふとガウェインのことを思い出した。合宿所に併設された竜舎で過ごしているドラゴンたちとは違い、ガウェインだけはノーグの森で休息をとっている。竜族の保養地として、有名な森だからだ。

「そっか。ガウェインに会いにいったんだ……」

　納得したアッシュは、ルッカの気配を追って、さらに森の奥おくを目指した。

　やがて、視界が開けた。

　ぽっかりと開けた空間には、蒼あお白じろい月光が降り注いでいる。小さな池があり、その水面には満月が映りこんでいる。

　池の脇わきには、ガウェインが身体を丸めて寝そべっていた。

　白銀の毛並みが、月明かりをきらきらと反射している。

　ルッカは、そんなガウェインからやや離れた位置にたたずんでいた。竜飼い人ブリーダーとそのパルにしては、不自然な距離感に思えた。

　ルッカの肩がかすかに震えていることに、アッシュは気づいた。

「お願い、ガウェイン。わたしには……あなたが必要」

　ルッカが哀かなしげな口調で、ガウェインに語りかけている。アッシュは木陰に身を潜めて、ルッカの言葉に聞き入った。

「アンサリヴァンにいるエクブラッド人は……わたしだけなの。故郷のみんなも、わたしに期待してる」

　返事はない。ガウェインは無反応なままだった。

「どうしてわたしを拒むの？　あなたを、本当の家族だと思ってる。あなたが聖竜マエストロになったとき、とても嬉うれしかった。なのに、どうして……？」

　その瞬間、信じがたいことが起こった。ガウェインが鎌かま首くびをもたげるなり、

「ぐるるるる……」

　ルッカを威い嚇かくしたのである。ルッカはそれ以上、足を踏み出すこともできず、その場でぺたんと膝ひざをついた。

　そして、声を殺して泣き始めた。

　ガウェインの唸うなり声に驚いたのだろうか。いつしか、梟ふくろうの啼なき声も、虫の羽音もやんでいる。森閑とした夜に聞こえるのは、ただただ、ルッカの嗚咽おえつだけであった。

　泣きじゃくるルッカの背中を見ていたら、アッシュは居たたまれぬ気持ちになった。思わず一歩を踏み出してしまう。

　──ぴしっ！

　その拍子、アッシュの足が枯れ枝を踏みつけた。しまった──と思ったときには、もう遅い。深夜の森に、その音ははっきりと響いた。

「……？」

　涙をぬぐいながら、ルッカがこちらを振り返る。さすがに、このまま隠れ続けるのは無理があるだろう。アッシュは思い切って、ルッカのもとに歩み寄った。

「あなたは……生徒会の人？」

　どうやら、まだ名前は覚えてもらえないようだ。相手はシルヴィアの名前すら覚えていなかったのだから、無理もない。苦笑しつつ、アッシュは名のった。

「アッシュだ」

「……どうして、ここに？」

「ごめん。君が、森に入っていく姿を見かけたからさ……」

　アッシュは弁解がましく答えると、ガウェインに視線を向けた。

　先ほど、ガウェインはルッカを威嚇した。完全な拒絶だった。

　ルッカはガウェインを家族のように想おもっている。それは確かなのに……なぜ、ガウェインはその想いに答えようとしないのか。なによりも、悲しみのあまり泣きじゃくっていたルッカの背中が、脳裏から離れない……。

　疑問が決意に変わるのは、一瞬だった。

　アッシュはルッカをかばうように、ガウェインの正面に立った。

「なあ、ルッカ。あのときの続き……今、試してもいいか？」

　ルッカは息を吞のんだ。

「あなたには……関係ない」

「いや、関係あるさ」

　アッシュはガウェインに向けて、さらに一歩を踏み出した。

「こいつはルッカを泣かせた。理由なら、それだけで充分だ」




　いきなりガウェインと対たい峙じしたアッシュの姿を、アーニャは遠目に監視していた。

「あいつったら……なにしてんのよ？」

　アーニャは当初の予定通り、学生食堂〈ラ・テーヌ〉から派遣されてきた。食事係としての仕事は予想以上に大変で、雑務を終えたら真夜中になっていた。

　やっと休めると思い、厨ちゆう房ぼうから自分の部屋に戻ろうとしていた矢先、アーニャはアッシュの背中を見つけたのだ。

　ノーグの森に分け入るアッシュの姿に、アーニャは興味を引かれた。

　そもそも、アーニャがわざわざ〈ラ・テーヌ〉に潜入したのは、アッシュ・ブレイクの身辺調査のためである。だだっ広い学院とは違い、合宿所という限定された空間なら、よりアッシュに近づけると思ったのだ。

　森の奥おくでアッシュが始めたことは、アーニャの予想を超えていた。あろうことか、アッシュはガウェインと対決しようというのだ。

　ガウェインの事情は一応、アーニャも話には聞いていた。体調がすぐれないため、竜舎ではなくノーグの森で休息をとるのだという。

　どうして体調の悪い聖竜マエストロをわざわざ連れてきたのか、その理由はわからない。他の食事係たちも、知らされてはいない様子だった。末端には知る必要がないということか。

　アッシュは背後に小娘をかばっている。なんとエクブラッド人だった。確かルッカ・サーリネンとかいう名前だったわね……と、アーニャは思い出した。合宿に参加する生徒の名前は、事前にすべて暗記している。

　かすかに聞こえてきた会話から察するに、ルッカとガウェインの仲は上う手まくいっていないようだ。そんな両者の不和を解消すべく、アッシュが一肌脱ごうとしている──大方、そんなところだろう。

　もしかしたら、アッシュはガウェインを乗りこなそうとしているのかもしれない。あの屍灰竜ネクロマンシアを手なずけたときと同じように。

「なによ……可愛かわいい娘この前だからって、カッコつけちゃって」

　どうして腹が立つのか、アーニャは自分でもわからなかった。




　鋭えい利りな爪つめが、月光を無む造ぞう作さに斬きり裂く。

　アッシュは素早く跳躍すると、その屈強な前肢をかわした。まともに食らったが最後、一瞬で八つ裂きにされるだろう。

「もうやめて……！」

　ルッカが悲痛な声をあげたが、引き下がるつもりはない。

　前肢での攻撃が空振りに終わったことで、ガウェインには大きな隙すきが生まれた。その隙を突いて、アッシュは手近な樹木に目をつけると、枝を足がかりにして、一気に駆け上がった。ひときわ太い枝に到達すると、眼下を見下ろす。

　視界一杯に、ガウェインの背中が広がっている。

「うぉおおおおおおおお！」

　迷うことなく、アッシュは枝から飛び降りた。

　ガウェインは今日も騎乗具を装着していないが、むしろ好都合。ドラゴンを本気で乗りこなそうと思ったら、騎乗具など邪魔でしかないのだ。事実、一流の竜騎士ドラグナーほど騎乗具を嫌うという話を、授業で聞いたことがある。

「取ったぞ！」

　ガウェインの背に着地を決める。騎馬民族が裸馬を操るように、ガウェインの背中に跨またがった。必死で首筋にしがみつく。ガウェインは躍やつ起きになって首を振り回したが、ここで振り落とされるわけにはいかない。

「くっ……！」

　すさまじい遠心力に襲われた。今にも気を失いそうだったが、なんとか踏ん張る。絶対に離すものかと、自分にいい聞かせる。

　全身全霊をこめて、ガウェインを手なずけるつもりだった。そして、ルッカを再び受け容いれるよう説得するつもりだった。

　その刹せつ那な、ガウェインが大気をつんざくような、壮絶な雄お叫たけびを放った。

「な、なんだ……？」

　ぞわり、と総毛立つ思いがした。本能的な恐怖。だが、このまま手を離しさえしなければ、ガウェインに勝機はない。アッシュが背中を取っている限り、ガウェインのブレスも、攻撃魔法も、牙きばも、そして爪つめも封じることができるはずなのだ。

　にもかかわらず、この嫌な予感はなんだろう？

　背中を取ったのはアッシュのはずなのに、むしろ自分のほうが死神に背中をさらしているような、おぞましい感覚。

　刹那、ガウェインの体内から湧わき起こるように、魔力の波動がほとばしった。

「うわあああああっ！」

　見えない壁に弾はじかれたように、アッシュは宙を舞った。

　視界がぐるりと反転する。

　煌こう々こうと輝く満月が視界をよぎったのも、一瞬のこと。

　ガウェインの尻尾しつぽが鞭むちのようにしなり、アッシュに迫った。宙に投げ出されたアッシュに、もはや避ける術はなかった。

「ごふっ……！」

　直撃だった。

　胸から腹にかけて、想像を絶する衝撃が走ったかと思うと、大地と水平に吹き飛ばされる。樹木の幹に背中から叩たたきつけられ、そのままズルズルと地面に滑り落ちた。

「がっ……がはっ！」

　たまらず咳せきこむと同時に、血を吐いた。内臓を傷めたのだろうか。ひゅうひゅう……と、喉のどから妙な音が漏れている。折れた肋ろつ骨こつが肺に刺さったのかもしれない。

　のみならず、頭部からどくどくと滴り落ちた血が左目に入り、視界の半分を容赦なく奪った。

　身体はまるでいうことを聞かなかった。ゾッとした。どれほどの重傷なのか、想像もつかない。あまり痛みを感じないのが、逆に不気味だった。まるで自分の身体ではないみたいだ。

　このまま死んでしまうのではないだろうか……底無しの絶望が胸を満たす。

　ふと、脳裏にエーコの顔が浮かんだ。

　怒っている顔。怒っている顔。怒っている顔……駄だ目めだ、どうしても怒っている顔ばかりが浮かんでしまう。どうせなら、笑顔を見せて欲しい。清せい楚そで、可か憐れんな、輝かしいばかりの笑顔を見せて欲しい……。

　──いや、駄目だ。俺おれはなにを考えているんだ？　これじゃあ、まるで……本当に死ぬみたいだ。こんな俺に、エーコが微笑ほほえみかけてくれるはずがない……。

　アッシュはなけなしの気を奮い立たせると、背後の樹木にもたれたまま、ガウェインを睨にらみつけた。

「がるるるる……」

　ガウェインは威い嚇かく的てきな唸うなりを発したまま、アッシュを見下ろしている。

　その体表を包みこむように、魔力によって構築された薄膜が張られている。その薄膜こそが、自分の身体を弾はじき飛ばした元凶なのだと、アッシュはようやく気づいた。

「リフレクション系の……防御魔法か……！」

　聖竜マエストロにしか使えない高位魔法である。

　あらゆる攻撃を無効化するのではなく、反射する。アッシュはただガウェインの背中にしがみついていただけなのだが、どうやらアッシュの存在自体が〝攻撃〟と見なされたらしい。もしかしたら、アッシュの〝どんなドラゴンでも乗りこなせる〟という才能が関係しているのだろうか？

「なんて野郎だよ……」

　あの状況で、ガウェインは咄とつ嗟さに防御魔法を使い、アッシュを強制的に排除したのだ。並みのドラゴンであれば、アッシュに背中を取られた時点で服従するというのに……。

　もはや限界だった。

　意識が途切れる寸前、ルッカの悲痛な叫び声が聞こえた気がした。




「ウソでしょ……？」

　アーニャは血の気が引く思いで、一部始終を覗のぞき見ていた。ドラゴンを相手に、丸腰の人間が立ち向かう──無謀もいいところだが、もしかしたら……という思いもあった。なんといっても、アッシュは噂うわさに名高い〈銀麗の騎士シルバー・ナイト〉なのである。

　だが、勝負は呆あつ気けなく決した。

　見るも無惨に竜の尾ドラゴン・テイルを食らったアッシュは、地面に這はいつくばったあとも意識を保っていたが、

「なんて野郎だよ……」

　その言葉を最後に、ぴくりとも動かなくなった。

　死んだのかもしれない。月明かりが照らすアッシュの姿は、凄せい惨さんの一言に尽きた。

　頭部からは血が流れているし、吐血もしたようだ。内臓をどれほど損傷したのかは、想像もつかない。

　そのとき、ルッカが絶叫した。

「いやああああああああ！」

　ルッカは血相を変えて、アッシュのもとに駆け寄った。だが、アッシュの怪け我ががひどすぎるため、どこから手をつけたらよいのか混乱している様子だった。

　その瞬間、アーニャの脳裏では、ふたつの思いが交錯した。

　──このまま放っておけば、あいつは死ぬわ。出しゃばってミルガウス様の邪魔をしたりするから、天罰が下ったのよ……。

　──でも、あいつには借りがあるわ。ここで見捨てたりしたら、あたしは……タンタロス族としての誇りを失うことになるんじゃないの？　あいつは損得勘定抜きで、あたしを助けてくれた……。

「ああもう！」

　迷いは一瞬だった。あの頼りない小娘に任せていたら、アッシュは確実に絶命する。

　下手をすれば、どうして一介の食事係がノーグの森にいたのか、あとで追及されることになるかもしれない。いや、そのときはそのときだ。理由など、適当にいいつくろっておけばいい。

　アーニャは木陰から飛び出すと、ルッカを突き飛ばした。

　ルッカは動揺のあまり、アッシュの上半身を抱き起こそうとしていたのだ。下手に身体を動かせば、それだけで命に関かかわるというのに。

「なにやってんの！　応急処置はあたしがするから、あんたは人を呼んできて！」

「は……はい」

　ルッカは戸惑いをあらわにしたが、今が一刻を争うときだということは、理解してくれたようだ。きびすを返すと、森の闇やみに溶けこむように駆け去った。
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「……？」

　気がつくと、そこは見知らぬ空間だった。

　白と黒が交錯するように、正方形のタイルが敷き詰められた床。壁際には、制作途中と思おぼしきオブジェが散らばっている。人体や鳥獣、甲かつ冑ちゆう、建築物……などなど。天井には王宮のシャンデリアさながら、豪ごう華か絢けん爛らんたる竜華灯が吊つり下げられている。

　部屋の中央にはアンティーク調のベッドが置かれており、アッシュはそこに寝かされていた。

「俺おれは確か……」

　ガウェインとの対決に敗れ、大おお怪け我がをした。そこまでは覚えているのだが、記憶が途絶えている。そもそも、あれほどの重傷だったにもかかわらず、身体に痛みがない。傷もない。血ち塗まみれになっていたはずの私服も、綺き麗れいになっている。あまりに不自然だった。

「お目覚めかしら」

「うわっ！」

　耳たぶに息を吹きかけられ、アッシュはギョッとしてのけ反った。いつの間に忍び寄ってきたのか、ベッドの縁に少女が腰掛けている。

「こうして対面するのは、久しぶりね」

　妖よう艶えんな少女だった。肌にぴったりと張り付いたドレスのせいで、豊満な肉体の輪郭が浮き彫りになっている。頭部には鋭えい利りな角が二本生えているが、不思議と違和感は覚えなかった。髪の毛はエーコと同じピンク・シルバー。

「お前は……ナヴィーか？」

　初めて出会ったのは、エーコが誕生する一週間ほど前のこと。いや……「出会った」という表現は間違っているかもしれない。ナヴィーはあくまでも、アッシュが見た夢の中に登場した少女なのだから。

　夢の中で、ナヴィーはアッシュの全身を舐なめるように愛あい撫ぶした。ただ思い出すだけで、アッシュは頰ほおに熱を覚えてしまう。

「うふふ……」

　ナヴィーは艶つやっぽい笑みを浮かべると、身を乗り出してきた。甘い香りがふんわりと漂ってくる。ここがベッドの上だということを思いだし、アッシュは落ち着かない気分になった。まさか、夢の続きをここでやろうというのだろうか……？

「いや、ちょっと待て！」

　アッシュはナヴィーの豊満な乳ち房ぶさから目を逸そらすと、叫んだ。

「ナヴィーがいるということは……これは夢なのか？　いや、そうとしか思えない。あれほどの怪け我がを負ったのに、今の俺おれは無傷なんだからな！」

「夢なんかじゃないわよ」

「ゆ、夢じゃないなら……もしかして〝あの世〟か!?」

　恐怖に怯おびえるアッシュの顔がおかしかったのか、ナヴィーはくすくすと微笑ほほえんだ。

「ここは遣けん竜りゆう工こう房ぼうよ。竜族が己おのれの作品を制作するための場所。わたしが、あなたをここに呼びよせたの」

「なんだかよくわからないけど……とりあえず、俺は生きてるんだな？」

「肉体が無事ならば、ね」

「どういうことだ？」

「今のあなたは、いわば幽体なのよ」

「マジかよ……」

　アッシュは愕がく然ぜんとして、自分の身体を見下ろした。

「そう。肉体とは切り離されているの。物質世界での肉体が機能を停止すれば、あなたが戻る場所はなくなるわ」

「じょっ、冗談じゃねぇぞ！　今すぐ俺を元に戻せ！」

「慌てないで。あなたをわざわざ呼んだのには、ちゃんと理由があるのよ。この子が、どうしてもあなたに伝えたいことがあるからってね」

　その言葉に呼応するかのように、

「きゅう」

　ナヴィーの肩先から、小さな動物がぴょこんと顔を出した。ネズミ程度のサイズだが、よく見るとドラゴンである。

「そいつは？」

「ガウェインよ。聖竜マエストロといっても精神的には未熟だから、こっちではこんな姿なのね」

「ほ、本当にこいつがガウェイン……!?」

　アッシュはまじまじと、目の前の小動物を見つめた。いわれて見れば、確かにガウェインの面影がある。

「ふっふっ……今なら俺の圧勝だな？」

　アッシュがにやりと不敵に笑うと、

「きゅうん！」

　ガウェインは怯えたように鳴いて、ナヴィーの背後に隠れてしまった。

「……ったく、いい子ぶりやがって。で、俺に伝えたいことって、なんだよ？　いっておくが、俺はお前に殺されかけたんだからな？」

　アッシュが憮ぶ然ぜんとして訊たずねると、ガウェインはナヴィーの肩に乗り、なにかをささやくように鳴いた。どうやら、ナヴィーに通訳してもらうつもりらしい。

　ガウェインが語り終えると、ナヴィーは改めてアッシュを見つめた。

「この子はね、自分の主人はルッカさんだけだといっているわ。あなたを本気になって拒絶したのは、彼女以外の誰だれかに自分の背を預けたくなかったから。たとえ、あなたが〝どんなドラゴンでも乗りこなせる男〟だとしてもね」

「どういうことだよ？　お前がルッカを拒絶してたくせに……」

「きゅーん！」

　ガウェインは不機嫌そうに鳴くと、再び自分のいいぶんをナヴィーに伝えた。

「……なるほどね。ガウェインはルッカさんを想おもえばこそ、拒絶していたのよ。この子がいうには、今から三ヵ月ほど前、ルッカさんはガウェインの背から転落した」

「えっ……そんな話、聞いてないぞ」

　アッシュは不意打ちを食らった気分になった。三ヵ月前といえば、ガウェインがルッカを拒絶するようになった時期と一致する。

「エクブラッド人は高潔な民でね。ドラゴンの背から転落することは、恥と見なす風潮が残っているのよ。だから、ルッカさんも誰かに打ち明けることができなかったの」

　アッシュにはよくわからない感覚だったが、それがエクブラッド人の風潮だといわれれば、納得するしかなかった。

「一体、どういう状況で転落したんだ？」

「エクブラッド人の統領に代々伝わる、騎竜演舞は知ってる？」

「いや、初めて聞いた」

「文字通り、ドラゴンに騎乗した状態で踊るの。ルッカさんは黙っていても、いずれ統領になる運命だから、今から練習しておかなきゃならないってわけ。ちなみに、騎竜演舞を完成させることができれば、様々な魔法効果が発動するのよ」

「じゃあ、騎竜演舞の練習中に……転落したってわけか」

「そういうこと。転落して以来、ルッカさんはガウェインに恐怖心を抱いてしまった。幸い軽い怪け我がですんだとはいえ、転落したときのイメージは心に深く刻まれた……」

「恐怖心？　でも、ルッカにそんな様子はなかったぞ？」

「あの子自身、自分の恐怖心がどれほど大きいものなのか、ちゃんと自覚できていないのでしょうね」

　アッシュはふと、重大な事実を思い出した。

　そう……ノーグの森でガウェインと対たい峙じしたルッカは、必要以上にガウェインから離れていた気がする。毛並みを撫なでることさえしなかった。学院の第七竜舎でも、ルッカはガウェインに対し、妙に距離を置いていた。

　あの不自然な距離感は、ルッカの恐怖心が生み出したものだったのだ……！

「そんな心持ちで騎乗を続けていては、いずれ大怪我をするのは必至。己おのれのパルに恐怖を抱いた竜騎士ドラグナーの末路なんて、哀れなものだわ。最悪、命を失いかねない。ルッカさんを強く想おもえばこそ、ガウェインは騎乗を許さなかったのね」

「そうだったのか。なんだよ、ガウェイン。お前、実はいい奴やつじゃないか。けど、星精路アストラル・フロウが途切れているのは、どういうわけだ？」

「賢けん竜りゆう魔法アルビオンを発動させた結果、竜族は特殊な制約を受けるようになったわ。飼い主を拒めば拒むほど、竜族は星精アストラルの補給を受けられなくなる──それもまた、制約のひとつなの。このままの関係が続けば、ガウェインは遠からず死ぬわね。ノーグの森で少しは補給できたようだけど……あと五日も保つかどうか」

「──！」

　アッシュは息を吞のんだ。

　あと五日。それほどまでに事態が差し迫っていたとは、予想外だったのだ。

「ガウェイン。お前は……自分の命を賭としてまで、ルッカを守っていたのか」

　アッシュが真顔で語りかけると、しかし、ガウェインは生意気そうな顔をして、「ふん」と鼻を鳴らすだけだった。案外、照れているのかもしれない。

　苦笑を浮かべたのも束つかの間ま、アッシュは奇妙な違和感にとらわれた。

「……えっ？」

　慌てて自分の身体を見下ろす。肌がどんどん透明になっているのだ。のみならず、抗あらがいがたい引力に、ぐいぐいと引っ張られている気がする。

　事実、足が床から離れつつあった。

　このままだと、宙に浮かんでしまいそうだ。

「お、おい……これは一体……？」

「どうやら、お迎えが来たようね」

　ナヴィーはあっけらかんと、恐ろしいことを告げた。

「ええっ!?」

　アッシュの驚き方がよほどおかしかったのか、ナヴィーは苦笑した。

「お迎えといっても、そういう意味じゃないわ。むしろ逆よ。回復した肉体が、幽体を呼び寄せているのね。自然の摂理よ」

　その言葉を聞いて、アッシュはホッと安あん堵どした。

「じゃあ、俺おれは助かるんだな？」

「そういうこと」

　ナヴィーはベッドから立ち上がると、アッシュの正面に歩み寄ってきた。心なしか、その頰ほおがほんのりと染まっているように見えるのは、気のせいだろうか。

「あなたの成長を楽しみにしているわ──〝アヴァロンの騎士〟」

「アヴァロン？　なんのことだ？」

　ナヴィーは返事をする代わりに、アッシュの頰ほおを両手で優しく挟みこんだ。幽体の身にもかかわらず、柔らかな女性の手の感触がはっきりと伝わってくる。

「ふふっ。早くわたしを乗りこなしてね」

「いや、俺おれのパルはエーコだからさ……」

「あの子とわたしは表裏一体。あの子を乗りこなすということは、同時にわたしを乗りこなすことでもあるのよ」

「それはどういう──？」

　それ以上、質問を飛ばすことは許されなかった。なぜなら、ナヴィーが濃厚な口づけを求めてきたからだ。

「むぐっ……！」

　ナヴィーのつややかな唇が、アッシュの下唇を挟みこむ。かと思えば、今度は上唇を強引に吸われた。互いの唾つばが交じり合い、唇と唇が湿り気を帯びた頃ころ、ナヴィーが舌を入れてきた。

「……んっ！」

　ついには、舌と舌がねっとりと絡み合った。

　……ようやくナヴィーが唇を離したとき、アッシュの意識は朦もう朧ろうとなっていた。あまりに濃厚な洗礼だった。世の中にこんなキスがあることを、初めて知ったほどだ。












　ナヴィーもまた、いつになく熱っぽい顔をしていた。真紅の目はとろんとして、じっとりと潤んでいる。

「あの子とも、こういうキスができるといいわね」

「な、なにをいって──！」

「ふふっ。また会いましょう」

　ナヴィーの濡ぬれた唇が言葉を紡ぐと同時に、アッシュは強烈な引力に導かれ、闇やみへと吞のみこまれた。
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「ここは……？」

　またしても見知らぬ部屋で、アッシュは目覚めた。ただし、あの遣けん竜りゆう工こう房ぼうのように、現実離れした空間ではなかった。

　消毒用アルコールの匂い。白いカーテン。そして薬品棚。半開きになったカーテンの向こうには、朝あさ靄もやに覆われたアロンヌ湖が見える。

　どうやら、合宿所の医務室らしい。

　ふと、アッシュは奇妙な感触に気づいた。

「……なんだ？」

　掛け布団の下で、右手をもぞもぞと動かしてみる。すべすべとして、ぷにぷにとした感触。ほんのりと温かい。明らかに、生き物の感触だった。

「ええええええっ!?」

　アッシュは驚きよう愕がくのあまり、跳ね起きた。身体がズキズキと痛んだが、それどころではなかった。

　掛け布団をめくった瞬間、とんでもない光景が視界に飛び込んできたのだ。慌てて掛け布団を元に戻したが、その光景はアッシュの網膜に焼きついた。

「ルッカが……どうしてここに？」

　だらだらと、脂あぶら汗あせが滴り落ちる。

　そう、布団の中に潜りこんでいたのは、なんとルッカだった。

　しかも全裸である。

　胎児のように身体を丸めていたため、大事な部分こそ見えなかったものの……あまりに心臓に悪い。

　と同時に、アッシュは自分もまた、全裸に剝むかれていることに気づいた。胸から腹にかけて、包帯でぐるぐる巻きにされてはいるものの、衣類はなにも着用していないのだ。

　おそらく、治療するのに服が邪魔だったのだろう。それはそれで理解できる。だが、どうしてルッカまでが裸になって、自分と同じベッドで寝ていたのだろう？

　改めて、医務室をぐるりと見渡す。空の色から察するに、早朝なのだろう。湖こ畔はんは森閑と静まり返っている。

　ベッドの周囲には、灯とう明みよう台に似た銀色の容器がずらりと並べられていた。

「これは……？」

　どの容器にも、水色の結晶が載せられている。治癒効果のある、極めて貴重な竜りゆう綺き華か晶しようであることに、アッシュは気づいた。

　選抜合宿では苛か酷こくなトレーニングが行われるため、怪け我が人にんも多いと聞く。おそらくは、学院があらかじめ用意していた備品なのだろう。

「そっか……治癒魔法のおかげで助かったんだな」

　納得顔で頷うなずいたのも束つかの間ま、胸のあたりにズキリと痛みが走った。

「いてっ！」

　治癒魔法をもってしても、さすがに完治は無理だったようだ。なにげなく頭に手をやると、こちらにも包帯が巻かれている。

　この調子では、しばらくは病人として扱われそうだった。

　アッシュが嘆息していると、ルッカがかすかな声を漏らした。

「んっ……」

　尖とがった耳の先端が、ぴくぴくと動いている。

「ふわぁ……」

　やがて、ルッカは寝ぼけた顔をして、ゆっくりと起き上がった。膨らみの感じれない胸を隠そうともせず、しばらくは眠たげな瞳ひとみでアッシュをぼんやりと眺めていたが……瞳の焦点が定まったかと思うと、いきなりアッシュに抱きついてきた。

「無事……だった……！」

「おわっ！」

　妖よう精せいのように可か憐れんな少女に抱きつかれ、アッシュは狼ろう狽ばいした。しかも、ここはベッドの上で……お互いに全裸なのである。

「いてててて！」

　ルッカに抱き締められた途端、胸のあたりに激痛が走った。妖精じみた裸身にドキドキしている場合ではない。

「ご、ごめん……なさい」

　ルッカはしょぼんとして、アッシュから離れた。

「い、いや……大丈夫だから。そ、それより、服を着てくれないか？　大体……どうしてルッカが俺おれのベッドに？」

　透き通るような裸身から目を逸そらしつつ、アッシュはおずおずと訊たずねた。

「……………………」

　ルッカはベッドから離れると、床に落としていたネグリジェを手に取った。その間に、アッシュは掛け布団で自分の裸を覆い隠した。

　寝間着姿になったルッカは、ベッドの脇わきに置かれていた椅い子すにちょこんと腰掛けると、先ほどの問いに答えた。

「あなたの体温が低下してたから……温めようと思って」

「そ、そうか。ありがとな」

　礼を述べた直後、アッシュは遣けん竜りゆう工こう房ぼうでの一幕を思い出した。

「そうだ……！　信じてもらえないかもしれないけど、俺おれ……さっきまで遣竜工房にいたんだよ」

「遣竜工房？」

　ルッカはきょとんと小首を傾かしげた。

「ああ。竜族が創作活動をするための工房だ。俺はそこで、ガウェインと話したんだ」

「えっ……？」

　目を丸くしたルッカに、アッシュは語り始めた。




　アッシュがすべてを語り終えたとき、ルッカはぼろぼろと涙をこぼしていた。

「そんな……ガウェインは……わたしのために……わたしを守るために……自分の命を犠牲にしてまで……」

　肩を震わせて泣きじゃくるルッカを見ていたら、アッシュはあることに気づいた。

　以前は感情の希薄な女の子だと思っていたが、そうではない。おそらく、ルッカは感情表現が苦手なだけなのだ。事実、こうしてガウェインを想おもって泣いている。

　思い返せば、あのときもそうだった。

　月夜の森でガウェインと対たい峙じしたとき、ルッカはやはり泣いていた。その涙に心を打たれたからこそ、アッシュはガウェインに立ち向かった──。

「そうだ。ガウェインはルッカを心配しているからこそ、あえてルッカを背中に乗せるのを拒んだ。自分のパルに恐怖心を抱いた騎手は、いつか命を落とすから……」

「わたしが……わたしのせいで……」

「しっかりするんだ！」

　酷だとは思ったが、アッシュはあえて叱しつ咤たした。遣竜工房で、ナヴィーは確かに告げたのだ。ガウェインの命は、もう……。

「落ち着いて聞いてくれ。ガウェインの寿命が迫っている……俺が遣竜工房で聞いた話だと、あと五日」

　びくん、とルッカの肩が跳ねた。

「そういえば……俺おれは一体、どれくらい眠っていたんだ？」

　今さらながら、アッシュは訊たずねた。ルッカは蒼そう白はくな顔で、ぼそりと答えた。

「今日は……六日目」

「えっ？」

　アッシュは愕がく然ぜんとした。合宿初日の夜に意識を失って以来、アッシュはずっと眠り続けていたことになる。

　選抜合宿は七日間と定められているが、実質的には六日目が最終日といっていい。七日目の予定といえば、アンサリヴァンへの帰還──ただそれだけなのだから。

　なお、六日目のスケジュールは合宿所の清掃がメインで、夕方からは打ち上げパーティーが予定されている。

　つまり、選抜合宿は終了したも同然だった。

　だが、すべてが無駄だったとは思わない。アッシュが死ぬ気でガウェインにぶつかったからこそ、真実が判明したのだから。

　なにはともあれ、まずはガウェインの安否を確かめねばならない。ナヴィーの予測が正しければ、ガウェインはいつ死んでいてもおかしくないのだ……。

「ルッカ！　今すぐガウェインのもとに行くんだ！」

「でも、あなたを放っては……行けない」

「俺はもう大丈夫だから。今はガウェインのことだけを考えるんだ！」

「……わかった」

　ルッカは涙を拭ぬぐうと、気丈にも顔をあげた。

　その真しん摯しな眼まな差ざしに、アッシュは強く胸を打たれた。

　アッシュが頷うなずいてみせると、ルッカは医務室を飛び出した。

　ナヴィーは「五日」と宣言した。

　そして、アッシュは五日間にわたり眠り続けていた……。

　もどかしさのあまり、ズキズキと痛む拳こぶしを無理やり握り締めたそのとき、

「アッシュ！」

　医務室に飛びこんできたのは、なんとエーコだった。ピンク・シルバーの髪を振り乱して、ベッドのそばに駆け寄ってくる。

　心なしか、エーコは憔しよう悴すいしているように見えた。あまり寝ていないのだろうか。目元が腫はれているのも気になった。どうやら泣かせてしまったらしい。胸が痛んだ。

　──拳げん骨こつのひとつやふたつは仕方ないか……。

　そんな風に覚悟を決めたアッシュの予想に反し、エーコは掛け布団の上からすがりついてきた。

「バカバカバカ！　死ぬかと……死ぬかと思ったじゃない！　なにやってんのよ？　あんたは……あたしのモノなんだからね……！」

　エーコは掛け布団に顔を埋めると、えぐえぐと泣きじゃくった。

「ごめんな、エーコ」

　アッシュは痛みをこらえつつ腕を上げると、エーコの頭を撫なでた。

　考えてみれば、まだ起床の鐘は鳴っていない。にもかかわらず、あのお寝坊さんがこうして駆けつけてくれた。

　なんだかんだいって、エーコは俺おれのパルなんだな……そんな温かい気持ちが、胸をじんわりと満たしていく。

　もっとも、そんな穏やかな時間は、あまり長くは続かなかった。

「とりあえず、意識が戻ってなによりだ」

　レベッカを筆頭に、生徒会の面々がどやどやと室内に雪な崩だれこんできたからである。

「この愚か者が！」

　苦虫を嚙かみつぶしたような顔で叫ぶシルヴィア。

「君がバカだったおかげで、僕は二人部屋をのびのびと使うことができたよ」

　眼鏡の位置を補整しつつ、憎まれ口を叩たたくマックス。

「……………………」

　ただし、ジェシカだけは眉まゆ根ねを寄せたまま、なぜかアッシュの掛け布団に鼻先を近づけている。本来ならば、真っ先に抱きついてきそうなものだが……。

「……なにをやっているんだ？」

　アッシュが訊たずねると、ジェシカはキッと鋭い眼まな差ざしを向けてきた。

「これは一体……どういうことですの!?　掛け布団にルッカさんの残り香が染みついているなんて！　まさか、アッシュ様は……ああいう幼い子が好みなのですか!?」

「いやいや、ちょっと待て！」

　アッシュは焦った。ルッカがベッドにもぐりこんでいたのは事実なので、言葉に窮してしまう。

「なんですって！」

　真っ先に反応したのは、エーコだった。先ほどとは打って変わって、妙に冷めた表情で掛け布団の匂いを嗅かぐと、目をみひらいたのである。

「本当だわ。この薬草じみた匂い……あのエクブラッド人よ！」

「お、落ち着け。頼むから落ち着いてくれ、エーコ……」

　アッシュは戦々恐々となった。今すぐ窓から逃げ出したい気持ちだったが、今のアッシュは全裸である。ベッドから抜けだしたが最後、素っ裸をさらすことになってしまう。逃げるに逃げられない状況だった。

「ちょっと……あんた？　このあたしでさえ、医者から面会謝絶っていわれて、大人おとなしく引き下がったっていうのに……」

「そ、そうだったのか？」

　エーコの言葉から察するに、どうやらルッカは無断で医務室に入ったらしい。

「アッシュ、お前という奴やつは……よりにもよって、あんなにも幼い下級生を……ベッドに引きずりこんだ……だと？　しかも、怪け我が人にんの分際で……皆が本気で心配していたというのに……」

　シルヴィアも、わなわなと身体を震わせている。

「いやいや、誰だれも引きずりこんでないから！　勝手に妄想するな！」

　残念ながら、シルヴィアは聞く耳をもたなかった。

「女の敵には死の鉄てつ槌ついを！」

　ああ、このパターンは……と、アッシュは泣きたい気持ちに駆られた。

「ま、待ってくれ。俺おれは怪我人だからな？」

　そんなアッシュの懇こん願がんも空むなしく、シルヴィアはとっくに拳こぶしを握り締めている。

　エーコも烈火のごとき表情で、右足を振り上げていた。

「我が家の家訓だ！」

「踏みつぶすわよ！」
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「ふう……結局、たいした収穫はなかったわね」

　右手には懐中竜華灯、左手には霊れい廟びよう内部の地図を携え、アンジェラは溜ため息いきをついた。

　アンジェラは単身、泊まりこみでウィリンガム霊廟を探検していた。

　一応、座学の担当講師という名目で同行したアンジェラだが、本来の目的は霊廟の調査だったのである。それくらいの見返りがなければ、汗臭い強化合宿などに同行するはずもない。

　ウィリンガム霊廟にこもってから、かれこれ六日目になる。合宿の初日、アロンヌ湖こ畔はんにたどり着くなり、アンジェラはいそいそと足を運んだのだった。

「歴史的な価値は計り知れないけど……期待外れだわ」

　ウィリンガム霊廟は、天然の洞どう窟くつを利用した墓所である。さすがは二千年の歴史を誇る霊廟だけあって、内部は厳かな気配に満ちている。

　途中、何度かドラゴンの化石に遭遇した。霊廟なので、どの遺い骸がいもきちんと埋葬されているものと思いきや、例外もあるのだった。

「……あら？」

　出口を目指して、歩き出した矢先──アンジェラはぴたりと足を止めた。

　目の前には、見覚えのないＹ字路。普段は冷静なアンジェラだが、このときばかりはサッと血の気が引いた。

「もしかして……」

　改めて地図を凝視する。現在位置だと思っていた地点とは、明らかに違う場所。どうやら自分でも気づかぬうちに、道に迷っていたらしい。睡眠不足のせいで、判断力が鈍っていたのかもしれない。

　なんにせよ、このままでは……埋葬されたドラゴンたちと同じ末路をたどることになってしまう。

「まあ、ドラゴンをこよなく愛するわたしだもの。それも悪くない──……わけないでしょ！」

　自分で自分にツッコみながら、アンジェラは頭を抱えた。

　一応、アンジェラがウィリンガム霊れい廟びように向かったことは、教師も生徒も知っている。このまま自分が戻らなければ、きっと捜索してくれるだろう。

「まったく……ツイてないわ」

　背負っていた荷物を床におろすと、アンジェラは岩壁に背中を預けた。こんなとき、焦って動き回るのは得策ではないと判断したのだ。

　──かちり。

　刹せつ那な、自然界にはあり得ない音が聞こえた。

「……えっ？」

　と同時に、アンジェラの背中が触れた壁が、ずずずずず……と地鳴りのような音をたてて、移動したのである。

「なっ……なんなの？」

　慌てて振り返ると、ただの岩壁だったはずの場所に、長方形の穴がぽっかりと空いている。アンジェラは慌てて懐中竜華灯を掲げた。

　穴のむこうは隠し通路になっているらしく、最さい奥おうまで見渡すことはできない。

「もしかして……竜族が設計した仕掛けかしら？」

　詳細は不明だが、アンジェラがもたれかかったことで、その仕掛けが発動したのは確かだった。傍はた目めには、天然の壁にしか見えなかったのだが……。

　眼鏡に付着した砂すな埃ぼこりをぬぐうと、アンジェラは歓喜の声をあげた。

「こんな仕掛けがあったなんて、世紀の大発見よ！」

　アンジェラは懐中竜華灯を掲げると、自分の陥った苦境すら忘れて、隠し通路に足を踏み入れた。




「素晴らしいわ……！」

　隠し通路の終点にたどり着くなり、アンジェラは感極まって声をあげた。

　そこは、およそ霊れい廟びようという場所には不似合いな空間だった。

　広さは学院の教室くらいだろうか。岩をくり抜いて作った空間には、本棚や机、そしてソファなどが置かれているのだ。

　床には幾き何か学がく模も様ようが描かれた絨じゆう毯たんが敷かれており、優雅な雰囲気を感じさせる。

　天井に懐中竜華灯を向けた途端、アンジェラは瞠どう目もくした。

「あれは……」

　なんと、天井には絢けん爛らんたる意匠を施されたシャンデリアが吊つるされているのだ。さも当然のように、竜りゆう綺き華か晶しようを内蔵した竜華灯である。盗掘業者が見つけたなら、真っ先に持ち帰っていただろう。

　アンジェラは頭上を仰ぐと、シャンデリアに向けて呪じゆ文もんを唱えた。初歩の竜媒魔法オラクルである。たちまち、竜華灯が燦さん然ぜんと輝いた。懐中竜華灯とは比較にならない、輝かしい光輝が室内を満たす。おかげで、部屋の隅々まで観察できるようになった。

「この絨毯……間違いなく、竜族の作品ね。このデザインは、竜族の間で千年くらい前に流は行やった様式だわ。他の家具も、竜族が好むデザインだし……」

　制作者クラフト・ワーカーとしての側面を持つ竜族は、独特の美的感覚をそなえている。人間の創作物とは、明らかに一線を画していた。

「一体……竜族はなんのために、こんな部屋を作ったのかしら？」

　ふと、アンジェラは机に視線を向けた。

　アンティーク調の机には、大きな書物が置かれている。あたかも、その書物こそがこの部屋の主役であるとばかりに、物々しい雰囲気を放っていた。

「もしかして……この本を人類に託すため……？」

　アンジェラは机に近寄ると、書物を手に取った。やたらと豪華な装丁が印象的で、ずしりと重い。まるで百科事典のようだと思った。

　表紙に刻まれた古代文字を一いち瞥べつするなり、アンジェラは叫んだ。

「まさか……『旧約星せい書しよ』……!?」

　驚きのあまり、眼鏡がずり落ちた。

　シェブロン王国とロートレアモン騎士国の国教は、ロサ・マリア教である。その教義が記されているのが、一般に『星書』と呼ばれる聖典だ。

　そこには聖女ロサ・マリアと、その飼い竜パルであったエーコの生涯がつづられている。信者はロサ・マリアとエーコの生き様を通して、教義を学ぶわけである。アッシュが自分のパルに「エーコ」と名づけたのは、この『星書』に由来する。

　ちなみに、『星書』には「旧約」と「新約」の二種類が存在するといわれているが、ロサ・マリア教の総本山たるエスパーダ聖庁が認めているのは、新約のみである。旧約については、大昔に禁書に指定されたはず……。

　アンジェラは興奮気味に、ページをめくった。ほとんど無意識に、序盤の文章を読み上げる。

「……賢竜王インボルクから分かたれし、大いなる血統がふたつ。アヴァロン聖せい竜りゆう皇こう家けと、ネハレンニア冥めい竜りゆう王おう家け。両家による果てしない戦い──」

　アンジェラは首をひねった。

「これって、もしかして……古王国ゾノ・トーン時代の出来事かしら……？　まるでおとぎ話みたいだけど……」

　アンジェラの疑問に答えるように、突如、何者かの声が降って湧わいた。

「いや、現実に起こった出来事だ」

「──っ！」

　アンジェラは『旧約星せい書しよ』を抱きかかえると、突然の闖ちん入にゆう者しやを冷たく見すえた。

「盗掘業者……には見えないわね」

「遥はるかなる太古、このアルク＝ストラーダ大陸にゾノ・トーン文明が発祥した頃ころ……賢竜王インボルクの血統を受け継いだ両家は、血で血を洗う抗争に明け暮れたのだ」

　意味深な言葉を告げたのは、長身瘦そう軀くの男だった。

　一番の特徴は、銀色の仮面だろう。目元を完全に覆い隠しているので、表情を読み取りにくい。髪は赤と白のメッシュで、禍まが々まがしい雰囲気を放っている。

　旅の傭よう兵へいじみた服装をしているが、そんな身なりとは不釣り合いなほど、不思議な気品を感じさせる男だった。

　男の背後には、小麦色の肌をした少女がひっそりと控えている。可愛かわいらしいといってもいい顔立ちながら、意志の強そうな目をしていた。

　少女の華きや奢しやな身体を包んでいるのは、山岳民族タンタロスの軽装である。左腕の籠こ手てが特徴的で、おそらくは武器を仕込んでいるのだろう。

「あなたたちは、まさか……！」

　アンジェラは即座に思い出した。

　二ヵ月ほど前、アッシュが森の中で出会ったという、謎なぞの二人組。

　生徒会が作成した報告書には、アンジェラも目を通していた。男のほうは、少女から「ミルガウス様」と呼ばれていたらしい。

「こんな遺跡に、なんの用かしら？」

　アンジェラは努めて冷静を装いつつ、余裕ぶった口調で訊たずねた。

　右手の中指には、竜りゆう綺き華か晶しようをあしらった指輪をはめている。炎の属性を秘めた、真っ赤な結晶体だ。

　勝機があるとすれば、ミルガウスと少女の不意を衝ついて、竜媒魔法オラクルを発動させるしかない……。

　だが、そんなアンジェラの考えなどお見通しとばかりに、ミルガウスは告げた。

「紅の炎竜吐息クリムゾン・エクス・ブレスでも放つ気か？」

　自分が唱えるつもりだった竜媒魔法オラクルをあっさりと見抜かれ、アンジェラは息を吞のんだ。

「無駄だな。蜻蛉かげろうを焼き尽くせるだけの炎を生み出したとして、それがなんの役に立つ？竜族にとっては、ただの火花に過ぎない。そうだろう、アン？」

「なっ……！」

　アンジェラは目をむいた。「コーンウェル博士」と呼ばれたのであれば、別段、驚くには当たらない。アンジェラはドラゴン研究の権威であり、帝国人に名前と顔を知られていても不思議はない。

　だが、ミルガウスはあえて「アン」と呼んだ。

「あ、あなたは……まさか……！」

　その刹せつ那な、アンジェラは奇妙な既視感を覚えた。その既視感が確信に変わったとき、アンジェラは『旧約星せい書しよ』を落とした。

　ミルガウスの優雅な口調と、深みのある声には、確かに聞き覚えがあった。

　初対面のはずなのに、アンジェラはその声を確かに知っている。

　いったんその事実に気がつくと、ミルガウスの佇たたずまいや姿勢、かすかに浮かべた微笑までもが、アンジェラの知っている「彼」と一致した。












　──わたしはこの人を知っている！　だけど、あの人はもう、この世には……。

　アンジェラは唇を震わせながら、ミルガウスの顔を凝視した。そんなはずはない……と思いながらも、仮面の下に隠された素顔を想像した。





　　　　◇






　それは、今から十二年前のこと。

　当時、十三歳の若さでフォンティーン大学を卒業した天才少女、アンジェラ・コーンウェルは、すぐさま留学することに決まった。

　留学先はシェブロン王国の最高学府、フェアチャイルド大学である。学費はすべて、騎士王家が負担してくれた。

　フェアチャイルド大学の研究室で、アンジェラは「王子様」と出会った。

　夏も真っ盛り──獅子宮レオの月だったと記憶している。

　その日、フェアチャイルド大学は創立記念祭で賑にぎわっていた。

　だが、アンジェラはひとり、研究室にこもってドラゴンの研究に打ちこんでいた。教授陣も、同じ研究室に所属する学生たちも皆、お祭りのために出払っていた。

　そんなアンジェラの前に、ひょっこりと顔を出したのがジュリアスだった。

　アンサリヴァン騎竜学院の夏期休暇を利用して、ジュリアス・ロートレアモンはシェブロン王国を訪れていたのだ。親善訪問と旅行を兼ねていたらしい。

「ははっ。天使かと思った。君は教授の娘さん？　それとも、学生の妹さんかい？」

「わ、わたしだって……れっきとした学生です！」

　話を聞いてみると、ジュリアスは騒さわがしい取り巻きから逃げてきた挙げ句、校舎に迷いこんできたという。

　繊細そうな美び貌ぼうとは裏腹に、茶ちや目めっ気けのある人だと思った。

　当時のジュリアスは十六歳で、既に竜騎士ドラグナーの称号を得ていた。

　武勇と知性を兼ね備え、しかも美丈夫。うぶな少女だったアンジェラにとって、ジュリアスとの出会いはあまりに鮮烈だった。

　天才ゆえに孤独でもあったアンジェラの心を、ジュリアスの笑顔は一瞬で溶かしたのだった──。
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　目の前のミルガウスは、あのジュリアス王子の面影を、恐こわいくらいに感じさせた。たとえ仮面を装着していようと、髪が変色していようと、その気品や身のこなしは当時のままだったのである。

「そんな……バカな……！」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすアンジェラ。

　と、ミルガウスが背後の少女に向けて、冷然と命じた。

「やれ」

　少女は素早く、左腕の籠こ手てに収納されていた武器を取り出した。山岳民族タンタロスが愛用することで有名な、革製の鞭むちだった。

「はぁっ！」

　少女の痛烈な声と同時に、鞭がしなる。

　ひゅん！　と風を切る音がしたときには、アンジェラは膝ひざを屈していた。衝撃で眼鏡が外れ、地面に転がり落ちる。

「うぐっ……！」

　少女は正面から立ち向かってきたのに、アンジェラは背中に激痛を覚えた。変幻自在の鞭は、アンジェラの視界を軽々と飛び越えて、背後に回りこんだのだった。

「あ、あなたたち……なんのつもりで……ウィリンガム霊れい廟びように──」

　その瞬間、アンジェラの脳裏にひとつの可能性が浮かび上がった。

　現時点では、屍灰竜ネクロマンシアにアンサリヴァン市を襲わせた犯人は判明していない。

　だが、ミルガウスがアンサリヴァン地方に姿を現した時期から察するに、彼が犯人だという可能性は充分に考えられる。

　──屍灰竜ネクロマンシアを生み出すには、竜族の遺灰が必要である。

　もし、ミルガウスが屍灰竜ネクロマンシアを放った張本人だとすれば、このウィリンガム霊廟という場所は、あまりに危険すぎるのではないだろうか。地面の下には、竜族がいくらでも埋葬されているのだ……！

「お願い……今すぐ……ここから逃げて──」

　今も湖こ畔はんで打ち上げパーティーの準備に励んでいる生徒たちに向けて、アンジェラは震える声でつぶやいた。

　もちろん、その言葉が生徒たちに届くことはなく──

　少女が放った手刀の一撃で、アンジェラは意識を失った。




　アンジェラが失神したのを確かめると、アーニャはミルガウスを振り返った。

「この女……どうします？　優秀な学者ですし、殺してしまうには惜しいかと……」

　ミルガウスは、あくまでも冷然とした口調で応じた。

「私には不要な人材だ。さっさと殺し──……がはっ！」

　次の瞬間、ミルガウスに異変が起きた。急に頭を抱えると、苦しそうにうめいたのである。ついには膝ひざをついて、悶もだえ始めた。

「くっ……奴やつめ！　どこまでも……この私の……邪魔をするつもりか──！」

　ミルガウスは意味不明な言葉をつぶやいている。

「ミ、ミルガウス様っ!?」

　アーニャは慌てふためいて、ミルガウスのそばに駆け寄った。ミルガウスがこんな風に苦しむ姿を見せるのは、初めてのことだ。持病があるとは聞いていないが……。

「……うろたえるな。なんでもない」

　と、ミルガウスは先ほどまでの苦く悶もんが噓うそのように、すっくと立ち上がった。まるで憑つき物ものが落ちたような雰囲気である。

「あの……ミルガウス様？　本当に、大丈夫なんですか？　どこかお身体に……」

「問題はない。それよりも──」

　ミルガウスは超然として、足もとに視線を落とした。アンジェラが横たわっている。そういえば、先ほどミルガウスは、この女を「アン」と呼んだ。まるで親しい友人か、恋人にでも呼びかけるような口調で……。

「その女は放っておけ。ここは竜族のための霊れい廟びよう、人の死体など汚らわしいだけだ」

「……わかりました」

　アーニャが戸惑いながら返事をしたときにはもう、ミルガウスはきびすを返している。

「ミルガウス様……？」

　アーニャは小首を傾かしげた。

　一体、ミルガウスの身になにが起こったのか、わけがわからない。

　あの異常な発作が起きる直前、ミルガウスは確かにアンジェラを殺すつもりだったようだが……どうして撤回したのだろう？

　小首を傾げるアーニャに、ミルガウスが声をかけてきた。

「私はこれから、屍灰竜ネクロマンシアを起動させる。お前は頃ころ合あいを見て、アンサリヴァンに戻るがいい」

「了解しました」

　ミルガウスの体調が心配ではあったが、アーニャは素直に頷うなずいた。

　いよいよ、決戦が始まるのだ。
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　夕刻、アッシュは医務室で退屈な時間を過ごしていた。

　治癒魔法のおかげで、快方に向かってはいる。まだ身体のあちこちが痛むが、自力で歩くこともできるようになった。ずっと全裸というのも情けないので、今では病人用の寝間着を着用している。

　とはいえ、やはり重症には違いない。

　頭部をはじめ、身体のあちこちには包帯が巻かれているし、トイレ以外の用事で医務室を出ることは、医師から固く禁じられていた。

　アッシュは先ほどから、窓の外をじっと眺めている。

「もうすぐ打ち上げか……」

　夕陽に染まった湖こ畔はんでは、キャンプファイヤーの準備が着々と進んでいる。うず高く積み上げられた薪まきに火が灯ともされるまで、あと一時間といったところだろうか。

　レベッカ、シルヴィア、ジェシカ、コゼット、マックス……昼間は何度か見舞いに来てくれた面々も、陽ひ射ざしが傾き始めてからは足が遠のいてしまった。もちろん、パーティーの準備に余念がないのだ。

　一方、ルッカは今なお、ノーグの森でガウェインと向き合っているのだろう。

　三時間ほど前、ルッカはガウェインがまだ生きていることを、わざわざ伝えに来てくれた。ガウェインが存命であることを知り、アッシュは心から安あん堵どした。

　あとは、ルッカがガウェインに対する恐怖心を克服すれば、両者をつなぐ星精路アストラル・フロウも復活するはずだ。

「すぅ、すぅ……」

　ベッドの脇わきでは、エーコが掛け布団に突っ伏して、穏やかな寝息をたてている。アッシュが昏こん睡すいしていた間、あまり寝ていなかったのだろう。

「入るぞ、アッシュ」

　そのとき、ノックとともにレベッカの声がした。アッシュの返事を待たずに、堂々と入室してくる。なんと、水着の上に薄地の上着を重ねただけの、艶つやっぽい姿だった。

　レベッカの水着は深紅のビキニである。上着の前を開放しているため、深い谷間や真っ白な腹、そして際どいビキニラインがあらわとなっている。

「レベッカさん……！」

　アッシュは目のやり場に困った。

「調子はどうだ？」

　熟睡中のエーコに優しげな視線を向けたのも束つかの間ま、レベッカは真顔でアッシュの顔を見据えてきた。

「もう大丈夫ですよ。ひとりでトイレにだって行けますし」

「それは良かった。ところで、ちょっとばかり気になることがあってな」

「なんです？」

「アンジェラ先生が、まだ遺跡から戻っていないんだ。打ち上げには是非、参加して欲しいと伝えておいたのだが……」

　アッシュはぽかんとなった。アンジェラがウィリンガム霊れい廟びように向かったのは、初日の夕刻だと聞いている。つまり、アンジェラはアッシュが重傷を負った事実すら知らない。

「アンジェラ先生のことだから、夢中になって探検してるんじゃないですか？」

　アッシュが苦笑すると、しかし、レベッカは眉まゆ根ねを寄せた。

「そうだといいのだが……盗掘業者に鉢合わせた可能性もある。いささか心配でな」

　──ばたん！

　そのとき、扉が激しく開け放たれた。部屋に飛びこんできたのは、ルッカだった。よほど慌てて走ってきたのか、夏用の制服がじっとりと汗ばんでいる。

　常つね日ひ頃ごろ、のんびりとしたルッカにしては、珍しいことだった。

　激しい物音に驚いたのか、エーコが「うにゅ？」と声を漏らして、むくりと起き上がった。寝ねぼけ眼まなこをこすりつつ、周囲をきょろきょろと見渡している。

「どうしたんだ？」

　アッシュが訊たずねると、ルッカは息も絶え絶えに、かろうじて答えた。

「あの子が……ガウェインが……！」




　ルッカは嗚咽おえつを交えながらも、なんとか事情を説明した。

　──ガウェインの死。

　という最悪の想像を巡らせたアッシュだったが、そうではなかった。

　ガウェインは、ルッカがほんの少し目を離した隙すきに、忽こつ然ぜんと消失したそうだ。

　今朝からずっと、ルッカはガウェインと一緒に過ごしていた。

　ルッカがガウェインの背から転落したときの恐怖を克服すれば、ガウェインは再びルッカを受け容いれる。その結果、星精路アストラル・フロウも復活し、ガウェインの命も救われる。

　そう信じて、ルッカはガウェインと向き合っていたのだが──ガウェインはルッカを受け容れるどころか、姿を消してしまったのだ。

　泣きじゃくるルッカの肩を、レベッカが優しく抱いた。

「ガウェインが君を見捨てるとは思えない。もしかしたら、己おのれの死期を悟ったのかもしれないな。自分の死に様を、君に見せないために……」

　レベッカの言葉を聞いて、アッシュはその可能性は否定できないと思った。

「今すぐガウェインを連れ戻しましょう！　星精路アストラル・フロウが途切れた理由はわかっているんです。あと一息で、ガウェインは助かるはずなんですよ！　なのに、自分から諦あきらめるなんて……そんなのって、ないですよ！」

　アッシュの主張に、レベッカは頷うなずいた。

「そうだな。わたしも同感だ。我々がガウェインの美学に付き合う必要はない。問題なのは、ガウェインの行き先だが……」

「あ、あの……」

　腕組みをして考えこむレベッカに声をかけたのは、ルッカだった。既に涙を拭ふいて、毅き然ぜんとした顔をしている。

「あの子が向かったのは、ウィリンガム霊れい廟びよう……だと思う。あそこは幼竜のための埋葬地で……ガウェインもまだ、幼年期」

　レベッカは頷うなずいた。

「ふむ……その可能性はあるな。君たちは『ウィリンガムの竜』というおとぎ話は知っているか？」

「その話なら、俺おれも知ってますよ。子どもの頃ころ、母親が読んで聞かせてくれました」




　──それは、幼竜ヌァザにまつわる哀かなしい物語。

　幼くして聖竜マエストロに昇格を果たしたヌァザは、飼い主の少女が重病を患ったのを心苦しく思い、自ら星精路アストラルを閉ざした。その結果、ヌァザは見る見るうちに衰弱していった。

　だが、自分の死を少女に見せたくないと願ったヌァザは、こっそりと姿を消したのである。その後、少女は快復したのだが……ヌァザはひとり、ウィリンガム霊廟の奧で息を引き取ったあとだった──。




　まだ幼児だったアッシュは、その話を母親から聞かされたとき、不覚にも泣いてしまったものだ。

　しんみりとした場を打ち破るように、レベッカが力強く宣言した。

「無論、ガウェインにヌァザと同じ運命をたどらせるつもりはない。そうと決まれば、打ち上げは中止だ。生徒全員でガウェインを捜索しよう。ついでにアンジェラ先生を見つけることができれば、一石二鳥だ」

「いや、待ってください」

　レベッカの決断に、アッシュは異を唱えた。

「みんなには予定通り、打ち上げを楽しんでもらいます。俺はずっと眠ってたから、どれほど苛か酷こくな訓練だったのかはわかりませんが……みんな、血のにじむような努力をしたはずです。打ち上げってのは、訓練を終えた生徒たちへのご褒美なんでしょう？」

「それはそうだが、君はなにを考えている？　まさか……」

　アッシュは笑った。

「そのまさか、ですよ。捜索には、俺が行きます。大丈夫です。治癒魔法のおかげで、ほとんど回復しましたから」

　噓うそだった。本音をいえば、身体を動かすたび、内臓や関節が痛むのだ。それでも、引き下がるつもりはなかった。

　その途端、それまで押し黙っていたエーコが牙きばを剝むいた。

「冗談じゃないわよ！　あんた、バカじゃないの？　そんな身体で……あの駄竜を捜しに行くっていうの？」

　アッシュはなだめるように、エーコの頭に手を置いた。口調こそ苛か烈れつだが、エーコはアッシュの身を心配してくれているのだ。

「許してくれ、エーコ。このまま傍観してるだけなんて、俺おれにはできない。それに、あいつは決して駄竜なんかじゃないぞ」

「で、でも……！」

「そんなに俺が心配なら、エーコも一緒に来るか？」

　たちまち、エーコはボンッと音をたてんばかりに、頰ほおを染めた。

「なっ……べ、別に心配なんか！」

　エーコが手を振り回してうろたえているのを尻しり目めに、アッシュはレベッカに頭を下げた。

「お願いします、レベッカさん」

「まったく……仕方ないな。ならば、打ち上げは予定通りに行うとして、捜索には生徒会役員全員で当たろう」

「いや、それも駄だ目めです。レベッカさんがいなかったら、みんなは不審に思うでしょう。せっかくのパーティーなのに、余計な心配をさせたくはありません」

「いや、しかし──」

　レベッカが反論しようとしたそのとき、医務室の扉がバタンと開け放たれた。

「そういうことなら、この私が力を貸そう。騎士たる者、民たみ草くさが困りしときは全力をもって救うべし──我が家の家訓だ！」

　凛りんとして告げたのは、なんとシルヴィアだった。
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　捜索班は、アッシュ、シルヴィア、エーコ、そしてルッカの四名に決まった。

　マックスとジェシカも同行を願い出たのだが、レベッカが許さなかった。生徒会役員が何人も席を外したら、やはり生徒たちが不審に思うだろう、との判断だった。

　ランスロットの背中には、手綱を握るシルヴィアを先頭に、四人が相乗りしている。

　──姫様の後ろか……。

　シルヴィアの背後に乗ったアッシュは、戦々恐々となった。

　王宮仕様の騎竜服ドラグスーツに身を包み、髪を結い上げたシルヴィアは、姫としての美び貌ぼうと、騎士としての風格を兼ね備えている。

　一応、屍灰竜ネクロマンシアがアンサリヴァンの市街地を襲ったとき、シルヴィアと相乗りした経験はあるのだが、あのときは無む我が夢む中ちゆうだった。シルヴィアを異性として意識する余裕など、ほとんどなかったのだ。

「なにをしている？　しっかりつかまらんと、振り落とされるぞ」

　シルヴィアに叱しつ咤たされ、アッシュは心を決めた。思い切って腕を伸ばす。シルヴィアの腰を抱いた瞬間、改めてその細さに驚かされた。

　三番目はエーコである。アッシュの腰に、おずおずと手を回してきた。アッシュの身体を心配しているのか、あまり力をこめていない。

「お前も、ちゃんとつかまってろよ？」

　アッシュが肩越しに振り返ると、エーコは急に頰ほおを染めた。

「あたしが本気を出したら……あんたの身体なんてつぶれちゃうでしょうが！」

　アッシュは苦笑した。エーコはエーコなりに、アッシュの身体を気づかってくれている。そのことが、純粋に嬉うれしかった。

　最後はルッカである。ルッカは鞍くらの上ではなく、なんと尻尾しつぽの付け根にちょこんと腰をおろした。

「おい、ルッカ。そんな乗り方で……大丈夫なのか？」

　シルヴィアが怪け訝げんそうに声をかけると、

「問題ない」

　ルッカは淡々と答えた。どうやら、騎乗具の類は苦手らしい。

　四人を乗せて、ランスロットは優雅に飛び立った。




　合宿所からウィリンガム霊れい廟びようまで、徒歩だと一時間は要するが、ドラゴンならばひとっ飛びである。

　──ったく、ガウェインの奴やつ……己おのれの死期を悟って姿を消しただと？　カッコつけてんじゃねぇぞ。幼竜ヌァザの真ま似ねなんて、絶対に許さない……！

　ランスロットの背に揺られながら、アッシュはガウェインに思いを馳はせた。

　やがて、壁のようにそそり立つ丘陵が見えてくる。

「あれが、ウィリンガム霊廟の入口だな」

　手綱を華麗にさばきつつ、シルヴィアがつぶやいた。

　シルヴィアのいう通り、丘陵の中央あたりには、入口らしき建造物が見える。周囲はすっかり夕ゆう闇やみに覆われているが、神殿じみた門構えには竜華灯が設置されていて、入口周辺をほのかに照らし出していた。

　アンジェラは単身、徒歩であんな場所に突入したのか……そう思うと、アッシュはひやりとした。どう考えても、女性がひとりで赴おもむくような場所ではない。レベッカが心配していた通り、盗掘業者に襲われた可能性もある……。

　アッシュの懸念を打ち払うように、シルヴィアが叫んだ。

「よし、着陸するぞ！」

　ランスロットが勇ましく鳴いて、急降下を開始する──。
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　丘の頂上から、ミルガウスはちっぽけな世界を見下ろしていた。

　真下には霊れい廟びようの入口が見える。

　視線を遠くに向けると、ノーグの森とアロンヌ湖こ畔はん。そして、合宿所の建物──。

　アロンヌ湖畔では篝かがり火びが焚たかれている。打ち上げパーティーが始まったのだ。

　足もとには、柩ひつぎを思わせる匣はこが置かれている。ミルガウスがその蓋ふたを開くと、漆黒の巨剣が姿を現した。

　この巨剣は、屍灰竜ネクロマンシアの召喚装置。

　帝国が誇る機械工学と、竜族が培ってきた魔導を融合させた学術大系──魔導工学マギカ・テクニカの産物である。

　ミルガウスが本国に帰還した際、装置には改良が施された。

　以前は工芸品のような趣を感じさせた巨剣は、より妖あやしく、より禍まが々まがしく、より機械的メカニカルな雰囲気を強めている。

　柄にはめこまれた竜りゆう綺き華か晶しようの数も、大幅に増えていた。深紅の大粒が、全部で九つ。小粒の結晶は優に二十を超える。宝石として売り払えば莫ばく大だいな富になるのだろうが、ミルガウスにとっては道具でしかない。

　そんな巨剣を軽々と持ち上げると、ミルガウスは足もとの岩場に突き刺した。霊廟の内部に直接、魔力を送りこむためである。

　竜の顎あぎ門とを思わせる巨剣は、ずしりと重苦しい音を発すると、岩に深々とめりこんだ。

「まるで墓標だな」

　なにげなく独り言を漏らしたそのとき、視界を白い影がよぎった。ドラゴンらしき飛行生物が、ぐんぐんとこちらに迫ってくるのだ。

　仮面ごし、ミルガウスは夕空に目を凝らした。どうやら、ランスロットらしい。

「ふっ……姫君のお出ましというわけか」

　ミルガウスは咄とつ嗟さに、岩陰に身を潜めた。この暗がりの中、騎士がミルガウスを見つけられるとも思えないが、ドラゴンの視力は侮れない。

　幸いにも、ランスロットは少しずつ降下を始めた。どうやら、霊廟の入口に着陸するつもりらしい。やがて、ランスロットの姿はミルガウスの視界から消えた。

「始めるか」

　ミルガウスは巨剣の柄を握り締めると、呪じゆ文もんの詠唱を始めた。

「灰から灰へ、塵ちりから塵へ。出いでよ、魔導工学マギカ・テクニカの申し子よ。幼くして身み罷まかりし竜族の御み霊たまを今、甦よみがえらせよ──」

　刹せつ那な、柄にはめこまれた竜りゆう綺き華か晶しようが禍まが々まがしい輝きを発した。
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「こ、こんな洞どう窟くつの中に……アンジェラ先生は入っていったのか？」

　ランスロットから降りたシルヴィアは、ウィリンガム霊れい廟びようの入口を覗のぞきこむなり、及び腰になった。

　霊廟がこれほど不気味な雰囲気を醸し出しているとは、想像の外だったのだろう。

　昼間ならともかく、夜が近づいていることも災いした。

　夕ゆう闇やみに覆われた入口は、まるで冥府に続く門のように見える。一応、竜華灯が入口から広場にかけて、ほんのりと照らしてはいるのだが、気休めにもならないようだ。

「ガウェイン……」

　ずっと不安げな顔をしているルッカの頭に、アッシュは優しく手を置いた。

「大丈夫だ。なんとしても、俺おれたちでガウェインを捜し出そう」

「うん……」

　ルッカが弱々しく頷うなずいたそのとき、黄昏たそがれの空に閃せん光こうが走った。一瞬遅れて、耳をつんざくような轟ごう音おんが続く。

「きゃあああっ！」

　真っ先に悲鳴をあげたのは、シルヴィアだった。

　アッシュは苦笑した。ヴェロニカに鍛えられ、王族としての自覚を強めたシルヴィアだが、怖がりなのは相変わらずだった。

　だが、そんな微笑ほほえましい気分は、エーコの言葉で瞬時に吹き飛ばされた。

「……あのときと同じだわ」

　エーコは鋭い目をして、空を見上げた。

　ランスロットも険しい目をして、「ぐるるるる……」と唸うなり声を発している。

　見る見るうちに黒雲が発生し、夕空を覆い隠そうとしている。

「まさか、屍灰竜ネクロマンシアに襲われたときと……？」

　アッシュが訊たずねると、エーコは真顔で頷いた。

「そうよ。この嫌な感じ……間違いない！」

　そのとき、今度は地面が鳴動した。

　激しい縦揺れに身体が投げ出されそうになったが、アッシュはなんとか踏ふみ留とどまった。

「きゃぁあああああ！」

　だが、三方から次々と女性陣に抱きつかれ、結局は尻しり餅もちをついた。

　正面から胸に飛びこんできたのはエーコ、右腕にすがりついているのがシルヴィア、左腕をギュッと握り締めているのがルッカである。

　ドキドキしてもおかしくない状況だったが、今はそういうわけにはいかなった。

「うぐっ──！」

　たちまち、激痛が全身を貫いたのだ。すっかり忘れていたが、アッシュは医師から絶対安静をいいわたされた身なのである。

「す、すまん！　大丈夫か？」

「ごめん……なさい」

「悪かったわよ……」

　シルヴィア、ルッカ、エーコの順に、慌てて飛び離れる。

「いや……大丈夫だ」

　余計な心配をかけたくないと思い、アッシュは笑った。引きつった笑顔になっているかもしれないが、夕ゆう闇やみが覆い隠してくれることを願った。

　既に地震は収まっているので、アッシュはゆっくりと立ち上がった。

「ふしゅう……」

　そんなアッシュの虚勢を嘲あざ笑わらうかのように、不気味な吐息が聞こえた。

「──！」

　ひとつ、またひとつと……霊れい廟びようの奧の暗くら闇やみに、禍まが々まがしい光点が芽生えていく。明らかに人間の気配ではない。ドラゴンのようでもあるが、竜族に特有の聖せい性せいとは無縁である。

「屍灰竜ネクロマンシアよ！」

　エーコが叫ぶと同時に、霊廟の奧からなにかが飛び出してきた。

　馬にしては大きく、ドラゴンにしては小柄な影。しかも一体ではない。ぞろぞろと群れをなしていた。

　全部で五体はいるだろうか。どれも幼い地竜アーシアに似た化け物だった。漆黒の体表。狂気をはらんだ眼光。今にも崩れ落ちそうな歯茎。肉が腐ったような悪臭。

　甲高い咆ほう哮こうが、次々と夜気に響きわたる。

「幼竜サイズの……屍灰竜ネクロマンシアだと？」

　アッシュが呆ぼう然ぜんとつぶやいた刹せつ那な、先頭の一体が身構えた。その口がカパッと上下に開かれたかと思うと、閃せん光こうが走った。どん！　炎の塊が地を這はうように飛んでくる。

　刹那、ランスロットが鋭い雄お叫たけびを放つと、防御魔法のシールドを展開。禍々しいブレスを瞬時に相そう殺さいした。

　だが、ランスロットに礼をいう暇はなかった。

　屍灰竜ネクロマンシアの集団が、今度は赤黒い触手を繰り出してきたのだ。夕ゆう闇やみを斬きり裂くように、触手が次々と迫る。

　最初の標的となったのは、シルヴィアだった。

「きゃあああああああっ！」

「姫様！」

　アッシュが咄とつ嗟さに伸ばした手は、虚むなしく空を切った。濡ぬれ光る触手がシルヴィアの細い腰に巻きつくと、宙に吊つり上げたのだ。

　たちまち別の触手が伸びてきて、腕や太ももに絡みつく。

「ぶ、無礼者！　栄えある騎士王家の姫に対し、なんたる所業か……！」

　残念ながら、言葉が通じる相手ではなかった。

　シルヴィアは躍やつ起きになってもがいているが、抵抗すればするほど、触手は巧妙に巻きついていく。ついには騎竜服ドラグスーツの一部が強引にはぎ取られ、ボタンが次々と弾はじけ飛んだ。

「やっ、やめろ！　なんという破は廉れん恥ちな……！　あうっ……いやぁああああああ！」

　シルヴィアの絶叫が尾を引いて、夜気を切り裂いた。

「エーコ、俺おれに聖騎甲アークを出してくれ！」

　アッシュの要求に、しかし、エーコは眉まゆを吊り上げて反論した。












「駄だ目めよ！　あんたは怪け我が人にんなのよ？　あんなのを装備したら、身体に負担が──」

「そんなことをいってる場合かよ！　姫様がやられる！」

「で、でも……」

　ためらうエーコのかたわら、ランスロットが動いた。

　主君シルヴイアを救うべく、紅の炎竜吐息クリムゾン・エクス・ブレスを放つ。

　──どぅん！

　竜媒魔法オラクルの炎とは違い、本家のブレスである。その破壊力は絶大で、霊れい廟びようの入口をふさいでいた五体は丸焼けとなった。

「ぐぉおおおお……」

　それでもなお、五体は断だん末まつ魔まの叫びを漏らしつつ、こちらに敵意を向けていたが、ランスロットがとどめとばかりに炎を吐くと、ようやく灰かい燼じんに帰した。

　元が幼竜とはいえ、そのしぶとさは屍灰竜ネクロマンシアそのものだった。宙ちゆう吊づりにされていたシルヴィアは、触手がちぎれた直後、ランスロットの背中に受け止められた。

「はぁ、はぁ……礼をいうぞ、ランスロット」

　シルヴィアの無事を確認し、アッシュがホッと一息ついたのも束つかの間ま、ルッカが怯おびえた声を漏らした。

「そんな……！」

　ルッカは断だん崖がいに立って、湖こ畔はんのほうを見下ろしている。いや、正確にはノーグの森を凝視していた。

「どうしたんだ？」

「森が……穢けがされてる……」

　エクブラッド人だけあって、ルッカは森の異変を敏感に感じ取ったのかもしれない。

　ルッカの視線を追ったアッシュは、啞あ然ぜんとした。

　──どどどどど……。

　森が鳴動している。まるで地竜アーシア部隊が疾駆しているような、そんな轟ごう音おん。野鳥や小動物の悲鳴が、次々と届いてくる。

　ルッカの「穢されている」という言葉から察するに、地竜アーシア型の屍灰竜ネクロマンシアが疾駆しているのだろう。

　どうやら正面玄関以外にも、屍灰竜ネクロマンシアが霊廟の外に出るルートは存在するようだ。

「アッシュ、湖を見ろ！」

　と、シルヴィアが鋭く叫んだ。ランスロットに騎乗したまま、湖を指差している。

「まさか……あれも屍灰竜ネクロマンシアなのか!?」

　アッシュは拳こぶしを震わせた。夜気に覆われた湖面を、漆黒の異い形ぎようが泳いでいる。湖畔で焚たかれている篝かがり火びのおかげで、その姿をうっすらと確認することができた。

　まさしく水竜ハイドラ型である。二十体、いや、三十体はいるだろうか。まっすぐ湖こ畔はんの篝かがり火びを目指している。

「空にもいるわ！」

　今度はエーコが夜空を指差した。怪け鳥ちようのような鳴き声とともに、ばさばさと翼竜ストラーダ型が飛び交っている。アッシュたちには目もくれず、合宿所の方面へと飛び立っていく……。

「そうか……元々、合宿所を襲わせるつもりだったんだ！」

　アッシュは拳こぶしを握り締めた。

「くそっ……いくら成績上位の選抜者とはいえ、屍灰竜ネクロマンシアとの実戦経験があるのは会長とマックスだけだ。大丈夫なのか──？」

「他人の心配をしている場合ではなさそうだぞ、アッシュ。合宿所については、会長を信じるしかあるまい」

　アッシュの注意を引き戻したのは、シルヴィアの冷徹な声音だった。

　シルヴィアはまっすぐに、霊れい廟びようの入口を睥へい睨げいしている。

「あれは……！」

　アッシュは絶句した。

　地竜アーシア型の第二陣が、ぞろぞろと姿を現したのだ。今度は六体。

「ぐるるるる……」

　ランスロットが唸うなり声をあげた。ブレスが炸さく裂れつし、先頭の三体が消し炭と化す。

　と、土煙を貫くように、赤黒い触手が飛んでくる。それでもランスロットは怯ひるまない。後肢だけですっくと立ち上がると、前肢を鎚つちのごとく振るった。鋭えい利りな爪つめが猛然と唸る。触手の束はゴムのように、容赦なく引きちぎられた。

　まさしく死し屍し累るい々るい。

　わずか数分の合間に、地竜アーシア型の第二陣も全滅した。

「つ、強い……！」

　ランスロットの奮戦ぶりに、アッシュは舌を巻いた。シルヴィアの騎竜術も、明らかに精度が上がっている。

　と、シルヴィアが鋭い目でアッシュたちを見下ろした。

「早く乗れ！　このまま霊廟に突入する！」





　　　　◇






「諸君は五日間にわたり、選抜合宿の特訓を受けた！　騎手としてのレベルは格段に上がっている！　自分を信じろ！　自分で思っている以上に、諸君は強い！」

　レベッカの檄げきを受け、生徒たちは各々のパルに騎乗した。

　翼竜ストラーダ組は離陸し、地竜アーシア組はノーグの森に向かい、水竜ハイドラ組はアロンヌ湖に終結する。目には目を、歯には歯を──まさしく、そんな布陣である。

「やっぱり……レベッカはすごいですわ」

　水竜ハイドラ組を率いるジェシカは、夜空に舞い上がったクー・フリンの威容を眺めつつ、つぶやいた。

　レベッカはクー・フリンの鎌かま首くびの上、堂々と立っている。既に絢けん爛らんたる聖騎甲アークを装備していた。膨大な魔力がオーラとなって、全身を包みこんでいる。その背後には、アリアンロッドに騎乗したマックスが、副官よろしく控えている。

　つい先ほどまで、生徒たちは篝かがり火びを囲み、打ち上げパーティーに興じていた。

　ところが、陸路、水路、空路──三方向から攻めてきた屍灰竜ネクロマンシアを前に、事態は一変した。天国と地獄。一度は恐慌状態に陥った生徒たちだが、レベッカの存在が風向きを変えた。レベッカの言葉は、どんな魔法よりも生徒たちを鼓舞し、勇気をみなぎらせた。

　今ではどの生徒も怯ひるむことなく、武者震いを隠せない。

　いよいよ、屍灰竜ネクロマンシアの大群が迫る。

　その距離、百メートルといったところか。

「顕現せよ……一撃必中の魔ま槍そう……」

　先陣を切るのは、もちろんレベッカだ。

「その銘なはゲイ・ボルグ！」

　呪じゆ文もんに呼応して鮮烈な光が弾はじけ、一振りの槍が顕現した。ゲイ・ボルグの閃せん光こうが、闇やみ夜よを貫く。直線状に次々と大爆発が発生し、翼竜ストラーダ型の大群を撃ち墜おとしていく。

「進撃せよ！」

　将軍の風格さえ漂わせるレベッカの言葉に応じ、

「おおおおおおおおおおおおおおお！」

　生徒たちは一斉に進撃を開始した。





　　　　◇






　ランスロットの角が蒼あお白じろく、ぼんやりと光っている。

　竜族にとっては、初歩的な魔法の一種である。おかげで、アッシュたちは懐中竜華灯を使うことなく、洞どう窟くつ内部を探索することができた。

　ランスロットは一歩一歩を踏み締めるように、静かに歩いている。歩行時の震動はほとんど感じられない。

　おかげで、アッシュの身体にかかる負担は大幅に軽減されている。

「ありがとな、姫様」

　アッシュが耳もとでささやくと、シルヴィアはよほどびっくりしたのか、ぴくんと首筋を震わせた。

　真紅のリボンで髪を結わえているため、真っ白なうなじがまぶしい。

「なんなのだ、藪やぶから棒に！　いちいち礼をいわれる覚えはないぞ！」

「俺おれに気をつかって、ランスロットをゆっくり歩かせてるんだろ？　だから……」

「べ、別にそういうわけではない！　こんな窮屈な場所で、高速移動ができるはずもないだろう！」

　アッシュは苦笑した。素直じゃないのは相変わらずだ。ランスロットのように賢いドラゴンであれば、狭い通路を高速で移動するなど、造作もないはずだ。

「──気をつけろ！」

　刹せつ那な、シルヴィアが切迫した声で叫んだ。

「きしゃああああっ！」

　三体の屍灰竜ネクロマンシアが、前方から襲いかかってきたのである。翼竜ストラーダ型だった。ドラゴンというよりは、コウモリに似ていた。

　生前は誇り高き竜族でも、ああなってしまっては、薄気味の悪い飛行生物でしかない。

　アッシュが緊張したのも束つかの間ま、

「くぉおおおおおおお……！」

　ランスロットが雄お叫たけびをあげる。輝かしい聖竜マエストロの威風が通過したあとにはもう、ただの灰しか残らなかった。

「たいしたもんだな」

　アッシュが感心したふうにつぶやくと、シルヴィアは昂こう然ぜんと胸を張った。

「ふん……お前がベッドで寝ていた間、私は選抜合宿用のトレーニング・メニューをこなしていたのだ。あの会長を相手に、模擬戦を繰り返す日々……涙なしでは語れんぞ」

　シルヴィアの口調には、妙な哀切がにじんでいる。よほどひどい目に遭あわされたのだろう。初日の海水浴しか知らないアッシュは、申し訳ない気持ちになった。

　もっとも、シルヴィアが強くなった一番の理由はやはり、ヴェロニカ王女の叱しつ咤た激励ではないだろうか。

　つい先月、ヴェロニカがアンサリヴァンを訪れたからこそ、シルヴィアは意識改革を果たすことができたのである。

「それにしても、アンジェラ先生はまだ見つからんのか……屍灰竜ネクロマンシアに襲われていなければよいのだが」

　霊れい廟びようの地図と睨にらめっこを続けながら、シルヴィアは嘆息した。

「ガウェインも見当たらないしな……ルッカはなにか感じないか？」

「駄だ目め……星精路アストラル・フロウが閉ざされていて、〈星せい刻こく〉は反応してくれない」

　ルッカがなにも感じないのであれば、洞どう窟くつ内部を隅から隅まで探索するしかない。気の遠くなりそうな話だが、今は一刻の猶予を争う。

「そうだ……。エーコ、お前にいっておきたいことがある」

　アッシュは肩越しにエーコを振り返った。

「なによ？」

　アッシュの背中にしがみついていたエーコは、憮ぶ然ぜんとして顔をあげた。

「次に俺おれが聖騎甲アークを出せといったら、必ず出してくれよ？　一瞬のためらいが、命取りになることだってあるんだ」

「なっ……！」

　たちまちエーコは激げき昂こうした。ポカポカとアッシュの背中を叩たたいてくる。

「奴隷の分際で、あたしに指図してんじゃないわよ！　踏みつぶすわよ！」

　可愛かわいらしい叩き方とはいえ、ずんずんと骨に響いてしまい、アッシュは苦く悶もんする。

「いてててて！　や、やめろって！」

「大体、あんたは怪け我が人にんでしょうが！　たとえ継つぎ接はぎの模造品でも、身体への負担は大きいんだからね！」

　口調こそ荒っぽいが、エーコはアッシュの怪我を心配してくれている。その気持ちは純粋に嬉うれしかった。だが、状況はひどく切迫している。もしかしたら、首謀者がまだ霊れい廟びようのどこかに潜んでいる可能性だってあるのだ。

「だったら、負担の軽い聖騎甲アークを頼めないか？」

「なんですって？」

「頼む。お前なら、今の俺にぴったりな聖騎甲アークを生み出せるはずだ」

「な、なんでそんな……自信たっぷりなのよ!?」

「そんなの決まってるだろ？　エーコは俺の相パ棒ルだからな」

「……！」

　アッシュの真しん摯しな気持ちが伝わったのだろう。エーコは言葉を詰まらせると、見る見るうちに頰ほおを紅潮させた。

「わかったわよ……。で、でも……遣けん竜りゆう工こう房ぼうに行ってる間、あたしの身体は──」

　エーコのいわんとしていることは、すぐに理解できた。

　遣竜工房に移動するのは、あくまでも幽体のみ。肉体は、こちらの世界に置いていくことになるのだ。

　その間、抜け殻となった肉体は無防備になってしまう。

「大丈夫だ。お前の身体は、俺が守るから」

　アッシュはシルヴィアの腰から手を離すと、ランスロットから落ちないよう細心の注意を払いつつ、エーコと身体の位置を入れ替えた。

「アッシュ……？」

　エーコがきょとんとして、背後のアッシュを振り返る。

「ほら、こうすれば大丈夫だろ？」

　アッシュはエーコの腰に腕を回すと、ギュッと抱き締めた。

「なっ、ななっ……！」

　エーコはびくんと肩を震わすと、ピキッと硬直してしまった。

　髪の隙すき間まから覗のぞく耳たぶが、真っ赤に染まっている。

　今にも、耳から湯気を噴き出しそうな様子だった。

「ちゃ、ちゃんと支えてないと……承知しないんだからね！」

　エーコは怒った口調で告げると、アッシュの胸に背中を預けてきた。

　ふわりと髪がなびいて、シャンプーの甘い匂いが伝わってくる。

　次の瞬間、こてん……と、その身体が脱力した。

　アッシュの右肩に、エーコの後頭部が載せられている。

　エーコの幽体が飛び立ったのだと、アッシュは実感した。

「頼むぞ、エーコ」

　エーコの重みを感じつつ、アッシュは祈るようにつぶやいた。





　　　　◇






「むっ……？」

　急に視界が開けたので、シルヴィアはランスロットを停止させた。

　屍灰竜ネクロマンシアの気配は感じない。

　ランスロットの角が輝きを増して、やたらと広大な空洞を照らし出す。

　シルヴィアは右手で手綱を握ったまま、左手で持った地図を確認した。

「ふむ。地図によれば、ここが霊れい廟びようの中心部らしいな」

「中心部か……」

　まだ意識の戻っていないエーコをしっかりと抱きながら、アッシュは空洞のあちこちを眺めている。

　そんなアッシュの様子を、シルヴィアは肩越しにちらりと盗み見た。

「……………………」

　アッシュの新しい聖騎甲アークを生み出すべく、遣けん竜りゆう工こう房ぼうへと旅立ったエーコ。その小柄な身体を、アッシュは先ほどからギュッと抱き締めている。

　もちろん、エーコがランスロットの背から転落しないよう、ただ支えているだけなのだが……シルヴィアは胸の奥おくがもやもやしてしまい、ずっと落ち着かないのだった。

　──ええい、私はなにをうろたえているのだ！

　気を取り直し、シルヴィアは周囲を注意深く見渡す。

　広さは学院の講堂に匹敵するだろう。天井がやたらと高く、十五メートルはあるかと思われた。翼十字ウイング・クロスを象かたどった墓石が、地面のあちこちに突き刺さっている。

　どの墓石の高さも優に五メートルを超えているが、中央に屹立する翼十字ウイング・クロスに至っては、破格の大きさを誇っている。その先端は、天井に届きそうなほどだ。特別なドラゴンが埋葬されているのだろうか。

　残念ながら、アンジェラの姿はない。ガウェインも見当たらない。霊れい廟びようの中心部にあたるこの空洞こそが、最有力候補だったのだが……。

　シルヴィアが嘆息すると、アッシュが背後から声をかけてきた。

「姫様、天井を見てくれ」

「──むっ？」

　シルヴィアは目をこらした。天井の一角には、まるで火口のような穴が空いていて、どんよりとした夜空が覗のぞいている。霊廟に入る前、エーコが「嫌な感じ」と表現した、暗黒の空のままだった。

　空が晴れてさえいれば、月明かりが霊廟内に射さしこんで、幻想的な雰囲気を醸し出していたことだろう。

「ぐるるるる……」

　刹せつ那な、ランスロットが鎌かま首くびをもたげると、威い嚇かく的てきな唸うなり声を漏らした。

　ランスロットは明らかに、頭上の穴を睨にらみ据えている。

「どうした、ランスロット？」

　怪け訝げんに思い、シルヴィアが訊たずねた矢先──

「また会ったな、少年」

　頭上から、男の声が降り注いだ。穴の縁に、長身瘦そう軀くの人影が現れたのだ。

「お前は……ミルガウス！」

　アッシュが愕がく然ぜんと息を吞のむ気配が、シルヴィアにも伝わってきた。

　ランスロットの角が、頭上をぼんやりと照らし出す。

　闇やみに蒼あお白じろく浮かび上がったのは、まさしく仮面の男の孤こ影えいだった。シルヴィアも報告書は読んでいたので、すぐに思い当たった。

「ミルガウスとやら！　ここで会ったが百年目だ！　ロートレアモン騎士王家の名に賭かけて、私がお前に天てん誅ちゆうを下す！」

　決然と叫んだシルヴィアに対し、ミルガウスは喉のどの奥おくで笑った。

「な、なにがおかしい？」

「ふっ……運命とは皮肉なものだ。当代随ずい一いちの武人、あのヴェロニカ・ロートレアモンでさえ、竜飼い人ブリーダーには選ばれなかったというのに……よりにもよって、最も臆おく病びようで甘えん坊だったお前が選ばれるとは」

「なん……だと？」

　知った風な口を利くミルガウスに、シルヴィアは妙な違和感を覚えた。

「どうしたんだ、姫様？」

　アッシュが怪け訝げんそうに、背後から声をかけてくる。

「い、いや……なんでもない」

　そうは答えたものの、シルヴィアは混乱している。

　──なんだろう、この感覚は？　あのミルガウスという男……初対面のはずなのに、なぜだか懐かしい感じがする。どうして、こんな気持ちになってしまうのだ？

「姫様？　泣いて……いるのか？」

「えっ!?」

　アッシュの言葉に、シルヴィアは我に返った。

　ふと気づけば、涙の粒がぽろぽろと、頰ほおを伝い落ちているではないか。

「バカな……どうして……？」

　どうして涙が溢あふれてしまったのか、シルヴィアは自分でもわけがわからない。ただ、あのミルガウスという男を見ていると……不思議と胸が締めつけられるのだった。

　と、ミルガウスが急に微笑ほほえんだ。

　それはまるで、我が子を見守る父親のように、穏やかな笑みに見えた。

「大きくなったな、シルヴィ」

「なっ──！」

　シルヴィアは戦せん慄りつした。

　世界広しといえども、シルヴィアをそんな愛称で呼べる人物といえば、親類縁者に限られる。なおかつ、その優雅な口調と、深みのある声音には、確かに覚えがあった。

　──お兄様！　んもう、ジュリアスお兄様ったら！

　──ははっ。シルヴィは甘えん坊だな。

　──だって、お兄様ったら……グレン殿とばっかりお喋しやべりして、私にはちっとも構ってくれないんですもの！

　幼い頃ころの情景が、脳裏にありありと甦よみがえる。

　だが、そんなはずがない。

　──〝竜殺しドラゴン・スレイヤー〟。

　兄のジュリアスはその罪を背負い、処刑されたのだ。シルヴィアが五歳のときだった。

　ロートレアモン騎士国において、竜族を手にかけることは最大の禁忌とされている。騎士王家の王子とて、極刑は免れなかった。ましてやジュリアスが殺害した相手は、彼自身のパル──聖竜マエストロのモルドレッドだった。

　ジュリアスはもう、この世にはいない。

　だが……そんな兄の面影を、ミルガウスは確かに感じさせるのだった。

　と、ランスロットが再び唸うなり声をあげた。シルヴィアに警戒を促すように。

「まさか……！」

　シルヴィアも気づいた。

　地面がかすかに揺れているのだ。

　──地面の下に、なにかが潜んでいる……！

「くくっ……ランスロットがどこまで戦えるのか、見物だな。あるいは少年よ。以前のように、また妙な術を使うか？」

「くっ……！」

　アッシュは言葉を詰まらせた。

　エーコはまだ目覚めておらず、沈黙を保っている。エーコが新たな聖騎甲アークを生み出すのがいつになるのか、シルヴィアには見当もつかない。

　そんなアッシュの状況を見透かしたように、ミルガウスは嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「もっとも、アヴァロンの皇女がその様子では……無理だろうがな」

「アヴァロンだと!?　どうして、お前もその言葉を──？」

　アッシュは明らかに動揺している。アヴァロン──どうやら古代語のようだが、シルヴィアには意味不明な言葉だった。そもそも皇女とはなんのことだろう？

　──いや、今はそれどころではないか……。

　シルヴィアは雑念を消すと、自分自身を奮い立たせた。

「いっておくが、この霊れい廟びように埋葬された竜族は幼竜に過ぎぬ！　屍灰竜ネクロマンシアといえども、私とランスロットの敵ではないぞ！」

　シルヴィアの宣言に、しかし、ミルガウスはなんら動じなかった。

「それはどうかな？　戦力の大半は合宿所に向かわせた。お前たちが倒した個体など、ザコに過ぎん。そして、この場所に眠る幼竜だが……生前は聖竜マエストロだったのだ」

　まるでミルガウスの言葉に呼応したかのように、地面が真っ二つに裂ける。地鳴りのような轟ごう音おんがわんわんと反響し、巨大な墓標がぐらりと傾いた。

　地の底から、ムクリと、巨大な異い形ぎようが身を起こす。

「ぐぉるるるる……」

　冥府の底から湧わき起こるような唸り声とともに、それはランスロットと対たい峙じした。

　雄大な翼。がっしりとした顎あぎ門と。鋭く尖とがった双角。

　毛並みが漆黒であることを除けば、まさしく聖竜マエストロの風格を感じさせる屍灰竜ネクロマンシアだった。

「くくっ……教えてやろう。そいつの名はヌァザ！」

　ミルガウスの言葉に、シルヴィアは硬直した。

「騎士国の民ならば、お前たちも知っているだろう？　主あるじを愛するあまり、自ら死を選んだドラゴンの悲話を──」





　　　　◇






「……聞いた通りよ、ナヴィー」

　遣けん竜りゆう工こう房ぼうにて、エーコはナヴィーと対たい峙じしていた。

　ナヴィーは相変わらず、貴族のようなドレスを身にまとい、アンティーク調の椅い子すにゆったりと腰掛けている。

「今の彼にぴったりな聖騎甲アーク……ねぇ。ふふっ、面白いわ」

　エーコを大人おとなの女性にしたような外見は、相変わらず妖よう艶えんだった。そのせいか、エーコはナヴィーという女がどうにも気に食わない。とはいえ、今は意地を張っている場合ではなかった。

「時間がないの。再構築リミツクスはあたしがやるから、抽出サンプリングはあんたがやってくれる？」

「あら。どうして？」

　ナヴィーは底意地の悪そうな笑みを浮かべている。

「し、仕方ないでしょ！　悔しいけど……あんたはあたしより物知りだし……あたしよりも上う手まくできるんじゃないかって、そんな気がするの」

「その判断は正しいわ。わたしたちは表裏一体。あなたが表の世界に生きるなら、わたしは裏の世界を生きる者。もちろん、支援は惜しまない」

「じゃあ、やってくれるのね？」

「ひとつだけ、約束してくれるなら」

「約束？　あたしが、あんたとなにを約束するっていうのよ!?」

「いつかアッシュ・ブレイクのパルとして、彼に聖騎甲アークを献呈すること。継つぎ接はぎの模造品じゃなくて、あなた自身が生み出した最高傑作をね」

「なっ……なんですって!?　そんなこと、できるわけないでしょ！」

「あら。挑戦してもいないのに、諦あきらめるつもり？」

「だ、だって……あいつに聖騎甲アークを献呈するってことは──」

　ナヴィーはにんまりと笑った。

「そう、身も心も彼に捧げるのよ」

「んなっ──……！」

　エーコは絶句した。全身がカァッと火照ってしまう。身も心もアッシュに捧ささげる──想像しただけで、恥ずかしくてたまらない。

「約束、するの？　しないの？」

「むぐっ……」

　ナヴィーの挑発的な態度が癪しやくに障ったが、抽出サンプリングにはやたらと時間がかかる。なんといっても、ご先祖様が遺のこした聖騎甲アークの設計図は一千枚を超えるのだ。

　その中から、アッシュの身体に適合するパーツのみを抽出しなければならない。

　それだけならまだしも、今回は「怪け我がをしているアッシュの負担にならない」という、特殊な条件がある。

　教会占拠事件の際、アッシュから受けた「氷属性」という注文よりも、さらに厄介な条件だった。

　そもそも、重傷の人間が装備しても負担にならない聖騎甲アークなど、エーコには想像もつかない。時間的な問題に関係なく、今はナヴィーの知識に頼るしかないのだった。

「……わかったわ。約束する」

　エーコが観念すると、ナヴィーは妖あやしく微笑ほほえんだ。たちまち、まばゆいばかりの閃せん光こうがほとばしり、室内が温かな光に満たされる。

　と同時に、ナヴィーの頭上に無数の設計図が投影された。まさしく、竜族が遺した設計図の数々だった。

　ナヴィーの艶つややかな唇が、各パーツの名称を流りゆう暢ちように紡いでいく──。

「兜アルメーテ、首鎧ゴルハール、胸当ペート、背当エスパルダール、腰当ブラフオネーラ、尻当フアルダーヘ、草摺エスカルセーラ、冠板ブフエータ、肩当オンブレーラ、上膊当ブラサール、肘当コダル、前膊当アンテブラーソ、手甲マノーポラ、股当キホーテ、膝当グアルダ、脛当グレーバ、鉄靴エスカルペ、拍車エスポラーソ」

　エーコは目をみはった。

　ナヴィーの頭上で、千枚単位の設計図がぐるぐると飛び交っている。不要と判断された設計図はすぐさま消去され、必要な設計図だけが残されていく。

「な、なんて検索スピードなの……！」

　エーコが啞あ然ぜんとしていると、ナヴィーは頭上を飛び交う設計図をすべて消した。

　遣けん竜りゆう工こう房ぼうを満たしていた光が、一瞬で収まる。ナヴィーはゆらりと立ち上がると、エーコの正面に歩み寄った。

「な、なによ……？」

　ナヴィーの美び貌ぼうに気け圧おされるあまり、エーコは後退した。ナヴィーは悪戯いたずらっぽく微笑むと、エーコの頭に手を置いた。

「これは……！」

　エーコはぞくりとした。ナヴィーの手のひらを通じて、脳裏に膨大な情報が流れこんでくる。と、その流れが急に遮断された。

「ど、どうしたの？」

「……彼、のっぴきならない状況に陥ってるみたいね」

　ナヴィーは真顔になると、空中に立体映像を投影させた。

　聖竜マエストロ級とおぼしき屍灰竜ネクロマンシアが、今しもアッシュたちに襲いかかろうとしている。

「急いでちょうだい！」

「そのほうが良さそうね」

　ナヴィーは再びエーコの頭に手を置くと、情報伝達を再開した。





　　　　◇






「こいつが……あのヌァザだと！」

　アッシュは思わず叫んだものの、すぐさま冷静さを取り戻した。

　そう、この際、敵が本当にヌァザなのかどうかは問題ではない。重要なのは、この新たな屍灰竜ネクロマンシアが聖竜マエストロ級である事実だった。

　しかも、地の底から甦よみがえったのは、ヌァザだけではない。その周囲に突き刺さっていた墓標も次々と傾いて、続々と地竜アーシア型が涌いてきたのだ。その数、九体……。

「姫様！　ここは撤退したほうが──」

　背後の通路に目を走らせると、アッシュは冷静に進言した。

　まだ退路はふさがれていない。こんな広場では、四方から攻められるのは確実だ。ランスロットといえども、耐えきれるとは思えない。

　だが、狭い通路に入ってさえしまえば、敵も一列にならざるを得ないだろう。まだ戦う余地は残されている。

「そうはいかん！」

　ところが、シルヴィアは頑として応じなかった。憤ふん怒ぬのあまり、手綱を握る拳こぶしをわなわなと震わせているのだ。

「ミルガウスよ……自分がなにをしたかわかっているのか！　お前は……よりにもよって、あのヌァザの霊を辱はずかしめたのだぞ！」

「ひ、姫様……？」

　怒れるシルヴィアの背を、アッシュは呆ぼう然ぜんと眺めやった。

　シルヴィアは明らかに、ミルガウスの言葉を真に受けている。大方、幼少時に幼竜ヌァザの物語を聞いて泣いた口なのだろう。

　と、それまで押し黙っていたルッカまでが、ぽろぽろと涙をこぼしている。

「わたしも……あの人は絶対に許せない」

　一応、ルッカの気持ちも理解はできた。ガウェインはヌァザのあとを追うように、姿を消したのだ。そのせいで、ルッカも感情移入してしまったのだろう。

　アッシュは頭を抱えたい気分になった。

「幼竜ヌァザよ！　ロートレアモン騎士王家の名に賭かけて、私がお前を倒す！　それがせめてもの供養だ！」

　シルヴィアの叫びに呼応して、ランスロットが雄お叫たけびをあげた。猛然とヌァザに突進する。後肢だけで立つと、前肢を力任せに突き出す。すると、ヌァザも同じように立ち上がり、ランスロットの攻撃を前肢で受け止める。

　聖竜マエストロ同士の、壮絶な力比べが始まった。

　と見る間に、ヌァザがカパッと顎あごを開き、黒く澱よどんだブレスを吐く。ゼロ距離射撃に等しい攻撃──。

「くっ……！」

　アッシュは戦せん慄りつした。エーコの身体をかばうように、ギュッと抱き締める。そんなことしかできない自分が、無性にもどかしかった。

　だが、ランスロットも負けてはいない。ヌァザのブレスが炸さく裂れつする寸前、すかさず防御魔法のシールドを張ったのだ。

　──轟ごう音おん。

　鼻先にシールドを突きつけられたヌァザは、完全に自爆した。ランスロットの防御魔法は強力で、アッシュにはかすかな震動しか伝わらない。

「すごい……！」

　アッシュはようやく、目を開けることができた。ヌァザは頭部の半分が吹き飛んで、灰色の脳が露出している。一見、再起不能に見えたが、相手は屍灰竜ネクロマンシアだ。破壊された組織は見る見るうちに再生され、原型を取り戻す。

　ランスロットの勇壮な咆ほう哮こうと、ヌァザの禍まが々まがしい絶叫が、大気を震しん撼かんさせる。

　再び力比べが始まろうとした矢先、アッシュの背後で悲鳴があがった。

「ひっ……いやぁ！」

「ルッカ!?」

　ランスロットの尻尾しつぽに腰掛けていたルッカを、地竜アーシア型の一体がさらったのだ。筋の浮いた触手が、ルッカの四肢を縛り上げている。

　逆さかさ吊づりにされたルッカは、涙を浮かべて身み悶もだえするばかりだった。

「い、いやっ……変なところ、触らないで……」

　蟻ありの群れに砂糖菓子を放りこんだように、ルッカのもとにわらわらと地竜アーシア型が寄ってくる。地竜アーシア型の触手は留とどまるところを知らず、ルッカの騎竜服ドラグスーツを破壊していく。

　鋼鉄製の手甲と膝ひざ当あてが無む造ぞう作さにはぎ取られ、地面にずしりと落下する。革製のベルトも容赦なくちぎられ、スカートの生地が切り裂かれる。

「なんてこった……！」

　アッシュがうめいた瞬間、新たな触手が伸びてきた。ルッカに気を取られたアッシュの隙すきを突いて、エーコの腰に巻きついたのだ。触手の力は強大で、アッシュの及ぶところではなかった。

「エーコ……！」

　ルッカと同じく、エーコも瞬く間に宙ちゆう吊づりにされてしまう。意識のないエーコは、ルッカのように悶もだえることすらできず、されるがままだった。

　シルヴィアはランスロットの手綱をさばくのに精一杯で、エーコとルッカの危機にまで意識が向いていない。

　アッシュは腹をくくると、ランスロットの背から飛び降りた。それが自殺行為だとわかっていても、もう止まらない。

「その汚い手を……離しやがれ！」

　足もとに落ちていた石を拾い上げると、地竜アーシア型の群れに向けて、力任せに投げつける。

　だが、ドラゴンを相手に投石など、蟷とう螂ろうの斧おのに等しい。石は呆あつ気けなく、漆黒の体表に弾はじかれた。

「うぐっ……」

　のみならず、アッシュの身体に激痛が走った。

　敵の攻撃を受けたわけではない。満まん身しん創そう痍いであることを思い出させるように、身体が警告を発したのだ。

「こ、こんなときに……！」

　アッシュは忌いま々いましげにつぶやくと、がくりと片かた膝ひざをついた。

　嫌な汗が額に浮かんでいるのがわかる。

　頭が、内臓が、関節が、ズキズキと痛む。のたうち回りそうになってしまうほどだ。だが、こんなところで……こんなところでやられるわけには──！

　汗ににじむ視界を、宙吊りにされたエーコの姿がよぎる。

「エーコぉおおおおおっ！」

　絶望的な思いで、アッシュは叫んだ。

　その刹せつ那な、今にも屍灰竜ネクロマンシアの体内に取りこまれようとしていたエーコが、カッと双そう眸ぼうを開いた。

「な、なによ？　どうなってんのよ、これは！」

　地面にうずくまるアッシュの姿を見下ろすと、エーコはきょろきょろと周囲を見渡している。

「エーコ！　俺おれに聖騎甲アークを！」

「はっ！　あたしがいないと……本当に駄だ目めなんだから！」

　エーコは勝ち誇ったように笑うと──

　長い呪じゆ文もんの最後をしめくくる、あの単語だけを叫んだ。

「拍車エスポラーソ！」
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　丘の頂上に立ち、高みの見物を続けていたミルガウスは、確かに見た。

　眼下の洞内を白光が満たしている。

　光の中心部では、今まさに、神々しいばかりの聖騎甲アークが顕現し、アッシュの肉体を包みこむところだった。

　白地に真紅の模様が施された、見るも鮮やかな騎士甲かつ冑ちゆうである。

　今のアッシュは、れっきとした聖天竜騎士アーク・ドラグナーだった。

　以前、アンサリヴァン市でミルガウスが目撃した聖騎甲アークよりも、遥はるかに装甲が厚い。その事実が、少しだけ気になった。

　攻撃よりも、守りに特化した鎧よろいなのかもしれない。

「ふっ。過去の遺産を継ぎ合わせたというわけか。さすがはアヴァロンの娘……」

　アーニャの報告で、アッシュは重傷を負ったと聞いている。おそらく、エーコは今のアッシュに最適な聖騎甲アークを生み出したのだろう。

「それにしても……」

　エーコが発した呪じゆ文もんが一言だけというのが、意外ではあった。おそらく、呪文の大半は既に遣けん竜りゆう工こう房ぼうで唱えていたのだろう。

　覚かく醒せいと同時に聖騎甲アークを具現化できるよう、エーコは呪文の大部分を蓄積した状態で戻ってきたのだ。

　そうでなければ、聖騎甲アークの全パーツの名前を唱えている間に、エーコは屍灰竜ネクロマンシアの餌え食じきとなっていたはず──。

　敵ながら、ミルガウスはエーコを賛美したい気持ちになった。

「やはり……我々は世代を超えて、相争う運命というわけか。くくっ、それも悪くない……悪くないぞ」

　ミルガウスは笑った。

　喉のどの奥おくからこみ上げてくる笑いに、ただただ身を任せた。
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　聖騎甲アークをまとった瞬間、アッシュは再び立ち上がった。

　耐えがたい激痛は霧散し、身体に羽が生えたような心地がする。

　第一、第二の聖騎甲アークに比べると装甲は厚く、全体的に丸みを帯びたフォルムが特徴的である。ただ装備しているだけで、不思議な安心感が芽生えた。

　だが、今は安らぎを覚えている場合ではない。

　アッシュは目前の屍灰竜ネクロマンシアを睨にらみ据えると、大地を蹴けった。

　エーコを捕らえている一体に、手甲マノーポラの一撃を食らわせる。

　ルッカを捕ほ捉そくした一体には、鉄靴エスカルペの踵かかとを叩たたきこんだ。

　聖騎甲アークに秘められた膨大な魔力が炸さく裂れつし、二体は呆あつ気けなく蒸発する。

「あぐっ──！」

　直後、アッシュは苦く悶もんの声を漏らした。

　反動の大半は聖騎甲アークが吸収してくれたものの、やはり直接攻撃は無謀だったのだ。

　肋ろつ骨こつのあたりに激痛が走り、身み悶もだえしてしまう。聖騎甲アークといえども、痛みを完全に消すのは無理らしい。だが、ここで踏ふみ留とどまるわけにはいかない。

「きゃあああああ！」

　触手が消滅したことで、たちまち落下するエーコとルッカ。

　アッシュは咄とつ嗟さに、ふたりの真下に滑りこんだ。ふたりの身体が大地に叩きつけられる寸前、同時に受け止める──ここまでで、わずか二秒足らず。

「大丈夫か？」

　ふたりを地面に立たせてやる。ルッカは素直に頷うなずいてくれたが、エーコは違った。烈火のごとく怒りだしたのである。

「あんたねぇ！　その聖騎甲アークは〝守り〟に特化してるの！　バカみたいに殴ったり蹴ったりしてんじゃないわよ！」

「す、すまん……」

　アッシュはエーコの剣けん幕まくに圧おされ、思わず普段の調子で謝ってしまったが、すぐさま反論に転じた。

「今は仕方ないだろ？　お前たちを助けるのが先決だったんだから！」

　あいにく、反論はそこまでだった。

「……来る」

　ルッカのつぶやきに、アッシュはハッとして身構えた。

　ランスロットとヌァザが激戦を繰り広げるかたわら、残る七体の地竜アーシア型がこちらに迫ってくる。腐乱死体のような悪臭が、ムッと濃くなったような気がした。

　エーコが苛いら々いらとした口調で、叱しつ咤たを飛ばす。

「その聖騎甲アークはね、そういう使い方をするんじゃないわ。早く固有魔装を出して！」

「わかった！」

　アッシュは心を研ぎ澄ますと、聖騎甲アークに意識を集中させる。

　この聖騎甲アークとセットになった固有魔装の情報が、脳裏に流れこんでくる。

　その情報を把握した途端、アッシュは会心の笑みを浮かべた。

「顕現せよ……金城鉄壁の魔た楯て……」

　呪じゆ文もんに呼応して、閃せん光こうがほとばしる。

　アッシュのやや前方、空間に歪ゆがみが生じ、裂け目が生じる。その奧から、未知の固有魔装が少しずつ、その形状をあらわにしていく。

「その銘なはアイギス！」

　アッシュが銘を呼ぶと同時に、アイギスは顕現した。

　まるで竜の頭部を思わせる、全部で五基の浮遊機甲ユニツトである。アッシュの思念に応じて、宙を目まぐるしく飛び交い始めた。迫り来る地竜アーシア型の群れを包囲すると、色鮮やかな光を放つ。

　五基の浮遊機甲ユニツトは、単なる楯たてではなかった。各々が、いわば魔導砲台ともいえる機能をそなえているのだ。

　次々とほとばしる光こう芒ぼうは、まるで蜘く蛛もの巣のごとく空間を走り、地竜アーシア型の群れを追い詰めていく。

　のみならず、光芒の直撃を受けた個体に異変が生じた。その体たい軀くが少しずつ、石化を始めたのだ。

　アイギスが放ったのは、ただの攻撃魔法ではなかった。

　触れた生物を即座に石化する、高等魔法だったのである。騎士国では禁呪に指定されているほど物騒な魔法なのだが、今は法律を気にしている場合ではない。

　わずか数秒後には、七つの石像ができあがっていた。アッシュは安あん堵どすると、魔力を節約すべくアイギスを消した。

「サンキューな、エーコ」

「べ、別に……あんたのために創つ成くったんじゃないわ」

　エーコはそっぽを向いてしまうが、その頰ほおは少しだけ紅あかく染まっている。アッシュは苦笑を浮かべたものの、なごむのはまだ早い。

　今しも目の前では、ランスロットを駆るシルヴィアが、ヌァザを相手に奮戦しているのだ。相変わらず、力比べが続いている。互いの前肢を封じた状態で、ときに魔法を繰り出し、ときに尻尾しつぽを振るい……完全な膠こう着ちやく状態に陥っていた。

「姫様！　今、助ける！」

　駆け寄ろうとしたアッシュだが、意外な返事が返ってきた。

「助太刀は無用！　お前はミルガウスを捕らえるのだ！　ヌァザの英霊は、わたしとランスロットが鎮しずめてみせる！」

　その気迫に、アッシュは言葉を奪われた。

　シルヴィアは本気で怒っている。とはいえ、冷静さを失っているわけではない。騎士王家の名のもとに、ヌァザの霊を鎮しずめる──それが自分の使命だと信じているのだろう。

「わかった。そいつは頼んだぞ、姫様！」

　アッシュはシルヴィアに向けて叫ぶと、駆け出した。

　目の前にはヌァザの墓標。斜めになった翼十字ウイング・クロスの先端は、ちょうど天井の穴を向いている。穴の縁では、ミルガウスが今もなお、高みの見物を続けていた。

　アッシュは跳んだ。翼十字ウイング・クロスの側面を駆け上がり、十字架の横軸を蹴ける。跳躍。さらには、縦軸と横軸の狭はざ間まから生えた翼の先端を蹴る。再び跳躍。聖騎甲アークのおかげで、生身ではあり得ないほどの距離を、一気に跳ぶことができた。

　身体が天井の風穴をくぐり抜ける。

　洞どう窟くつ内部の淀よどんだ空気が一気に晴れ、冷たい夜気を覚えた。

　夏場の夜気とは思えないほど、不気味な冷たさだった。

　丘の頂上は、あちこちに岩塊が突き出た岩場となっている。

　周囲は真っ暗だが、聖騎甲アークがぼんやりと発光している上に、ずっと洞窟にいたおかげで、アッシュの目は闇やみに慣れている。

「ミルガウス！」

　もはや問答無用とばかりに、アッシュはミルガウスに挑みかかった。先ほどエーコには怒られたが、最も手っ取り早い戦い方──肉弾戦に持ちこむ。

　森の中で、初めてミルガウスと相対したときを思い出す。

　あのとき、アッシュは手も足も出なかった。ミルガウスと戦う以前に、配下の少女に襲われて、危うく殺されかけた。

　だが、今は違う。アッシュにはエーコの加護があるのだ。最初の一撃で沈めてみせるつもりだった。

　しかし──。

　アッシュが繰り出した渾こん身しんの右みぎ拳こぶしを、ミルガウスは左手一本で受け止めて見せた。

「なんだと……!?」

「ふっ。聖天竜騎士アーク・ドラグナーの力とは、その程度か？」

「うぐっ……」

　右腕がぴくりとも動かない。まるで、腕を万力に挟まれたような感覚だった。

「しょせん、お前は紛まがい物ものということだ」

　鉄のように冷えた声音だった。

　いつの間にか、ミルガウスの右手には漆黒の巨剣が握られている。

「なっ……!?」

　アッシュは目をむいた。闇を溶かして固めたような刃。柄には大粒の竜りゆう綺き華か晶しよう。ただただ、異様な剣である。

「たかが紛まがい物ものの分際で、私に触れるな」

　──黒こく刃じん一いつ閃せん！

　漆黒の風が逆巻いた。右手を封じられているため逃げることもできず、アッシュは辛かろうじて左の手甲マノーポラで受け止めた。

　まるで、頭上から巨大なハンマーで打たれたような衝撃が走る。聖騎甲アークですら、その衝撃を相そう殺さいすることはできなかった。

「ごふっ……！」

「先ほどまでの威勢はどうした？」

　ミルガウスはアッシュの右手を解放すると、今度は両手で巨剣を握り直す。

　そして、横殴りの一閃。

「ぐあっ！」

　鉄塊が脇わき腹ばらにめりこむ。一瞬、胴体を真っ二つにされたような錯覚を覚え、ゾッとした。みしり、と聖騎甲アークが軋きしんでいる。あの聖騎甲アークが悲鳴をあげている……！

「──アイギス！」

　もはや素手で敵かなう相手でないのは明らかだった。アッシュは再び、アイギスの魔た楯てを顕現させる。五基の浮遊機甲ユニツトが素早く展開し、ミルガウスに襲いかかる。頭上から放たれた光線に少しでも触れれば、ミルガウスとて石化は免れないはずだ。

「遅い！」

　だが、ミルガウスは常人離れした身のこなしで跳躍すると、次々と放たれる光こう芒ぼうを紙一重でかわす。間髪を容いれず、黒刃を轟ごう然ぜんと振るった。

　竜巻のような一閃を浴びて、浮遊機甲ユニツトは一基、また一基と破壊され、呆あつ気けなく霧散する。

「なんて野郎だ……！」

　アッシュは苦く渋じゆうのうめきとともに、片かた膝ひざをついた。聖騎甲アークに蓄えられた魔力とて、無限ではない。既に装甲が消失しつつあるのを、アッシュは自覚した。

　五基の浮遊機甲ユニツトを片づけたミルガウスは、再びアッシュと対たい峙じする。直後、鋭い前まえ蹴げりを放ってきた。鎧よろいごしとはいえ、腹部にすさまじい衝撃が走る。

「──ぐふっ！」

　息が詰まった。まるで木で偶くのように、軽々と吹き飛ばされる。背後の岩石に、嫌というほど叩たたきつけられた。

　口の中に、血の味が広がっていく……。

「くっ……」

　血の交じった唾つばを吐くと、アッシュは素早く岩石の背後に回りこんだ。ちょうど、アッシュが身を隠せるくらいの岩だった。

「ふっ。それで時間を稼いだつもりか？」

　アッシュは答えない。岩に背中を預けたまま、好機を窺うかがう。既に満まん身しん創そう痍いの身だ。チャンスがあるとすれば、あと一回……。

　──ざっ、ざっ……。

　ミルガウスは足音を消しもせず、堂々とこちらに歩み寄ってくる。

「どうした？　もうアイギスは使わないのか？」

　きっとミルガウスは嘲ちよう笑しようを浮かべていることだろう。アッシュはその憎たらしい顔を想像しつつ、答えた。

「あいにく、魔力切れでね……」

「運がなかったな、少年」

　裂れつ帛ぱくの気合とともに、背後の岩に衝撃が走った。





　　　　◇






「んしょ、んしょ……！」

　アッシュは聖騎甲アークのおかげで軽々と跳んだが、エーコはそういうわけにもいかない。今なおヌァザと死闘を繰り広げるランスロットを尻しり目めに、巨大な翼十字ウイング・クロスをよじ登る。

「ま、待って……」

　真下に視線を転ずると、ルッカが必死で翼十字ウイング・クロスに張り付いている。

「ったく……大おお怪け我がしても知らないわよ？」

　エーコはルッカを無視すると、翼十字ウイング・クロスの翼に足をかけた。足を滑らせたが最後、真っ逆さまである。高さは十メートルに達している。だが、ここで踏ふみ留とどまっているわけにはいかない。

　ルッカには悪いが、今はアッシュのもとに駆けつけたいという思いで一杯だった。

　あのミルガウスという男を一目見た瞬間、エーコは激しい悪寒を覚えたのである。

　先日、おねしょにまで至った悪夢を思い出す。

　夢の中で、エーコは禍まが々まがしいドラゴンに襲われた。

　九つの目。無数の触手。屍灰竜ネクロマンシアを遥はるかに凌りよう駕がする威容……。

　不思議なことに、ミルガウスの姿を認めた瞬間、エーコはあのドラゴンを思い出したのだった。ただの思い過ごしなら良いのだが……エーコの勘が正しければ、あれは極めて危険な存在である。聖騎甲アークが通用するのかどうか、エーコにも自信が持てないほどに。

　アッシュの身が心配だった。

　ただでさえ、重傷を負っているのだ。本来ならば、一ヵ月は安静にしていなければならないというのに……。

　もっとも、たとえ現場に到着したところで、聖騎甲アーク（の模造品）を生み出すことしか能のない自分に、なにかができるとも思えない。むしろ足手まといになるかもしれない。

　それでも、エーコはいてもたってもいられず、こうして翼十字ウイング・クロスを登り続けている。

　ようやく天井の風穴にたどり着くと、夜空に向けて頭を突き出す。

「──えっ……？」

　その瞬間、エーコは見た。

　闇やみ夜よに溶けこんでしまいそうな巨剣を振り上げ、岩石を砕くミルガウスの背中を。

　エーコは直感した。アッシュはおそらく、あの岩のむこうに隠れている。

　やはり、まともに戦っても敵かなわなかったのだ。そして、岩石もろとも叩たたきつぶされようとしている……！

「アッシュ！」

　エーコは絶望的な思いで、その名を叫んだ。
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　ミルガウスは勝利の確信を胸に、目の前の岩石を叩き割った。岩石もろとも、アッシュの肉体も叩きつぶすつもりだった。

　岩が四散する。

　粉ふん塵じんが濛もう々もうと舞い上がり、視界を埋め尽くす。

　ほとんど爆発にも等しい衝撃の果てに──

「なに……？」

　巨剣を振り下ろした姿勢のまま、ミルガウスは硬直した。

　砂さ塵じんのヴェールが晴れたとき、ミルガウスの前方に現れたのは、アッシュの死体ではなかった。

　一基の浮遊機甲アイギスが宙に浮かび、ミルガウスを睥へい睨げいしている。

　その先端から、ひとすじの光こう芒ぼうがほとばしった。

「くっ……！」

　ミルガウスは咄とつ嗟さに左腕で光線を受け止めると、アイギスに鋭い斬ざん撃げきを食らわせた。アイギスは光の粒子となって消えたが、しかし、その作用は健在だった。ハッとして自分の身体を見下ろすと、既に左腕は石化を始めている。

「──ミルガウス！」

　直後、頭上から鷲わしのごとく舞い降りたのは、アッシュだった。

　破壊された岩の破片に紛まぎれて、上空に移動していたのだ。もう一基の浮遊機甲アイギスを足場にして──。

　既にアッシュを守っていた聖騎甲アークは消失している。おそらく、二基の浮遊機甲アイギスを顕現させるために、すべての魔力を使い切ったのだろう。

　……否いな、右の手甲マノーポラだけは、まだ残っている！

「小こ癪しやくな！」

　ミルガウスは片手で漆黒の刃やいばを振るったが、アッシュを乗せた浮遊機甲アイギスを破壊するに留とどまった。

「うぉおおおおおおおお！」

　自由落下の勢いに任せて、アッシュが手甲マノーポラに覆われた拳こぶしを振り下ろす。

　ミルガウスは咄とつ嗟さに巨剣をかざし、防御の姿勢をとったものの、すさまじい衝撃が全身を貫く。

「くっ……！」

　構えた巨剣もろとも、ミルガウスは吹き飛ばされた。




「はぁ、はぁ……これでどうだ？」

　アッシュが着地すると同時に、手甲マノーポラは消失した。その直後、皮膚を裏返しされたかと思うほど、すさまじい痛みに襲われる。

　だが、ここで弱みを見せるわけにはいかない。ミルガウスは大地に叩たたきつけられたものの、まだ意識を保っているのだ。唇を嚙かみ締めて、アッシュは激痛に耐えた。

「くくっ……魔力切れではなかったのか？」

　ミルガウスは巨剣を杖つえ代わりにして、ゆっくりと起き上がった。左腕がだらんと垂れ下がっている。完全に石化していた。

「二度とアイギスが出せない、とはいってない。騙だまされたお前の負けだ」

「ふっ。ただの体力バカかと思っていたが、その程度の悪知恵は働くということか。もっとも、悪知恵というよりは浅知恵だったな」

　ミルガウスは不敵に笑うと、なにを思ったか、石化した左腕をむしり取った。そして、アッシュの足もとに投げつけたのである。

「なっ……！」

　アッシュはまじまじと、地面に落ちた左腕を眺めた。

「……義手？」

「その通り。帝国が誇る機械技術の産物だ」

　アッシュは奥おく歯ばを嚙み締めた。聖騎甲アークが消えた以上、今のアッシュは生身である。しかも満まん身しん創そう痍いときている。

　対照的に、ミルガウスが失ったのは義手のみ。

　もはや万事休す。

　否いな──万策が尽きたと思われた刹せつ那な、勇ましい声が響いた。

「聞くがいい、ミルガウスとやら！　幼竜ヌァザの英霊は、このシルヴィア・ロートレアモンとランスロットが鎮しずめた！」

　背後を振り返るなり、アッシュは歓喜の声をあげた。

「姫様！　ランスロット！」

　ランスロットはヌァザの生首をくわえたまま、アッシュとミルガウスの中間地点に着地した。その姿は凄せい惨さんの一言に尽きる。白銀の毛並みは薄汚れ、血にまみれている。

　それでも、ランスロットの蒼あおい瞳ひとみは爛らん々らんと輝いている。その背には、騎手のシルヴィアだけではなく、エーコとルッカの姿もあった。

　ランスロットは威い嚇かく的てきな唸うなりを漏らすと、頭を垂れた。ヌァザの生首を、そっとミルガウスの前に置いたのだ。

　ミルガウスに、己おのれの罪を知らしめるように。

　ヌァザの生首は、しばらくミルガウスを見つめたあと、灰と化した。あっという間に、夜風が灰を運んでいく──。

　シルヴィアは灰の行方を見守ると、改めてミルガウスに視線を向けた。

「……姫様？」

　シルヴィアの表情に、アッシュは違和感を覚えた。

　この状況は、もはや王手といっていい。いくらミルガウスとて、ランスロットが相手では手も足も出まい。

　それはシルヴィアもわかっているはずなのに、なぜか動こうとはしないのだ。

「ふっ……どうやら、第四王女の評価は改めねばなるまい。今日のところは、退散させてもらおう」

　ミルガウスは巨剣を担ぐと、じりじりと後退した。

「もっとも、今や合宿所は戦場と化している。果たして何人が生き残っていられるのか……見物だな」

　最後に憎たらしい捨すて台詞ぜりふを吐くと、ミルガウスは闇やみ夜よに身を躍らせた。

　あろうことか、絶壁のむこうに身を投げたのである。

　とはいえ、ミルガウスが常人でないことは、先ほどの手合わせで思い知らされたばかりだった。確実に生きているだろう。

　そして、また攻めてくるのだろう……。

　ミルガウスが姿を消すのを見計らったように、シルヴィアが口を開いた。

「ありがとう、ランスロット。もう休んでいいぞ」

　途端、ランスロットは膝ひざを屈すると、その場でだらりと寝そべった。静かに目を閉じると、穏やかな寝息をたて始める。

　シルヴィアは真っ先に地面に降り立つと、エーコとルッカを地面に降ろした。

「大丈夫なのか？」

　アッシュはおずおずと、ランスロットの寝顔を覗のぞきこんだ。

「安心しろ、致命傷は受けていない。だが……魔力を使い果たした。今の私たちでは、ミルガウスを威い嚇かくするだけで精一杯だったのだ」

　アッシュはようやく、シルヴィアがミルガウスを追い詰めなかった理由を悟った。追い詰めたくとも、できなかったのだ。それでも、あそこでシルヴィアとランスロットが虚勢を張ってくれたおかげで、アッシュはとどめを刺されずにすんだ。

「それに、あの男……もしかしたら……」

　シルヴィアの憂うれい顔が、アッシュは気になった。

「姫様？」

「い、いや、なんでもない！」

　シルヴィアは慌てたように手を振った。そんなシルヴィアの態度が気がかりではあったが、その直後、ルッカがぼそりとつぶやいた。

「合宿所が……」

　エーコも呆ぼう然ぜんとして、合宿所の方面を眺めている。

「なんてこと……！」

　ふたりの視線を追ったアッシュも、言葉を失った。

　ミルガウスが告げた通り、合宿所は戦場と化していた。今なお屍灰竜ネクロマンシアの襲撃を受けているのだ。

　爆音が轟とどろき、魔力の光が明滅を繰り返している。合宿所は辛かろうじて無事のようだが、その脇わきに併設された竜舎は煌こう々こうと燃え盛り、夜空を焦がしている。

　みんなは無事なのだろうか。レベッカは？　マックスは？　ジェシカは？　他の生徒たちは？　教師たちは？　合宿所の職員たちは？　食事係の女の子たちは？

「くそっ……助けに行きたくても、今の俺おれたちじゃ……」

　果てのない絶望感が胸を満たす。

　もはや、今の自分たちにできることといえば……湖こ畔はんから遠く離れたこの丘で、ただ傍観することだけ──。

　そんなアッシュの弱気をくつがえすように、突如、ルッカがアッシュの袖そでを引いた。

「お願いが……ある」

　ルッカは意を決したように、アッシュの顔を覗きこんできた。あまりの顔の近さに、アッシュは狼ろう狽ばいしてしまう。

「な、なんだ？」

　妖よう精せいじみた瞳ひとみは、夜陰の中でもきらきらと輝いている。

　意志の強さをひしひしと感じさせる眼まな差ざしに、アッシュは目を奪われた。

「わたしと一緒に……来て欲しい」

「どういうことだ？」

「あなたは……わたしとガウェインのために命を賭かけてくれた。見ず知らずのわたしたちのために……。そんなあなたと一緒なら……わたし、頑張れる気がする」

「もしかして、みんなを助けられるのか!?」

　ルッカはアッシュに手を差しのべた。

「助けたい……ううん、助ける」

　その真しん摯しな瞳ひとみに吸いこまれるように、アッシュはルッカの手を取った。

　木の葉のように小さな手は、確かな温ぬくもりを伝えてきた。

「わかった。ルッカを信じる」

　アッシュが力強く答えると、ルッカは恥じらうように、かすかな笑みをこぼした。




　シルヴィアとエーコが無言で見守る中、ルッカはアッシュとともに、崖がけっぷちに移動した。先ほど、ミルガウスが身を躍らせた場所である。

　ひゅうひゅうと、眼下の暗くら闇やみを風が吹き抜けている。

「ルッカ……？　どうするつもりだ？」

　若干の恐怖を胸に、アッシュはルッカの横顔を窺うかがう。

「ここから……飛ぶ」

「と、飛ぶって──？」

　返事をする代わりに、ルッカはアッシュの胸に飛びこんできた。たちまち、背後からエーコとシルヴィアの怒気が伝わってきたが、今はそれどころではない。

　ルッカはアッシュの背に手を回すと、痛いくらいに抱き締めてきた。ずきり、と内臓が鈍い痛みを発したが、アッシュはなんとか耐えた。ここでアッシュが苦く悶もんの声を漏らしたら、ルッカの決意を台無しにしてしまう。

　とはいえ、ルッカはなにをするつもりなのだろう……？

「行く」

　ルッカのつぶやきに耳じ朶だを打たれたときにはもう、足場が忽こつ然ぜんと消えていた。

　文字通り、ルッカは崖から飛んだのである。

　アッシュを強く抱き締めたまま──。

　一瞬の浮遊感。そして、鉛直落下。

「うわあああああああああああああああああああっ！」

　耳もとで唸うなる風の音を聞きながら、アッシュは夜陰の底に吞のみこまれた。遥はるか頭上、エーコとシルヴィアの悲鳴が聞こえた気がしたが、すぐに聞こえなくなった。




　落ちていく。

　ルッカを抱き締めたまま、ぐんぐんと落ちていく。

　思い返せば、エーコが誕生したときもそうだった。つくづく、自分は高所から落下する運命にあるらしい……。

　刹せつ那な、風の音に交じって、ルッカの声がかすかに聞こえてきた。

　アッシュの胸もとで、なにかをつぶやいている。

「ごめんね……ガウェイン。わたしはもう、あなたを恐れたりしない」

　ああ……そうか。

　アッシュはようやく、ルッカの決意を理解した。ガウェインがルッカの身を案じるあまり、自ら星精路アストラル・フロウを断ち切ったように……今度は、ルッカが自分の命を賭かけたのだ。

　アッシュをますます強く抱き締めると、ルッカは叫んだ。

「わたしを受け容いれて、ガウェイン！」

　その小さな身体のどこに、それほどの声量が秘められていたのか。闇やみ夜よを縦に貫き通すような、大きく、力強い声だった。

　刹那、ルッカの身体がまばゆく発光する。

　ルッカの全身を、金こん色じきの輝きが包み始める。

「もしかして……星精アストラルなのか？」

　なおも落下を続けながら、アッシュは愕がく然ぜんとした。星精アストラルを肉眼で確認できるなど、とても信じられなかった。

「さぁ……吸って、ガウェイン！　私の星精アストラルを──ううん、私自身を吸って！　だって、あなたは私の……パルなんだからっ！」

　全身全霊をこめた絶叫が尾を引いて、闇夜にこだまする。

　そのこだまが途絶える寸前──

　勇壮な雄お叫たけびとともに、ウィリンガム霊れい廟びようを内包する丘陵地帯の一角が炸さく裂れつし、聖竜マエストロガウェインが顕現、夜空に魔力光を燦さん然ぜんと輝かせたのである。

　完全に回復したガウェインの勇姿に、アッシュは目を奪われた。

　ガウェインは幼竜離れした雄叫びを放つと、ルッカとアッシュを優しく、その背で受け止めたのだった。




　ガウェインの背中に落ち着くなり、ルッカは肩ごしに振り返った。

「もうひとつ……お願い」

「俺おれにできることなら、なんでもいってくれ！」

　アッシュはすかさず叫んだ。一刻も早く、みんなを救わねばならない。そのためなら、どんな苦しみにでも耐えるつもりだった。

　ルッカはやや遠慮がちに、ぼそぼそと告げた。

「……騎竜演舞に挑戦する。だから……しっかりつかまっていて欲しい」

「わかった！」

　ナヴィーから聞いた話を思い出す。

　エクブラッド人に伝わるという、由緒正しき演舞。

　一度は失敗し、ガウェインとの間に溝をつくってしまった演舞。

　それがどんな演舞なのかは想像もつかないが、アッシュは腹をくくった。

　今はルッカの騎竜演舞に賭かけるしかない──。

　アッシュは両腕に力をこめると、ルッカの腰を強く抱き締めた。

「こうか？」

「……もっと強く」

「これでどうだ？」

「もっと」

「くっ……これならどうだ？」

　返事をする代わりに、ルッカはこくんと頷うなずいてくれた。

　刹せつ那な、ルッカの踵かかとが金属的な響きを発する。騎竜服ドラグスーツに標準装備の拍車を使ったのだ。腹部に刺激を受けたガウェインは、朗々と雄お叫たけびを放ち、猛スピードで上昇を開始した。





　　　　◇






　翼竜ストラーダ型の群れを魔ま槍そうゲイ・ボルグで一掃した直後、聖騎甲アークが消失した。

　レベッカは舌打ちをした。クー・フリンの魔力も限界を迎えつつある。飛行を続けることもできず、浜辺に着陸した。

「もはや、これまでか──」

　本陣に見立てた合宿所は辛かろうじて無事だが、併設された竜舎までは守りきれず、紅ぐ蓮れんの炎に包まれている。

　浜辺では、今なお混戦が続いていた。

　クー・フリンと同じく、どのドラゴンも魔力を切らしている。そこかしこで、凄せい絶ぜつな肉弾戦が始まっていた。

　どの個体も屍灰竜ネクロマンシアだけあって、耐久力は桁けた外はずれだった。致命傷を与えたと思っても、すぐに立ち上がってくるのである。

　さすがは選抜合宿の参加者だけあって、生徒たちはレベッカの指揮に従い、よく戦ってくれた。

　だが──いかんせん、数が多すぎる。一体、ウィリンガム霊れい廟びようにはどれほどの竜族が埋葬されていたのか。次から次へと、新手が攻めてくるのだ。

　のみならず、レベッカが聖天竜騎士アーク・ドラグナーとしての実力を発揮できなくなったことで、生徒たちの士気が下がる可能性もあった。

「仕方あるまい。合宿所を放棄して……撤退するしかないか」

　それは苦く渋じゆうの判断だった。由緒正しき施設を、こんな形で失うのは耐えがたい。アロンヌ湖こ畔はんの合宿所は、歴史的建築物でもある。

　だが、生徒の命には代えられない。今ならまだ、街道を経由して撤退できる。万が一、屍灰竜ネクロマンシアに退路をふさがれてしまったら……想像するだけで、ゾッとした。

　現在、重傷者が三名。軽傷者は十五名。負傷したドラゴンは七体。まだ死者は出ていないが、これ以上、意地になって戦えば……取り返しのつかないことになる。

　レベッカは心を決めた。撤退の意思を伝えるべく、深々と息を吸いこむ。

　その刹せつ那な、夜空の一角を、なにかが猛スピードで横切ったのだ。

　白銀の輝きと、余剰な魔力が描く航跡は、間違いなく──聖竜マエストロだった。

「ランスロットか？」

　いや、違う。夜空を舞う聖竜マエストロの航跡は、明らかに普通ではないのだ。まるで夜空という漆黒のキャンバスに絵を描くように、縦じゆう横おう無む尽じんに飛んでいる……！

「まさか……ガウェインなのか!?」





　　　　◇






　──なんだ、この騎竜術は!?　こんな風に聖竜マエストロを振り回す竜騎士ドラグナーなんて、見たことがない……！

　壮絶な遠心力を全身に受け、アッシュは何度も気が遠くなった。

　今にも貧血を起こしそうだ。ルッカの腰にすがりつくだけで、精一杯だった。

　ちょっとでも気を抜けば振り落とされて、海の藻も屑くずとなるだろう。

　エクブラッド人の騎竜演舞は、すべてが常軌を逸していた。

　鋭く切りこむようなターン。

　脳を揺さぶる遠心力。

　耳もとで轟ごう々ごうと唸うなる風。

　途中で翼竜ストラーダ型の群れが襲いかかってきたが、ガウェインは意にも介さなかった。獅し子しが蟻ありの群れを避けたりしないのと同じように、超然と飛び続ける。

　翼竜ストラーダ型の群れは、ガウェインの速度に対応できず、暴風に吹き散らされた木の葉のごとく、次々と四散した。

　──これが本当に……演舞なのか!?

　これが舞踏の一種だというのなら、自分たちが授業で学んできた飛び方はなんだったのか。レベルが違う。あまりに違いすぎる……！

　──間違いなく、ルッカは天才だ！

　三ヵ月も授業を欠席してなお、ルッカが選抜合宿のメンバーに選ばれた理由を、アッシュは今さらながら実感した。

　と同時に、騎竜演舞の最中に転落することが、どれほどの恐怖だったのか……ただ想像するだけで、身体が震えた。命を落とさなかったことが、奇跡に思えてしまう。

　しかも、ルッカはただ無む茶ちや苦く茶ちやに飛んでいるのではない。

　ガウェインの航跡が、夜空に魔法円を描いていることに、アッシュは気づいた。

　やがて、巨大な魔法円がその全ぜん貌ぼうをあらわにする。

　そういえば、ナヴィーもいっていたではないか。

　──騎竜演舞を完成させることができれば、様々な魔法効果が発動するのよ。

　やがて、巨大な魔法円がその全貌をあらわにする。

　アッシュは目をみはった。

「──〈星せい刻こく〉か！」

　そう、ルッカとガウェインが描いたのは、まさしく〈星刻〉の模様だったのだ。

　円環の中央にドラゴンの頭部を配置した、独特の紋様である。その直径は、優に百メートルを超えるだろう。

　魔法円が完成すると同時に、ルッカが叫んだ。

「騎竜演舞、壱いちの舞──〝浄化の蜜雨アムリタ〟！」

　今、魔法円が燦さん然ぜんと発光した。





　　　　◇






　湖こ畔はんで奮戦していた学生たちは、突如、大地に燦然と降り注いだ光輝を浴びて、愕がく然ぜんとなった。

　夜空の一角には、巨大な魔法円──〈星刻〉の模様。

「ついに、成功させたのだな……ルッカ」

　レベッカは晴れ晴れとした気分で、会心の笑みを浮かべた。

　あれほど屈強を誇っていた屍灰竜ネクロマンシアだが、光のシャワーを浴びた途端、一体、また一体と、灰かい燼じんに帰していく。

　対照的に、学生たちは治癒魔法の恩恵を授かったときと同じく、活力を取り戻していた。

　レベッカ自身、身体が軽くなったような、不思議な爽そう快かい感を覚えている。あれほど絶望的だった気分が噓うそのようだった。

　まだまだ戦える、とさえ思ってしまう。

　屍灰竜ネクロマンシアが湖こ畔はんから一掃されると同時に、学生たちが夜空に向けて、大歓声を放った。合宿所に避難していた怪け我が人にんたちまでが、浜辺に駆け出してきたほどである。

　夜空を活いき活いきと舞うガウェインを見ていたら、レベッカは微笑ほほえましい気分になった。

「古来より、エクブラッド人の竜騎士ドラグナーは〈天翔る妖精エルフイン・ダンサー〉と呼ばれてきた。今のルッカはまさしく──」





"Elfin Dancer ～A.S.B.1365.6～" is closed.















エピローグ









　惨劇は幕を閉じた。

　あれほどの襲撃でありながら、死者が出なかったのは僥ぎよう倖こうといえるだろう。

　行方不明となっていたアンジェラも、霊れい廟びようの内部で無事に保護された。

　アンジェラが発見した隠し部屋については、王宮から派遣された騎士団がすぐさま封鎖し、一般人は立ち入れないようになった。

　今後は、考古学者による調査が進むことだろう。




　本来ならば、アンサリヴァンに帰還しているところだが、学院生たちは今なお、アロンヌ湖こ畔はんの合宿所に滞在している。

　学院生の多くが、全焼した竜舎の再建に取り組んでいるのだ。

　レベッカの指揮のもと、建設は着々と進行中。ドラゴンたちも意気揚々と、作業を手伝っている。

　ただし、アッシュは医務室に軟禁状態であった。

「いてててて……！」

　ルッカの騎竜演舞に付き合った結果、アッシュの容態はますます悪化した。ガウェインに乗っていた間、ずっと壮絶な遠心力にさらされていたのだ。元々、重傷を負っていた肉体が悲鳴をあげたのも、当然だった。

　そんなアッシュをルッカが看病するようになって、今日で三日目となる。

　ルッカの看病は、甲か斐い甲が斐いしいの一言につきた。

　ノーグの森で採取した薬草を煎せんじたり、食事を食べさせてくれたり、着替えを手伝ってくれたり、汗ばんだ身体を拭ふいてくれたり。

　ルッカの気遣いは純粋に嬉うれしかったが──文字通り、付きっきりの看護体制なのは問題だった。アッシュのそばから、片時も離れようとはしないのである……。




「お休み、アッシュ。なにかあったら、遠慮せずに起こして」

　三日目の午後二時、ルッカはすやすやと寝入ってしまった。お昼寝タイムである。ちゃっかりネグリジェに着替えており、ほのかな色気を感じさせた。昼寝はエクブラッド人にとって、重要な習慣らしい。もう三日目なので、アッシュも慣れた。

「そういえば……俺おれのこと、名前で呼ぶようになったんだよな」

　これまで、ルッカが名前で呼んでいた相手といえば、ガウェインとレベッカだけだったのだ。なんとなく、照れ臭い気分だった。

　妖よう精せいめいた寝顔を眺めていると、アッシュはふと、重大な事実を思い出した。

「そうだ、ルッカは確か……」

　女子寮メイヴ舎での一件を、ぼんやりと思い出す。

「まさか……今も穿はいてないのか？」

　アッシュが悶もん々もんとしていたら、突然、ノックもなしに扉が開いた。

　戸口に現れたのは、エーコである。他の生徒会役員とは違い、エーコはなんの仕事も任されてはいないので、ちょくちょく見舞いに来てくれる。

　もっとも、見舞いというのは名ばかりで、大抵は暴風と化してしまうのだが。

「ちょっと！　どうして一緒に寝てるわけ!?」

　今日もまた、エーコはルッカの寝顔を目撃するなり、髪を逆立てた。

「落ち着けって。ルッカは俺おれが怪け我がしたことに責任を感じて、看病してくれてるだけなんだ。それだけだからな？」

「だからって、一緒に寝る必要はないでしょ！」

「なんだよ……お前なんて、俺のベッドをいつも占領してるくせに」

　アッシュが憮ぶ然ぜんとして文句を漏らした途端、エーコは半眼になった。

「なんかいった？」

「い、いや……なんでもないぞ」

　アッシュとエーコのやり取りがうるさかったのか、ルッカが身じろぎをした。

「ふわぁ……」

　寝ねぼけ眼まなこで、ルッカはむくりと身を起こした。

「あんたねぇ……今日という今日は許さないわよ！　そいつは、あたしの肉奴隷なんだからね！」

　エーコは床を蹴けると、ベッドに飛びこんできた。クワッと牙きばを剝むくと、ルッカにつかみかかろうとする。

　だが、ルッカは森で生まれ育った少女である。そのとぼけた表情とは裏腹に、意外と敏びん捷しようなのだ。エーコの手をひらりとかわすと、素早く背後に回りこむ。

「なっ……！」

　エーコが驚いて叫ぶと同時に、ルッカの歯が白く輝いた。

　かぷっ！　と、エーコの角を甘あま嚙がみしたのである。

「はぁう……！」

　くてん、と虚きよ脱だつするエーコ。アンサル・ハーブに次ぐ、エーコの弱点だった。ルッカと出会っていなければ、アッシュがそんな弱点を知ることはなかっただろう。

「なあ、その技って……俺にもできるのか？」

「……ドラゴン調教術の一種。エクブラッド人のご先祖様が編み出した技だけど、誰だれにでも習得可能」

「そうか。ふっふっ……なあ、エーコ？」

　アッシュはにやりと、不敵に笑った。正直なところ、三日もベッドに縛りつけられていたせいで、退屈な時間をもてあましていたところだったのだ。

「ちょっ！　あ、あんた……まさか……」

　エーコの顔が引きつった。

「だ、駄だ目め！　許さない！　あんたがそれをやったら……踏みつぶすわよ！」

「大丈夫。ちょっと試すだけだから。ほら、やっぱり知っておきたいだろ？　お前は俺おれのパルなんだからさ」

「なっ……冗談じゃないわ！」

　逃げようとしたエーコだが、できなかった。

　ルッカがエーコの腰をキュッと抱き締めると、アッシュに差し出したのである。まるで自分が飼っている犬や猫を、他人に抱かせてあげるような仕草だった。

「あんたねぇ……あたしのこと、ただのドラゴンとしか思ってないでしょ！」

「だって、角があるもの」

「なんですって──ひうっ！」

　エーコの憤激は、もう続かなかった。

　アッシュが見み様よう見み真ま似ねで、そのまん丸な角に歯を立てたからである。




　──こりっ。

「はぅあ！」

　アッシュに角を嚙かまれた瞬間、エーコは全身を震わせた。

　ルッカに嚙まれたときとは、全然、違った。それはもう、天と地の差。

　アッシュの歯が立てられた瞬間、エーコの身体には文字通り、電流が走ったのだ。びくん、びくんと身体が反応してしまい、なにがなんだか、わけがわからなくなる。

「つ、角は駄目だって……いってるのに……！」

　熱い。頰ほおが熱い。身体が熱い。下腹部のあたりから、なにかがこみ上げてくる。

　どうしてアッシュが相手だと、こんなに……身体が火照ってしまうのか。

「も、もう……駄目、お願い…………これ以上は……………………！」

　アッシュに抱かれ、角を甘あま嚙がみされながら──

　エーコは切なげな吐息を漏らすと、身み悶もだえを続けるのだった。





"The Knight of ECO III" is Closed.














あとがき




　お久しぶりです、瑞みず智ち士し記きです。

　気づけば西暦二〇一一年。

　今年も執筆活動に全力を尽くします。




　『星せい刻こくの竜騎士ドラグナー』も、いよいよ第三巻に突入しました。

　今回は学院都市アンサリヴァンの伝統行事、選抜合宿のエピソードとなります。

　舞台が湖こ畔はんの合宿所だけあって、女性陣の水着姿にも乞うご期待。さらには、新たなヒロインも登場します。エルフ耳！




　第二巻から第三巻に至る間にも、作者の周りではいろんな出来事がありました。

　なんといっても昨年の十一月。メディアファクトリーの新人賞授賞式に参加できたのは、かけがえのない思い出となりました。

　常つね日ひ頃ごろ、尊敬してやまない作家さんたちが、目の前にいるわけですよ！　かれこれ四年ほど、授賞式のような一大イベントには参加していなかったこともあり、感動しまくりでした。デビューして何年目だよ！　と、盛大にツッコまれてしまいそうですが。

　普段はお会いできない編集者の方々とお話できたのも、収穫でした。特に面白かったのは、『星せい刻こく』は編集部では「触手」というコードネームで呼ばれているそうです。衝撃の事実でした！




　これまで以上に、庄しよう司じさんと〆しめさばコハダさんにはお世話になりました。ご迷惑ばかりおかけしていますが、今年もよろしくお願いします。

　そして、応援して下さっている読者の皆様へ。

　お手紙やメールによるご意見ご感想、モバイルアンケートのご回答など、いつもありがとうございます。何度も読み返すことで、莫ばく大だいなエネルギーをもらっています。作者にとって、一番の宝物です！




　それでは、またお会いしましょう。

　次巻、いよいよエーコ覚醒の刻ときが来たる……!?





二〇一一年一月　瑞みず智ち士し記き
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